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　今年の中央࠷௿௞金৹ٞ会において、࠷௿௞金Ҿ্͖͛の໨҆が全国ฏ63ۉԁと提ࣔされ
た。このҾ্ֹ͖͛でࢉܭすると、全国加ॏฏۉで࠷௿௞金は࣌1118څԁとなり、全都ಓ෎
、のҾ্͖͛金ֹとなりߴ࠷ڈ年にଓ͖、աࡢ。௿௞金が1000ԁを্ճることになる࠷でݝ
6.0�の৳ͼ཰である。
௿࠷ごとにܾめΒれることになͬており、地Ҭผݝ௿௞金は都ಓ෎࠷、௿௞金法によれば࠷　
௞金は、ʮ地Ҭにおける࿑ಇऀのੜܭඅٴͼ௞金ฒͼに通ৗのࣄ業の௞金ࢧ෷い能ྗを考ྀし
てఆめΒれなければなΒないʯとされている（࠷௿௞金法第9৚第2߲）。中央࠷௿௞金৹ٞ会
໨҆に関する小ҕһ会におけるެӹ、࿑ಇऀ、ऀࡾऀ༺࢖によるٞڠをܦて、A、#、̘ϥϯ
Ϋ地ҬごとのҾ্͖͛の໨҆金ֹが提ࣔされる。֤都ಓ෎ݝの地ํ࠷௿௞金৹ٞ会では、この
໨҆をʮ参ऌʯしつつ、地Ҭのޏ・ࡁܦ༻の࣮ଶに基づいてʮࣗओ性を発شʯしてܾఆする。
࣮際、ྩ࿨6（2024）年度に中央࠷௿௞金৹ٞ会が提ࣔした地Ҭผ࠷௿௞金Ҿ্ֹ͖͛の໨҆
は50ԁであͬたが、ಙౡݝでは34ԁ্ճる84ԁのҾ্͖͛となͬた（Ҿ্͖͛ޙのಙౡݝの
。（௿௞金ֹは1࣌ؒあたり980ԁ࠷
　චऀはฏ੒27（2015）年度かΒྩ࿨4（2022）年度まで、中央࠷௿௞金৹ٞ会໨҆に関する
小ҕһ会ެӹҕһを຿めた。ͦのݧܦかΒ、中小企業にとͬて࠷௿௞金のҾ্͖͛のӨڹはど
のよ͏なものか、考࡯したい。
௿௞金法第࠷）෷ΘなくてはなΒないࢧ௿௞金ֹҎ্の௞金を࠷は、࿑ಇऀにରしてऀ༺࢖　
4৚第1߲）。࠷௿௞金ֹを下ճる௞金しかࢧ෷Θなかͬた場߹は、50ສԁҎ下のേ金にॲされ
る（ಉ法第40৚）。ܦӦঢ়گがݫしい中小企業ܦӦऀが、いくΒਓ݅අをݮ࡟しよ͏と考͑ても、
で࿑ಇऀをಇかͤることはҧ法である。近年のよ͏に、ԁ҆΍ੈքの৘څ௿௞金を下ճる࣌࠷
੎変化によりࡐݪྉ΍ΤωϧΪーՁ֨がߴಅしているঢ়گにおいて、さΒにਓ݅අの্ঢは中
小企業のܦӦをѹ迫する。もちΖΜ、コスト্ঢ分をՁ֨転Շすればよいのͩが、取Ҿઌとの
関܎においてす΂てをՁ֨転Շで͖る中小企業ばかりではない。
　ଞํ、ਓखෆ଍で௞金を্͛なければ࿑ಇऀを࠾༻で͖ないとい͏現࣮もある。্ड़のಙౡ
௿௞金をઃఆすることによ࠷いߴよりもݝ௿௞金ֹのେ෯なҾ্͖͛は、近ྡの࠷におけるݝ
り、࿑ಇऀをࣗݝにҾ͖つけよ͏とい͏ࢥ࿭の現れである。ͩが、ڥݝ近くにཱ地するࣄ業所は、
すでに࣌څҾ্͖͛による࿑ಇऀ֫ಘڝ૪をしており、࠷௿௞金をେ෯に্ճる࣌څを提ࣔし

最低賃金と中小企業

ࣛ ॅ ྙ ੈ

（ 　　　  　　　  ）ઐ म େ ֶ
঎ ֶ ෦ ڭ त
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ている。また࣌څが10ԁ、20ԁߴいかΒといͬて、ԕくかΒ通ۈしたり転ډしたりする࿑ಇऀ
がどれͩけいるͩΖ͏か。࠷௿௞金をྡݝよりߴくઃఆしたかΒといͬて、たͩちにਓखෆ଍
がղফする༁ではない。
　中小企業の࿑ಇ分഑཰はେ企業よりߴい。࠷௿௞金がʮࣄ業の通ৗの௞金ࢧ෷い能ྗʯを
௒͑てҾ্͖͛Βれ、ઃඋ౤ࢿ΍%X౳によるੜ産性্޲もࠔ೉である場߹、中小企業ܦӦऀ
は࿑ಇऀをղޏし、当֘࿑ಇऀが行ͬていた業຿を外஫に切りସ͑るかもしれない。あるいは
෷い能ྗが௿いࢧ೉となる中小企業もग़てくるͩΖ͏。地Ҭによͬては、ಛにࠔଓがܧӦのܦ
企業が多い小ن໛ࣄ業ऀがޏ、ࡁܦ༻のηーϑςΟーωοトとなͬているとこΖもあり、േଇ
。がੜ͡る可能性があるڹ΁のෛのӨࡁܦにҾ্͖͛ると、地Ҭؾ௿௞金を一࠷ఆのあるن
のݝによͬてはେ企業の多いྡ઀ݝ内で一཯である。しかし、都ಓ෎ݝ௿௞金は都ಓ෎࠷　
௞金΍࣌څにӨڹをडけてֹߴになる地Ҭがある一ํ、େن໛な޻場΍ࣄ業所がগなく௞金
ਫ४が௿いաૄ地もあるとい͏場߹も見Βれ、աૄ地の中小企業にとͬてはかなりߴい࠷௿௞
金がઃఆされることもある。ʮࣄ業の通ৗの௞金ࢧ෷い能ྗʯはݸผの企業のࣄ৘をצҊする
ものではなく、ओにϚΫϩσーλを༻いてݕ౼するものとされている。ͩが、中小企業は全法ਓ・
ηϯαス2021年　ඇ一࣍産ࡁܦ）ऀ・業ऀ数は336ສ社ࣄ・業の99.7ˋを઎め、企業ࣄਓݸ
業ܭ）に্る。企業ن໛、業छ、業ଶによͬて、རӹ཰΍࿑ಇ分഑཰౳にେ͖なࠩがあること
も࣮ࣄである。໨҆に関する小ҕһ会でも、企業ن໛΍業छによるܦৗརӹ཰、࿑ಇ分഑཰、
௞金Ҿ্͖͛཰౳の૬ҧを౿ま͑、ʮࣄ業の通ৗの௞金ࢧ෷い能ྗʯについてݕ౼がなされて
いる。
෷いࢧ௿௞金であるҎ্、で͖るͩけ௞金࠷ఆのあるنਓత見ղであるが、下ճるとേଇݸ　
能ྗの௿い企業に߹Θͤた࠷௿௞金のઃఆはで͖ないものかと考͑る。もちΖΜ、ͦの΄かの
گඅʯʹ෺Ձ΍ʮ௞金ʯʹ௞্͛のঢ়ܭ௿௞金ܾఆ߲໨であるʮ地Ҭにおける࿑ಇऀのੜ࠷
をצҊした্で、で͖るͩけ্͛෯を཈͑ることはで͖ないͩΖ͏か。ྫ͑ばಉ一都ಓ෎ݝ内
においても、෺Ձ΍௞金の௿い地Ҭに߹Θͤて࠷௿௞金をܾめる΂͖ではないか。࣮際、ਓࡐ
ෆ଍の今日、࠷௿௞金を্ճる࣌څを提ࣔしなければ࿑ಇऀを֫ಘで͖ない。ߴいਓ݅අをࢧ
෷͑る、෇加Ձ஋ֹのߴいࣄ業を行ͬている企業は、すでに࠷௿௞金を্ճる௞金をࢧ෷ͬて
いるのであるかΒ、࠷௿௞金Ҿ্͖͛のӨڹはडけない。しかし、࠷௿௞金近๣でΪϦΪϦܦ
Ӧをҡ࣋している企業にとͬては、もちΖΜੜ産性্޲の౒ྗはଵΒないとしても、େ෯なҾ
্͖͛によͬて企業ܦӦのܧଓがࠔ೉になることもある。ͦのલにޏ༻をݮΒすことも考͑Β
れる。࠷௿௞金法第9৚第3߲によͬて、ϑϧλΠϜ࠷௿௞金でಇいた場߹の月ऩが、ੜ活อ
転、ဃ཭しないこととされているので、もちΖΜ、この৚݅はຬたした্ٯとֹڅࢧの月ֹޢ
でのࢉఆになるのはඞਢである。
　野ౘ֤ౘのΈなΒず、政෎も2029年までに࣌1500څԁを໨指すとしている。࠷௿௞金のҾ
্͖͛は、国ຽ΁のΞϐーϧとしてはΘかり΍すい数ࣈであるが、࣮際には࠷௿௞金近๣でಇ
いているਓのਓ数はগなく、ϚΫϩࡁܦ΁のӨڹは小さい。一ํ、小ن໛ࣄ業ऀ΍ෆگ業छの
中小企業、地Ҭࡁܦ΁のӨڹはେ͖い。ʮ通ৗのࣄ業の௞金ࢧ෷い能ྗʯをどのよ͏にଊ͑るか、
ٞ論がඞ要であΖ͏。
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＜ 要　旨 ＞

中国金型産業の変容と日中技術格差
―中国における金型企業の実態調査からの試論―

本ߘは、コϩφՒऩଋҎ߱の中国ϩーΧϧ、日ܥ金型企業の࣮ଶௐࠪに基づいて、中国金
型産業の変容について論͡ている。प஌のよ͏に、金型はྔ産型ػց޻業にとͬてඞ要ෆ可
ܽなϚβーπーϧであり、産業ڝ૪ྗのࠜװをܗ੒している。日本で金型産業は、య型తな
中小企業業छとして発展し、日本のものづくりを中小企業が͑ࢧて͖た代表తな産業と言͑
る。

一ํ、中国でも޻業発展にともなͬて金型産業がܗ੒、発展して͖た。しかし、日中の金
型産業をൺֱௐࠪしたैདྷの研究では、日中に技術֨ࠩがあることを指摘して͖た。とりΘ
け、ͦ のࠜڌの1つとして஫໨されて͖たのが、金型製造現場のਓࡐの໰୊である。すなΘち、
中国ではྲྀಈతな࿑ಇࢢ場のもと、単能޻とͦの分業によͬて現場がฤ੒されているため、
多能޻をϕースとしたख़࿅޻がҭ੒されず、ͦの点において日本の金型製造に技術優位があ
るとされて͖た。しかし、日中の技術֨ࠩを指摘するैདྷの研究は2010年代લ൒までのௐ
ࠪに基づいており、近年の中国の金型産業の࣮ଶௐࠪに基づいているΘけではない。中国の
金型産業は、2010年代ޙ൒Ҏ߱、ٸ଎にਐ展したE7化のӨڹもあり、େ͖く変容している。
ΘれΘれの中国ϩーΧϧ企業の࣮ଶௐࠪでも、ʮϓϩηスΤϯδχΞ（޻艺޻ఔ师）ʯをは͡
めとした金型ਓࡐがҭ੒されており、ैདྷ言Θれていたよ͏な中国金型製造の現場のಛ௃が
変Θͬていることが࡯؍された。また、中国に展開する日ܥ金型企業のௐࠪかΒは、ΉしΖ
中国の金型産業の変容΍金型ਓࡐの஝ੵをੵۃతにར༻して、ଘཱの৚݅としているྫࣄが
ΈΒれた。

コϩφՒによͬて中国の産業࣮ଶௐࠪ研究は్ઈしてしまͬたが、コϩφՒؒظをڬΜͩ
લޙで、金型産業をは͡め基盤技術分野において中国産業は変容した可能性があり、日本の
ものづくり中小企業の今ޙを展๬するためにも多くの࣮ଶղ明のためのௐࠪ研究が࣮施され
る΂͖であると考͑る。

（ 　　　  　　　  ）（ 　　　  　　　  ）
田 中 װ େ
ܚ ጯ ٛ क़ େ ֶ
ܦ ࡁ ֶ ෦ ڭ त

張 　 ӱ Ⅾ

（ 　　　  　　　 ܚ（  ጯ ٛ क़ େ ֶ େ ֶ Ӄ
ത࢜՝ఔظޙ研究Պֶࡁܦ

論 文
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１．はじめに

本ߘは、コϩφՒがऩଋした2023年Ҏ߱の

中国のϩーΧϧ、なΒͼに日ܥ金型企業の࣮ଶ

ௐࠪかΒ、近年の中国ϩーΧϧ金型産業の変容

を明Βかにすることを՝୊としている。このよ

͏な՝୊ઃఆは、産業技術ڝ૪ྗをࠜఈでن

ఆするといΘれる金型産業において、ैདྷ、指

摘されていた東ΞδΞにおける日本金型産業の

技術優位、日中の技術֨ࠩが、近年の中国金

型産業の発展によͬてফ໓しつつあるのではな

いかとい͏໰୊ҙࣝに基づいている。

චऀの1ਓである田中は、ڞಉ研究で՚東σ

ϧλ޻業地ଳの中৺都ࢢであるߐોলોभࢢ

にڌ点をஔく日ܥ製造業企業を中৺に࣮ଶௐࠪ

をすすめて͖た。ોभࢢは中国を代表する޻業

都ࢢの1つであり、ܭը࣌ࡁܦ代の国༗企業、

日ܥ・Ԥ米ܥ・ؖ国ܥ・୆࿷ܥ・γϯΨポーϧ

企業、外ܥࢿなどのさま͟まなάϩーόϧ外ܥ

中小企業、基盤技術集ੵを構੒する中国ܥࢿ

ϩーΧϧ企業など、さま͟まなछྨの企業がଘ

ಉ研究での࣮ଶௐࠪは2005年ڞ。しているࡏ

かΒ19年にかけて、๚໰ௐࠪઌの΂248Χ所（日

企業9ܥࢿҎ外の外ܥ企業の΂164Χ所、日ܥ

Χ所、中国ϩーΧϧ企業52Χ所、政෎ػ関౳

23Χ所）をର৅に行Θれ、これΒのௐࠪをもと

に発表した੒Ռが2021年にץ行した২田࢙ߒ・

ฏฤஶ（2021）h߃ౢࡾ 中国の日ܥ企業ʵોभ

と国際産業集ੵʵ （ɦܚጯٛक़େֶग़൛会、

2021年度中小企業研究奨励賞४賞）であͬた。

この中で、චऀ（田中）がಘた݁論の1つは

࣍のよ͏なものであͬた（田中、2021）。これ

までの研究では、中国国内のػց޻業関࿈ࢢ場

において、௿Ձ֨で૬ରతに඼࣭の௿い製඼を

するྖҬでは、中国ϩーΧϧ企業がܹ྽なڅڙ

Ձ֨ڝ૪を行なͬており、日ܥ企業をؚめた外

企ܥࢿに外ٯ、企業の参ೖが೉しいことܥࢿ

業がର৅とする૬ରతにߴՁ֨で඼࣭がٻめ

1．はじめに
2．日中金型産業の技術格差の要因をこれまで
の金型産業研究はどこに見出してきたか

（1）2000年代からの日中金型産業の比較研究

（2）金型製造を管理する人材の有無

3．中国の金型産業の発展と現状
（1）中国金型産業の発展（1950年代～ 2000年代）

（2）中国金型産業の現状（2010年代～）
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Βれる製඼ྖҬでは中国ϩーΧϧ企業にとͬて

参ೖのΠϯηϯςΟϒがないことが指摘されて

͖た。これは、すなΘち、中国国内ࢢ場をめ͙

ͬて、中国ϩーΧϧ企業と外ܥࢿ企業とである

छの੗Έ分けがあること、また、中国ϩーΧϧ

企業の製඼΍技術ߴ度化にはݶքがあることを

ҙຯする。しかし、චऀのௐࠪによれば、2010

年代、とりΘけޙ൒Ҏ߱において、中国ϩーΧ

ϧܥと外ܥࢿの੗Έ分けが༳れ࢝め、中国ϩー

Χϧ企業も製඼の඼࣭΍技術ߴ度化をٻめるよ

͏になり、ͦこにϏδωスνϟϯスを見ग़した

日ܥ中小企業が中国ϩーΧϧ企業との取Ҿをҙ

ࣝతに௥ٻするよ͏な変化が見Βれた。

Ҏ্の݁論をもとに、コϩφՒؒظ中の࣮ଶ

ௐࠪのஅઈをܦて、2023年Ҏ߱に田中、張で

ௐࠪを行͏と、中国ϩーΧϧ企業の一૚の技術

企業がܥを؃取して日گ度化΍、ͦ͏したঢ়ߴ

ΈにϏδωスϞσϧを変化さͤていることが޼

された。ͦこで、্ड़の໰୊ҙࣝがৢ੒さ࡯؍

れ、中国産業（ಛに基盤技術分野）の発展の

現ஈ階をධՁするために、産業技術ڝ૪ྗの

ࠜఈをなすともいΘれる金型産業をྫࣄとし、

ͦのௐࠪに基づいて日中の技術֨ࠩのࢹ点か

Β変容をݕ౼してΈよ͏とい͏のが本ߘのࢼΈ

である。これには日本のものづくりを͑ࢧる基

盤త技術分野の中小企業の今ޙを展๬するҙ

ਤもؚまれている。

Ҏ下では、2અにおいて、ैདྷの研究ではど

こに日本の金型産業の技術優位を見ていたのか

を؆単にΈた্で、3અで中国の金型産業の発

展と現ঢ়について֓؍する。4અではᔳߐলೡ

೾ࢢのϩーΧϧ金型企業のྫࣄを取り্͛、5

અでは中国金型産業の変容にର応して展開し

ている日ܥ金型企業のྫࣄを取り্͛る。ޙ࠷

に6અでௐࠪྫࣄかΒ中国金型産業の変容につ

いてݕ౼し、日本の金型産業、ものづくりにつ

いて展๬してΈたい。

なお、ࣥචは、田中と張が全体に関してٞ論

しௐ੔した্で、1、2、5、6અを田中が、3、4

અを張が୲当した。

２．日中金型産業の技術格差の要因を
これまでの金型産業研究はどこに
見出してきたか

（1）2000年代からの日中金型産業の比較研究

日本の金型産業の研究は、1980年代Ҏ߱の

日本製造業の国際ڝ૪ྗ要Ҽとして、日本తੜ

産γスςϜがޫ٭をཋͼ、ͦのなかでもಛにα

ϓϥΠϠーの技術ྗのߴさが஫໨されるよ͏に

なͬて、90年代に本֨తにਐめΒれるよ͏にな

ͬた。日本の金型産業のੜ産構造、取Ҿ関܎、

技能ܗ੒、産業政策、৘ใ化などに関する研

究が行Θれ、ͦのڝ૪優位のղ明がਐΈ、

2000年代にೖると国際ൺֱ、ಛに東ΞδΞで

のൺֱௐࠪ研究がਐ展する。

とは言ͬても2000年代ॳظには中国の金型

産業はൺֱର৅としてࢹ野にೖͬておΒず、ྫ

͑ばਫ野ฤ（2003）はؖ国、୆࿷、日本のؒの

ൺֱを໰୊としている。ͦこでは日本の金型企

業のಛ௃として、ඞ要な΄とΜどのઃඋを社内

に༗し、ある一ఆのܾまͬたछྨ΍େ͖さの金

型をड஫した体制になͬていること、日本の金

型企業のൺֱ優位はઃඋのΈでは製造で͖な

い製඼分野、すなΘち、ख़࿅技能がඞ要な分

野にあり、日本と୆࿷、ؖ国とでは技術֨ࠩが

ґવとしてあることが指摘されていた。
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ͦのޙ、中国の࣮ଶௐࠪを౿ま͑た研究も発

表されるよ͏になり、2010年代にೖͬて、ͦれ

Βをまとめた研究ॻがץ行されるよ͏になる。

田（2011）ޱは、日本金型産業の技術ڝ૪ྗ

要Ҽのܗ੒աఔをղ明するとಉ࣌に、中国の࣮

ଶௐࠪを౿ま͑た্でϋΠΤϯυ製඼分野での

日本金型企業の技術優位を明Βかにしている。

また、݉ଜ（2013）も中国の金型企業の技術ྗ

の発展をೝめつつも、日中をൺֱしたと͖には

ґવとして඼࣭ࠩがあることを指摘している。

ͦの΄か、ཥ・ఱ野・金・行本（2015）΍അ場

ฤ（2016）などでも日中ൺֱをҙࣝして中国の

金型企業をධՁし、ͦの日本金型産業・企業と

の技術֨ࠩを指摘している。

（2）金型製造を管理する人材の有無

ͦれではこれΒの研究では日中金型産業の技

術֨ࠩの要ҼをどこにΈたのであΖ͏か。ͦの

1つは、金型製造に関Θるਓࡐの໰୊である。

ྫ͑ば、ԓ（2016）は、ʮ޿く஌Βれているよ

͏に、金型はώトのϊ΢ϋ΢にෛ͏とこΖがେ

͖い、とい͏産業తಛ௃ʯがあるが、中国では

ʮώト（ઃܭ技術ऀ、製造ख़࿅޻、৬ਓなど）

が਎につけるϊ΢ϋ΢の஝ੵはґવとしてઙ

いʯ（241ท）。ʮ現場ではख़࿅޻΍৬ਓたちが

さま͟まなύーπをར༻して正֬に取り෇けʯ

ることがٻめΒれるが、ʮこればかりは、どΜ

なにߴ性能なઃඋよりもख़࿅޻と্࢓৬ਓの技

能、ݧܦ、൑அྗにࠨӈされるʯ（ಉ）。しかし、

ʮ中国のࣗಈं金型企業全ൠのಛ௃として、ਓ

も多いことかΒ、ϊ޻のఆண཰が௿く、単能ࡐ

΢ϋ΢の஝ੵが೉しいʯ（ಉ）と、指摘する。

また、٬ސ΁の提Ҋなどを行͑るよ͏な金型

製造の؅ཧऀのଘࡏについても言Θれており、

ఱ野（2015）は、୆࿷金型ϝーΧーの中国ڌ点

のௐࠪかΒ、製造現場の཭৬཰がߴく、ͦれに

ର応して1ਓの業຿ൣғをڱくしたࡉかい分業

が行Θれていること、ͦれΏ͑、࠷ऴ製඼に関

する٬ސとの΍りとりのために日本ਓ؅ཧऀを

ஔいて、中国ਓとのؒで໾ׂ分୲が行Θれてい

ることを指摘している。すなΘち、ʮ日本ਓ؅

ཧऀはେ఍製඼開発のݧܦがあり、٬ސ企業

とのೱ΍かなର࿩の中かΒ、製඼ઃ্ܭのχー

ζをټΈ取り、金型ઃܭに関する提Ҋを行い、

金型ઃܭのਫ਼度をߴめていく。ͦの͏͑で中国

ਓઃऀܭにৄࡉઃܭを೚ͤるʯ（264ท）こと

が行Θれていたとする。

Ҏ্のよ͏に、中国では、ྲྀಈతな࿑ಇࢢ場

のもとで、ʮ日本などのख़࿅をඞ要とする多能

ฒྻ޻型とҟなり、ख़࿅をඞ要としない単能޻

ํ式によるੜ産ܗଶʯ（അ場、2016、158ท）

が一ൠ化しており、ख़࿅޻΍٬ސ΁の提Ҋがで

͖る製඼全体を؅ཧするਓࡐのෆࡏが日中金型

企業のൺֱௐࠪで指摘されて͖たことである。

この͏ちऀޙについては、੪藤（1994）΍田

૪優位としてணڝが日本金型産業の（2011）ޱ

໨して͖たʮσβΠϯ・Πϯʯに関࿈している。

すなΘち、金型がग़དྷ্がͬて࡞ࢼ・ࠪݕのஈ

階でੜ͡る໰୊を࠷小ݶにするために、٬ސの

新製඼のઃܭஈ階かΒ金型企業の技術ऀが関

༩し、金型製্࡞の؍点かΒ提Ҋしていくよ͏

なີۓな企業関܎がܗ੒されていることが金型

の୹ೲظを࣮現し、日本の金型産業のڝ૪優

位となͬていると考͑Βれて͖た。

田中（2023）では、なͥ日本の金型産業で

はこ͏したσβΠϯ・Πϯを行͏よ͏な企業ؒ
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関܎が発ੜしたのか、ߴ度੒௕ظのϓϥスνο

Ϋࣹग़੒ܗ༻金型製造業をର৅にྺ࢙తな分

ੳをしている。金型は単඼ड஫ੜ産であり技術

の஝ੵが೉しいこと、（ϓレス༻、ϓϥスνο

Ϋ༻など）型छؒで製造技術がஅઈしているこ

と、さΒにಉ͡型छでも༻్によͬてେ͖さ΍

ঢ়、ਫ਼度΍ྔ産数などがҟなるため、Կ༻のܗ

金型かで製造ϊ΢ϋ΢がまͬたくҟなͬてくる

ことがಛ௃である。日本の金型産業の場߹、金

型企業（多くは中小企業）がಛఆの金型にಛ

化して製造ϊ΢ϋ΢を஝ੵするಛ࣭がܗ੒さ

れ、ͦの製造ϊ΢ϋ΢をߴ度੒௕ظのもとで発

஫ଆのେ企業がඞ要としたこと、金型企業の製

造ϊ΢ϋ΢は、ಛఆ型についてઃܭかΒ製造の

֤छ޻ఔ、トϥΠまでの全体にਫ਼通したਓࡐ（中

小企業の場߹、ܦӦऀʗ૑業ऀ΍޻場௕が֘

当することが多い）のଘࡏにґͬていたことを

ࣔした。

こ͏した日本の金型産業の発展աఔを考͑る

と、金型企業ଆが٬ސのχーζをټΈ取ͬて提

Ҋする能ྗは、金型製造޻ఔ全体をཧղして

いるਓࡐを৚݅としていると考͑Βれる
1

。すな

Θち、ઌに取り্͛た研究でも指摘されている

が、࿑ಇࢢ場がྲྀಈతで཭৬཰がߴい中国の

金型製造の現場では、ਓࡐがఆணしないことを

લ提として、単能޻とͦの分業でฤ੒されてい

る。したがͬて、ͦの݁ؼとして、多能޻をϕ

ースとしたख़࿅޻はҭ੒されないし、さΒに金

型ઃܭかΒ製造、トϥΠまでの全体の஌ࣝがあ

ͬて、金型製造աఔを؅ཧし、また、ͦれに基
1　 金型のઃܭかΒ製造、トϥΠまでをਫ਼通しているਓࡐといͬても、ྫ͑ば、ͦのਓࡐが࣮際にઃ࡞ܭ業をで͖るかど͏かはผ໰୊である。ॏ要なのはސ

٬要ٻを࣮現する্でઃݕ、্ܭ౼しなければなΒない点がཧղで͖るかど͏かにある。日本の金型製造のスΩϧに関するॏ要な研究としてはઙҪ（2009）
がある。金型産業のਓࡐについて考͑る際には、本དྷであればઙҪの研究を౿ま͑ておくඞ要があるが、ͦの本֨తなݕ౼はޙ日にظしたい。

2　2010年代ޙ൒のௐࠪをؚめた研究としては田（2021）ޱがあり、技術を஝ੵして͖た中国ϩーΧϧ金型企業にண໨している。
3　 Ҏ下は、ಛに஫هがないݶり、中国໛۩޻業ڠ会ʰ中国໛۩޻業年ؑ （ɦ2004年൛ʙ 2012年൛）、中国໛۩޻業ڠ会（2018）h 中国戦略性新ڵ産業 研究

༩発展ʵ໛۩ʱに基づく。なお、h 中国໛۩޻業年ؑʱは、2012年൛Ҏ߱ץ行されていない。

づいて٬ސの要ٻをټΈ取ͬて提Ҋで͖るਓ

も中国ϩーΧϧ企業内෦かΒഐग़されないこࡐ

とになる。ैདྷの研究が日本の金型産業の発展

を೦಄に中国の金型産業とのҧい（技術֨ࠩ

の要Ҽ）を製造現場のਓࡐにٻめたのは当વな

ことであͬたと言͑る。

たͩし、஫ҙしたいのは、こ͏した日中金型

産業の技術֨ࠩを指摘した研究のௐࠪはओと

して2000年代かΒ2010年代લ൒に行Θれてい

る点にある
2

。ʮは͡めにʯでड़΂たよ͏に、ච

ऀ（田中）Βの中国の࣮ଶௐࠪで、中国ϩーΧ

ϧ企業の変化が࡯؍されるよ͏になるのは、

2010年代ޙ൒Ҏ߱のことである。現ࡏの中国

ϩーΧϧ金型製造現場のਓࡐঢ়گがҎલとಉ

͡なのかど͏か。Ҏ下では、こ͏したࢹ点かΒ

ௐࠪྫࣄをもとにݕ౼することとしたい。

３．中国の金型産業の発展と現状

本અでは、࣍ અҎ߱で中国ϩーΧϧ金型企業、

日ܥ金型企業のௐࠪかΒ製造現場の変容を見て

いくલ提࡞業として、中国の金型産業のྺ࢙と

現ঢ়を֓؍する。なお、金型は中国ޠでʮ໛۩ʯ

と表هされる。Ҏ下では、ඞ要に応͡てʮ໛۩ʯ

を࢖༻し、中国ޠのࢿྉ໊΍ஂ体໊についても

。することとする༺࢖のままʮ໛۩ʯをه表ޠݪ

（1）中国金型産業の発展（1950年代～ 2000

年代）
3

ᶃઐ業化のਐ展とຽӦ企業の੒௕

中国の金型製造は1950年代に࢝まり、70年
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代までは޻業化をਪਐするॏ要な要ૉとされ、

ओに国༗企業΍܉需޻場でੜ産されたが、産

業全体は小ن໛にとどまͬていた。ಛに改ֵ開

์લは、金型は঎඼としてѻΘれず、製造の多

くは国༗ࣗಈंϝーΧーによͬて内製されてい

た。80年代ॳ಄、中国には໿3
000社の金型を

製造する企業がଘࡏしていたが、ઐ業企業は

5ˋະຬで、େ൒が国༗企業であͬた。ͦのޙ、

国༗企業のʮ金型内製ʯ体制が見直され、ઐ

業化΁の改ֵがਐめΒれる一ํで、޿東ল΍

ᔳߐলでは౗産した国༗金型企業のݯࢿを活

༻したຽӦ企業がٸ੒௕を਱͛た。これにより、

90年代຤には金型企業数が2ສ社を௒͑、金

型ઐ業企業が60ˋҎ্を઎め、国༗企業のൺ

཰は15ˋҎ下に௿下した。

ᶄ政策ࢧԉとੜ産技術্޲

1980年代には政෎による֤छࢧԉ策のޙԡ

しをडけて、中国の金型産業は技術తに஗れた

ิ助త分野かΒ୤٫し、ಠཱしたॏ要産業とし

ての地位をཱ֬した。ྫ͑ば、89年3月に発表

されたʮ国຿Ӄ関ဋ当લ産業政策要点తܾఆʯ

では、金型産業がػց޻業分野における技術

改造のॏ点分野（第1位）およͼੜ産֦େと基

盤੔උのॏ点分野（第2位）として明هされた。

また、1980年代にはΞϝϦΧ、日本、旧੢υΠ

πかΒの金型技術およͼઃඋのಋೖがਐΈ、中

国における金型ੜ産技術は্޲した。さΒに、

97年かΒ08年にかけて࣮施された税制優۰政

策も金型技術্޲とઃඋߋ新をଅਐした。税

制優۰ાஔとしてはফඅ税のؐ෇が࣮施され

ており、97年かΒ05年まではؐ෇཰70ˋ、06

年かΒ08年までは30ˋとされた。ಛに、ؐ෇

金は金型技術の্޲およͼ研究開発にॆてる

ことがٛ຿෇けΒれていた。97年かΒ08年に

かけて、中国の金型企業290社がこの優۰ાஔ

をडけ、૯ֹは17ԯݩにୡした。しかし、

2000年代までの࣌点ではେ型・ਫ਼ີ・ෳࡶ・

௕ण໋といͬたߴい技術ਫ४を要する金型のࣗ

཰はґવとして௿く、໿60ˋにとどまͬておڅ

り、ͦの多くを༌ೖにґଘしていた。

ᶅੜ産ঢ়گ（図�参র）

1980年代ॳ಄、中国金型産業全体の年ؒੜ

産ֹは໿10ԯݩ、ै業һ数はおよͦ5ສਓで

あͬた。90年代຤࣌点で、産業全体の年ؒੜ

産ֹは໿250ԯݩにୡしていた。2000年代຤、

中国の金型企業は໿3ສ社にୡし、ͦの͏ち年

ച্2
000ສݩҎ্のʮن໛Ҏ্企業ʯは

5
000社を௒͑、金型をओ業とする্場企業も

15社にの΅ͬた。ै業ऀ数は100ສਓを௒͑る

よ͏になͬた。産業全体の年ؒੜ産ֹは1
000

ԯݩऑにୡした。

ᶆ産業集ੵのܗ੒

1990年代に金型企業の集ੵがਐ展し、産業

集ੵがܗ੒されるよ͏になͬた。ྫ͑ば、चߐ

σϧλの޿東ল東،ࢢ΍ਂ㡕ࢢ、௕ߐσϧλ

のᔳߐলೡ೾ࢢ、୆भߐ、ࢢોলࠛࢢࢁとい

ͬた地Ҭでは、Ոి・ࣗಈं・ిࢠ෦඼産業と

関࿈する金型企業が集まり、産業集ੵ地として

の性֨をڧめていͬた。2000年代に、金型産

業の集ੵはさΒに発展した。ओな集ੵ地はचߐ

σϧλおよͼ௕ߐσϧλ地Ҭに集中しており、

ᔳߐলではೡ೾ࢢ、༨ᇜࢢ、࣊ᕡࢢ、ೡ海ݝ、

৅ݝࢁ、୆भࢢԫؠ区などが代表తな地Ҭとな

ͬた。޿東লではਂ㡕ࢢ΍東،ࢢが͛ڍΒれる。

चߐσϧλおよͼ௕ߐσϧλҎ外では、Տ๺ল

ധ಄ࢢ΍ࢁ東ল੨ౡࢢ、Ԏ୆ࢢなどにも金型産
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業の集ੵ地がܗ੒された
4

。

中国における金型産業の集ੵには、ࣗવにܗ

੒されたʮ金型集ੵ地ʯに加͑、政෎ओಋで

ըతに੔උされたʮ金型ύーΫ（໛۩৓、໛ܭ

۩産業Ԃ）ʯがଘࡏする
5

。1990年代に、金型ύ

ーΫがઃཱされ࢝めた。࠷もૣくઃཱされたの

はᔳߐল༨ᇜࢢの金型ύーΫであり、2000年

代ॳ಄に関࿈企業500社௒が集まり、年ؒੜ産

ֹは15ԯݩにୡした。࣍いでߐોলࠛࢢࢁに

ʮߐોল金型޻業࣮ݧ区ʯがઃཱされ、外ܥࢿ

をؚΉ100社Ҏ্が集まͬた。ͦのޙ、ᔳߐল

ೡ೾ࢢでも金型ύーΫのݐઃがਐめΒれた。

4　中国໛۩޻業ڠ会（2011）、3ท。
5　ʮ໛۩৓、໛۩産業Ԃʯはʮ金型޻業ஂ地ʯとも༁されるが、ここではʮ金型ύーΫʯとした。
6　中国中央ਓຽ政෎αΠトによるhttps://www.HoW.Dn/YJnwen/2019�06/11/Dontent@5399182.htN（2025年4月3日Ӿཡ）。
7　中国໛۩޻業ڠ会（2021）、14ท。

（2）中国金型産業の現状（2010年代～）

ᶃੜ産ঢ়گ

2010年代にೖると、中国はੈքతにॏ要な

金型製造国およͼ༌ग़国となり、2010年には

金型༌ग़ֹがॳめて༌ೖֹを্ճͬた（図�参

র）。2010年代ޙ൒にはੜ産ֹがੈք全体の໿

1/3、༌ग़ֹが໿1/4を઎め、༌ग़企業は1ສ

社を௒͑た
6

。ͦの͏ち年ؒ༌ग़ֹ100ສυϧҎ

্の企業は໿1
000社であͬた。޿東ল、ᔳߐ

ল、ߐોল、ࢁ東ল、্海ࢢが金型༌ग़のओ

要地Ҭであり、これΒ5つのলࢢで全国༌ग़ֹ

の80ˋҎ্を઎めた
7

。22年࣌点の企業ొهσ

ーλによれば、社໊にʮ໛۩ʯをؚΉ企業は

34ສ社を௒͑、ࣄ業ൣғにʮ໛۩ʯをؚΉ企

図1　1990 ～ 2021年における中国の金型生産額および輸出入額

஫ɿੜ産ֹについて、2005 ʙ 2009年、2010 ʙ 2014年のσーλはച্である。1993年の༌ग़ೖֹσーλがないため表にه載なし。
ग़所ɿ ੜ産ֹについて、2009年までのσーλはʰ中国໛۩޻業年ؑ（2004年൛ʗ 2008年൛ʗ 2012年൛）ɦ、2010 ʙ 2014年のσーλはஐ研

ใ ࠂ σ ー λ ϕ ー ス（https://www.DhZYY.DoN） を 基 に、2015 ʙ 2021年 の σ ー λ は ؍ 研 ใ ࠂ σ ー λ ϕ ー ス（https://www.
DhJnBCBoHBo.DoN）を基にචऀ࡞੒。༌ग़ೖֹについて、2009年までのσーλはʰ中国໛۩޻業年ؑ（2004年൛ʗ 2008年൛ʗ 2012
年൛）ɦ、2010 ʙ 2021年のσーλは中国税関σーλϕースを基にචऀ࡞੒。
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業は140ສ社を௒͑ており、いずれも޿東ল、

8　近年の金型ύーΫ（໛۩৓、໛۩産業Ԃ）については、小ํ（2025C）（2025D）も参র。
9　中国໛۩޻業ڠ会（2021）、35ท。
10　2025年3月5日の২田࢙ߒ（ܚጯٛक़େֶֶࡁܦ෦ڭत）、田中װେ、張ӱⅮによるᔳߐল໛۩行業ڠ会ৗ຿会௕・पࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーに基づく。
11　 2025年3月5日の২田・田中・張によるपࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーによれば、ߌभࢢમ౞区における通ৗの޻業༻地のՁ֨は1Ϝーあたり໿150ສݩとさ

れているが、金型ύーΫ༻地についてはͦの໿3分の1のՁ֨で提ڙされる༧ఆである。
12　2025年3月5日の২田・田中・張によるपࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーに基づく。

ᔳߐল、ߐોলが্位を઎めた（表�参র）。

表1　2022年登記データに基づく中国の金型企業数

地Ҭ ʮ໛۩ʯを社໊にؚΉ企業数 ʮ໛۩ʯをࣄ業ൣғにؚΉ企業数

全国߹ܭ 340
000社௒ 1
400
000社௒

東ল޿ 123
560社 410
210社

ᔳߐল 91
457社 246
956社

ોলߐ 73
853社 328
788社

ग़所ɿᔳߐল໛۩޻業ڠ会（2022）、9 ʙ 14ทよりචऀ࡞੒。

ᶄ金型ύーΫの活発化
8

2010年代に、中国の金型産業の集ੵはさΒ

にਐ展し、चߐσϧλ、௕ߐσϧλ、京௡ၺ（๺

京、ఱ௡、Տ๺ল）、およͼᕜ海࿷पลでは、

業・分業体制がཱ֬され、産業集ੵとしてのڠ

ಛ௃がݦஶになる
9

。֤地Ҭのಛ௃を表�にࣔ

したが、ಛに޿東লとᔳߐলには多数の金型産

業集ੵ地があり、企業数・༌ग़ֹともに多く、

中国の金型産業でۃめてॏ要な地位を઎めて

いる。

近年、中国の金型産業では֤地で金型ύー

Ϋのઃཱが活発にਐめΒれており、全国に

54か所がଘࡏしている（表�参র）。ͦの中で、

金型ύーΫの数が࠷も多い地Ҭは޿東লとᔳ

লである。2025年にはෳ数の新たな金型ύߐ

ーΫのઃཱがܭըされている
10

。ྫ͑ば、ᔳߐ

লԹभࢢで新たな金型ύーΫのண޻が༧ఆさ

れ、ೡ೾ࢢೡ海ݝではطଘのύーΫの再ݐが

ਐめΒれている。୆भࡾࢢ໳ݝでは໿53ສฏ

ํϝートϧの金型ύーΫがܭը中である。また、

ܞ会と࿈ڠল行業ߐમ౞区政෎は、ᔳࢢभߌ

し、໿200Ϝー（໿13.3ສฏํϝートϧ）の౔

地を௿Ձ֨で提ڙするܗで、金型ύーΫのݐ

ઃをਪਐしている
11

。

ᔳߐলҎ外でも金型ύーΫのઃཱがਐめΒ

れており、ߐ੢লमਫݝ・ٓय़ࢢ、҆徽লೆ

ઃがਐ行中ݐ੒都、੢҆などで、ܚॏ、ݝྕ

である（表�参র）。

中国で金型ύーΫのઃཱが活発化している

എܠにはओに2つの要Ҽがある
12

。1つは、金型

産業が地Ҭࡁܦにେ͖な೾ޮٴՌを࣋つと地

ํ政෎がೝࣝしている点である。ྫ͑ば、౤ࢿ

ֹ໿10ԯݩのύーΫが地Ҭ全体に100ԯنݩ

໛のޮࡁܦՌをੜΈग़すとされ、౤ֹࢿの໿

10ഒの੒Ռがظ待されている。も͏1つは、ݩ

ᔳߐল௕で現国Ո発展改ֵҕһ会ओ೚のజࡤ

ௐして͖ڧりฦし܁が金型産業のॏ要性をࢯܿ

たことである。国Ո発展改ֵҕһ会は中国の産

業政策の中֩ػ関であり、జࢯのब೚Ҏ߱、金

型産業は一૚ॏࢹされている。
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表2　中国金型産業集積地の特徴

ল、ݝ、ࢢ 型छ Ϣーβー製඼

Տ๺ল
Ϙト΢ࢢ（ധ಄ࢢ） ϓレス70ˋ、ர造30ˋ ࣗಈं

ԫ㯗ࢢ ϓϥスνοΫ、Ψϥス、ϓレス 、ˋ製඼14ˋ、Ոి製඼20ˋ、ҩྍ20ࢠి
ύοέーδ30ˋ、Ψϥス16ˋ

ྒྷೡল ᖟཅࢢ ϓレス40ˋ、ϓϥスνοΫ25ˋ、μΠΧス
ト25ˋ、஁造5ˋ、ர造5ˋ

ࣗಈं50ˋ、ۭߤ・Ӊ஦30ˋ、ిࢠ製඼
15ˋ、ͦのଞ5ˋ

ોলߐ

ોল全体ߐ
ϓϥスνοΫ21.4ˋ、ϓレス28.6ˋ、μΠ
Χスト7.1ˋ、ΰϜ7.1ˋ、ΞϧϛμΠΧスト
7.1ˋ、ඪ४金型コϯポーωϯト14.3ˋ

ࣗಈं80ˋ、Ոి製඼10ˋ、ిࢠҩྍػ
ˋ10ث

ોभ（ࠛࢢࢁ） ϓレス50ˋ、ϓϥスνοΫ40ˋ、μΠΧス
ト10ˋ ˋ製඼70ˋ、ࣗಈं25ˋ、ҩྍ製඼5ࢠి

ોभ（ޖ中区） ඪ४金型コϯポーωϯト55ˋ、ϓϥスνο
Ϋ35ˋ、ϓレス10ˋ

ࣗಈं30ˋ、ిࢠ製඼25ˋ、ύοέーδ
10ˋ、ҩྍ製඼5ˋ

ແऎࢢ ϓレス35ˋ、ϓϥスνοΫ30ˋ、μΠΧス
ト10ˋ、஁造10ˋ、ர造10ˋ、ͦのଞ5ˋ

αーϏス༻ं40ˋ、ిࢠ製඼20ˋ、Ոి
製඼20ˋ、金෺10ˋ、ҩྍ製඼2ˋ、Τω
ϧΪー 3ˋ、ͦのଞ5ˋ

ᔳߐল

ೡ೾ࢢ（༨ᇜ） ϓϥスνοΫ85ˋ、ͦのଞ15ˋ ࣗಈं60ˋ、Ոి製඼25ˋ、ͦのଞ15ˋ

ೡ೾ࢢ（ೡ海ݝ） ϓϥスνοΫ50ˋ、ϓレス10ˋ、μΠΧス
ト15ˋ、ΰϜ15ˋ、ͦのଞ10ˋ

ࣗಈं55ˋ、Ոి・ΦϑΟス製඼20ˋ、ి
ҩྍ製඼10ˋ、ͦのଞ・ۭߤ、ˋ製඼10ࢠ
5ˋ

ೡ೾ࢢ（๺ီ区） μΠΧスト85ˋ、ϓϥスνοΫ5ˋ、ϓレス
5ˋ、ͦのଞ5ˋ

ࣗಈं80ˋ（ࣗಈंΤϯδϯ༻・中国の
ˋ製඼5ˋ、ͦのଞ15ࢠి、（ˋ50

ೡ೾ࢢ（࣊ᕡ） ϓϥスνοΫ Ոి
ೡ೾ࢢ（䥭भ区） ค຤໶金 ࣗಈं、Ոి、ిثػࢠ
ೡ೾ࢢ（৅ݝࢁ） ர造

金՚ࢢ（Ӭࢢ߁） ϓレス30ˋ、ϓϥスνοΫ40ˋ、μΠΧス
ト30ˋ

ࣗಈं10ˋ、Ոి製඼20ˋ、υーΞ25ˋ、
Χοϓ20ˋ、ͦのଞ25ˋ

୆भࢢ（ԫؠ区） ϓϥスνοΫ85ˋ、ͦのଞ15ˋ ࣗಈं60ˋ、日༻඼25ˋ、ͦのଞ15ˋ

Թभࢢ ϓϥスνοΫ40ˋ、ϓレス30ˋ、μΠΧス
ト15ˋ、ர造10ˋ、ͦのଞ5ˋ

ࣗಈं・ిࢠ製඼70ˋ、Ոి製඼10ˋ、ͦ
のଞ15ˋ

҆徽ল
߹ංࢢ ϓレス50ˋ、ϓϥスνοΫ10ˋ、஁造10ˋ、

ர造25ˋ、ΰϜ5ˋ αーϏス༻ं、Ոిなど

෥ࢢބ ϓレス50ˋ、μΠΧスト20ˋ、ࣹग़੒ܗ
20ˋ、ϓϥスνοΫ10ˋ ࣗಈं製඼

東ল޿

ਂ㡕ࢢ（ๅ҆区） ϓレス30ˋ、ϓϥスνοΫ60ˋ、ͦのଞ
10ˋ ࣗಈं、ిࢠ製඼、ҩྍ製඼など

東،ࢢ（ԣ沥௟） ϓϥスνοΫ45ˋ、ϓレス40ˋ、ͦのଞ
15ˋ ࣗಈं、ిࢠ製඼、Ոి製඼

東،ࢢ（௕҆௟） ϓϥスνοΫ50ˋ、ϓレス35ˋ、μΠΧス
ト5ˋ、ͦのଞ10ˋ 製඼、Ոి製඼、ࣗಈंࢠి

஫ɿˋはੜ産金ֹに基づく。
ग़所ɿ中国໛۩޻業ڠ会（2021）によりචऀ࡞੒。
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表3　中国における金型パークの一覧

金型ύーΫ໊ ল ࢢ 地区 ໘ੵ（Ϝー） 企業数
௕य़໛۩޻業Ԃ ٢林ল ௕य़ࢢ 绿Ԃ区 195 57
੨ඛ໛۩産業Ԃ（᷸भࢢ新ੜ産ࢿྉࢢ場） ࢛઒ল ੒都ࢢ ਸभࢢ 223 106
੒都໛۩޻業Ԃ ࢛઒ল ੒都ࢢ 䥧都区 152 77
੨༽޻业集中発展区੢区（੨༽໛۩産業Ԃ） ࢛઒ল ੒都ࢢ ੨༽区 163 194
赛ୡਫ਼඼໛۩Ԃ ఱ௡ࢢ ఱ௡ࢢ ੢੨区 38 15
໛۩޻業Ԃ ҆徽ল ߹ංࢢ ௕㟝ݝ 8
໛۩産業Ԃ（中㮕໛۩৓） ҆徽ল ࿡҆ࢢ ဉ৓ݝ 107 126
（୺ઃඋ製造産業Ԃߴ）東Պ技໛۩産業Ԃࢁ 東লࢁ 临ᔊࢢ 罗ঙ区 413 222
東国際Պ技໛۩産業Ԃࢁ 東লࢁ 临ᔊࢢ 罗ঙ区 163
ར众汇઼胶໛۩産業Ԃ ኅ東ল ਂ㡕ࢢ ๅ҆区 42 19
ኅ東凯ୡڵ໛۩産業Ԃ ኅ東ল 東،ࢢ 東،ࢢ 50
東،ࢢ金鸿ୡ໛۩ޒ金޻業Ԃ ኅ東ল 東،ࢢ 東،ࢢ 93 12
Ӣܠ໛۩産業Ԃ ኅ東ল 東،ࢢ 119 98
海滨໛۩ిࢠ産業Ԃ ኅ東ল 東،ࢢ 49
቏ࢁ国際໛۩৓（໛۩製造区） ોলߐ ોभࢢ ቏ࢢࢁ 137 1240
ᕋ҆ਫ਼ີ໛۩産業Ԃ ોলߐ ᕋ҆ࢢ ᕋ䧉区 442 14
༑੒໛۩Ԃ（ᡉຽ࿏） ોলߐ ોभࢢ ૬৓区 71 3
ৼݩ໛۩޻業Ԃ ોলߐ ોभࢢ 䬗中区 20 17
苏中໛۩Ԃ（苏中໛۩૑業૑業ሊ化基地） ોলߐ ହभࢢ ᇙԃ区 27 73
業Ԃ޻۩ར໛޺ ોলߐ ોभࢢ 䬗中区
（ହོ໛۩৓࢓）ହ઼ོྉ৓࢓ ોলߐ ોभࢢ ቏ࢢࢁ 102 784
໛۩Պ技産業Ԃࢁોল቏ߐ ોলߐ ોभࢢ ቏ࢢࢁ 123 569
৓๺໛۩開発区 ોলߐ ોभࢢ ቏ࢢࢁ 230 309
՚林ಛ钢集团໛۩钢産業Ԃ ੢লߐ ࢢߐ۝ 区܂ࣲ 955 1
中ݪ໛۩産業Ԃ Տೆল ࢢণڐ ௕ࢢ׉ 119 1
ᣂࢢ໛۩Պ技Ԃ区 ᔳߐল ೡ೾ࢢ ࣊ᕡࢢ 62 60
େ矸໛۩޻業Ԃ ᔳߐল ೡ೾ࢢ ๺仑区 3
汇㮕໛۩压ர小ඍ޻業Ԃ区 ᔳߐল ೡ೾ࢢ ๺仑区 4
鸿ୡ໛۩産業Ԃ（࣊ᕡࢢ໛۩૑業૑業ሊ化Ԃ） ᔳߐল ೡ೾ࢢ ࣊ᕡࢢ 41 6
࿈໢ʴਫ਼ີ໛۩産業Ԃޓ ᔳߐল Թभࢢ 乐ਗ਼ࢢ 21 7
େ碶໛۩૑業Ԃ ᔳߐল ೡ೾ࢢ ๺仑区 39 7
ᔳ中໛۩৓ ᔳߐল 金华ࢢ 䑜৓区 270 387
ਆभ໛۩産業Ԃ ᔳߐল 金华ࢢ Ӭࢢ߁ 2 12
ԫؠu中国໛۩തཡ৓ ᔳߐল ୆भࢢ ԫؠ区 82 73
庐໛۩産業Ԃۅ ᔳߐল ࢢभߌ ݝ庐ۅ 53 13
ѥ੒໛۩৓ ᔳߐল ᦲभࢢ ࢢࢁߐ 68 35
େ碶ߴᑆ໛۩ˍؿ഑産業基地（䈻ๆ現代産業Ԃ） ᔳߐল ೡ೾ࢢ ๺仑区 2537 213
༨ᇜ国際໛۩৓ ᔳߐল ೡ೾ࢢ ༨ᇜࢢ 180 46
࿏橋໛۩基地 ᔳߐল ୆भࢢ ࿏桥区 69 44
໛۩৓૑業Ԃߐࢵ ᔳߐল ೡ೾ࢢ ೡ海ݝ 4
ೡ೾໛۩産業Ԃ区 ᔳߐল ೡ೾ࢢ ೡ海ݝ 740 207
঵ܳ໛۩૑業Ԃ ᔳߐল 金华ࢢ 义乌ࢢ 22 38
ԫؠஐ能໛۩小௟ ᔳߐল ୆भࢢ ԫؠ区 1112 213
༑੒໛۩Ԃ（鸿䫤࿏） ᔳߐল ࢢभߌ 萧ࢁ区 80 16
෢汉໛۩޻業Ԃ ๺লބ ෢汉ࢢ 汉ೆ区 14
铁ߴࢁ୺໛۩産業Ԃ ๺লބ ԫੴࢢ 铁ࢁ区 129 1
华中໛۩৓ ๺লބ ࢢײ޹ ೆ区޹ 391 206
ԫੴஐ能໛۩産業Ԃ ๺লބ ԫੴࢢ ੢ࢁ࠹区 264 88
๺ๆ໛۩޻業Ԃ ෱ݐল ઘभࢢ 㟝୔区 1
贵भ海༂໛۩Ԃ区 贵भল 贵ཅࢢ Ֆᕡ区 18
中୔໛۩産業Ԃ 辽ೡল େ࿈ࢢ 金भ区 212 3
ޫ৳໛۩޻業Ԃ 辽ೡল େ࿈ࢢ 金भ区 97 15
େ࿈େ∍ࢁ໛۩޻業Ԃ 辽ೡল େ࿈ࢢ 金भ区 183 360
େ଍区ޒ金໛۩ඍ型企業ሊ化Ԃ ॏࢢܚ ॏࢢܚ େ଍区 15
ग़所ɿલᛒ産業Ԃ区σーλϕース（https://Z.RJBn[hBn.DoN/ZVBnRV/DhBnZe/໛۩/ pH�1　2025年4月12日Ӿཡ）によりචऀ࡞੒。
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表4　中国各地の金型パークの建設状況
地Ҭ ಛ௃・ঢ়گ

ݝ੢লमਫߐ 全国࠷େن໛の金型ύーΫ。2022年11月に1
100Ϝーでݐઃ開࢝、2024年一෦Քಇ開࢝。ॳ年度ੜ
産ֹ13 ʙ 14ԯݩ。地ݩ政෎はަ通Πϯϑϥ੔උもܭը。

ࢢ੢লٓय़ߐ 金型ύーΫのઃཱに޲け、ᔳߐল金型ڠ会にࢧԉ要請。#:%のڌ点があり、࠷େ10ԯݩの発஫༧ఆ。

҆徽লೆྕݝ 。ઃをਪਐ。ࣗ社発஫も優ઌతにׂり当てݐԉで金型ύーΫࢧ૑業ऀがग़਎地ंؿਸ਼ح

ॏܚ、੒都、੢҆ ෳ数都ࢢで金型ύーΫのݐઃがਐ行中。

ग़所ɿ ߐ੢ຽੜ新ฉ	2024
ʮमਫ޻業Ԃਂߞ産業᭵ࡉ分ྖҬʯ（https://news.sohV.DoN/B/820139457@121884362　2025年4月15日Ӿཡ）と
2025年3月5日の২田・田中・張によるपࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーよりචऀ࡞੒。

13　 中国໛۩޻業ڠ会（2012）、141ท。中国໛۩޻業ڠ会（2012）によれば、2010年࣌点で޿東লの金型企業は8
000社Ҏ্にの΅り、ͦの͏ち外ܥࢿ企
業が໿60ˋ、߹ห企業が໿10ˋを઎めていた。

14　中国໛۩޻業ڠ会（2004）、120ท。
15　 2025年3月5日の২田・田中・張によるपࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーによれば、ᔳߐলで金型を製造している企業は໿2ສ社ఔ度とのことであͬた。ొهσー

λとဃ཭がੜ͡ているཧ༝としては、ಉ一ܦӦऀがࡒ຿؅ཧ΍ܦӦ戦略্のཧ༝によりෳ数の企業をొهしているέース΍、Ӧ業活ಈのΈを行͏企業、
ઃඋを࣋たないొه型企業、༓ྶ企業などのଘࡏがؚまれているかΒとのことであͬた。したがͬて、ొهσーλはᔳߐলにおける金型関࿈産業の޿さ
をࣔすが、࣮ಇ企業数΍製造࣮ଶとはဃ཭が見Βれることにཹҙするඞ要がある。ʮ2ສ社ఔ度ʯのࠜڌとなͬているのは、ࢿ本金1ສݩҎ্の金型企業
の数である（ᔳߐল໛۩行業ڠ会（2022）、9ทによれば、ࢿ本金1ສݩҎ্の金型企業は24
285社ଘࡏする）。中国では2014年の企業ొه制度改ֵに
より、ࢿ本金制度がʮ࣮際෷ࠐ制ʯかΒʮొ࿥෷ࠐ制（কདྷతな෷ࠐを໿ଋする制度）ʯ΁と移行した。この制度変ߋにより、ࢿ本金のֹはඞずしも࣮
際の෷ࠐ΍企業のܦӦ࣮ଶを൓өするものではなくなͬた。ͦのなかでࢿ本金1ສݩҎ্をొ࿥している企業は、一ఆのܦӦҙਤ΍ࣄ業ܭըを༗してい
るとΈなされる場߹が多く、׬全な໊ٛିし΍༓ྶ企業とは区ผされる。

16　2025年3月5日の২田・田中・張によるपࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーに基づく。
17　ᔳߐল໛۩行業ڠ会（2024）、33 ʙ 34ท。

４．中国金型産業の製造現場の変容：
中国ローカル金型企業A社とB社
の事例

Ҏ্、中国の金型産業の発展と現ঢ়を֓؍

したが、見たよ͏に޿東লおよͼᔳߐলが中国

における金型産業の中֩త地Ҭとなͬている。

くߴの金型企業のൺ཰がܥࢿ東লでは外޿
13

、

༌ग़加޻型の産業構造がಛ௃であるのにରし、

ᔳߐলでは地場のຽӦ企業を中৺とした内発

తな発展がݦஶである。Ҏ下では、ᔳߐলೡ

೾ࢢ๺ቓ区のϩーΧϧ金型企業のA社、#社の

の金型産ࢢলೡ೾ߐॳにᔳ࠷、をΈるがྫࣄ

業集ੵのಛ௃について৮れた্で、ྫࣄにೖ

ͬていくこととする。

（1）浙江省寧波市の金型産業の特徴

ᔳߐলの金型産業は、1950年代൒ばにԫؠ

地区で࢝まり、ঃʑに発展した
14

。ᔳߐল໛۩

行業ڠ会によれば、2024年の年ؒੜ産ֹは໿

1
400ԯݩであり、ͦの͏ち600ԯݩは内製༻、

800ԯݩは঎඼金型としてൢചされ、໿300ԯ

ઌはओにࣗಈڅڙが༌ग़されている。金型のݩ

ं産業とՈి産業である。

表�がࣔすよ͏に、ొهσーλによればᔳߐ

লにおいて社໊にʮ໛۩ʯをؚΉ企業は9ສ社

を௒͑、ࣄ業ൣғにʮ໛۩ʯをؚΉ企業は24

ສ社を௒͑ている。しかし、࣮際に金型を製造

している企業は2ສ社ఔ度と言Θれている
15

。ͦ

の͏ち、ʮن໛Ҏ্企業（年ച্が2
000ສݩ

Ҏ্の企業）ʯのׂ߹は20ˋະຬである。ै業

ऀ数は໿10ສਓである
16

。年ྸ૚は26 ʙ ࡀ35

が52ˋ、36 ʙ が45ˋを઎める一ํ、18ࡀ45

ʙ ྺֶ。は2ˋとएखのׂ߹がஶしく௿いࡀ25

ではߴઐ・ઐ໳ֶߍଔが多数を઎め、79.2ˋの

企業でେֶଔのै業һൺ཰は20ˋະຬであ

る
17

。技術໘では中ఔ度のਫ४の金型がओྲྀで、

૪はڝ。ਫ਼度金型をखがける企業はগないߴ
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ܹしく、ಉ࣭化・Ձ֨ڝ૪がਂࠁ化しており、

૯ੜ産ֹが૿加޲܏にある一ํで、རӹ཰は

௿下していると言Θれている
18

。

ᔳߐলの金型産業のओな集ੵ地Ҭには、ೡ

೾ࢢ、୆भࢢ、Թभࢢ、金՚ࢢ、঺ࢢڵ、Յ

でとりߘΒれる。ͦの中で、本͛ڍなどがࢢڵ

あ͛るA社、#社はೡ೾ࢢ๺ီ区の金型企業で

ある。

ೡ೾ࢢは、第1にᔳߐল内ͩけではなく、中

国でもओ要な金型ੜ産ڌ点である。2019年に

ೡ೾ࢢの金型ੜ産ֹは605ԯݩにୡしており、

中国の金型૯ੜ産ֹの21ˋに૬当する。ர造

༻金型は中国全国૯ྔの60ˋҎ্、μΠΧスト

金型は50ˋҎ্、ค຤໶金༻金型は25ˋҎ্、

ϓϥスνοΫ金型は16ˋҎ্、ϓレスは10ˋҎ

্を઎めている
19

。ಛに๺ီ区はμΠΧスト金

型の中৺地であり、12年かΒಉ区で製造された

ࣗಈंΤϯδϯ༻μΠΧスト金型は中国全体の

໿50ˋを઎めていた
20

。22年࣌点で、ಉ区には

໿2
000社の金型企業が集ੵしており、μΠΧ

スト金型のੜ産ֹは中国全体の50ˋҎ্を઎

めている
21

。

第2に、ೡ೾ࢢにはߴい技術ྗを࣋ͬている

金型企業が多数ଘࡏしている。金型企業の૯

数は6
000社
22

を௒͑、ͦ の中でʮن໛Ҏ্企業ʯ

は186社である。՚ࡣՊ技、ํ正໛۩、߹ྗ໛

۩などの中国国内でもӨྗڹのあるϦーσΟϯ
18　2025年3月5日の২田・田中・張によるपࠜࢯڵ΁のΠϯλϏϡーに基づく。
19　中国໛۩޻業ڠ会（2021）、41ท。
20　中国໛۩޻業ڠ会（2012）、123ท。
21　ೡ೾ࢢ๺ီ区ਓຽ政෎αΠト http://www.CM.HoW.Dn/Brt/2022/10/11/Brt@1229044479@59059127.htNM（2025年4月15日Ӿཡ）。
22　中国໛۩޻業ڠ会（2021）、41ท。
23　 ᔳߐল໛۩行業ڠ会（2024）、36ท。ʮ国Ոߴ新技術企業ʯとは、ܧଓతに研究開発を行い、企業のಠࣗの中֩技術をܗ੒し、ͦれを基盤としてࣄ業活

ಈを展開する企業であり、政෎によͬてೝఆされるものである。ೝఆ企業は税制優۰などの政策తࢧԉをडける。ʮ中国ॏ点װࠎ໛۩企業ʯʮμΠΧスト
金型の૯߹࣮ྗ20ڧ企業ʯʮ優ल໛۩څڙ業ऀʯとは、いずれも中国໛۩޻業ڠ会によͬてධՁ・બఆされた優ྑな金型企業に༩͑Βれるশ号である。
これΒの企業は、金型製造分野において୎ӽした技術ྗと優れたࢢ場࣮੷を༗し、業ք内で޿く஌Βれている。

24　 μΠΧスト金型企業T0110ʯは中国໛۩޻業ڠ会によͬてબఆされるものであり、μΠΧスト金型分野の技術ྗ΍研究開発ྗ、製඼඼࣭などを૯߹త
にධՁした݁Ռとして発表されるϥϯΩϯάである（https://Np.weJYJn.RR.DoN/s @@CJ[�.[*w.%:Z.[k5/w���NJE�2651288914�JEY�2�sn�78849
E93D9C70e2704697G1DCeD52E3G�DhksN�8E098740CB7e0e563E2E349889CE4e83G613E54B9E9B2B5E3DC8e3792D947GD90346C8E41576�sDene�27　
http://www.DENJB.DoN.Dn/news/EetBJM/5971.htNM 2025年6月30日Ӿཡ）。

ά企業がଘࡏしている。また、ʮ国Ոߴ新技術

企業ʯにೝఆされた金型企業は96社、年ؒച

্1ԯݩҎ্の企業は33社、্場企業は5社で

ある。ʮ中国ॏ点װࠎ໛۩企業ʯにೝఆされた

企業は23社で、これは全国全体の໿11.0ˋを

઎めている。ʮμΠΧスト金型の૯߹࣮ྗ20ڧ

企業ʯϥϯΩϯάにೖͬている企業は12社で

ある。ʮ優ल໛۩څڙ業ऀʯにબग़された企業

も4社ある
23

。

また、近年ٸ଎に੒௕して͖たࣗಈंのE7

化が金型産業にもたΒしたӨڹについても考ྀ

するඞ要がある。なͥなΒ、ࣗಈं産業が中国

の金型需要の࠷େのڅڙઌであり、ಛにE7化

のਐ展はࢢ場需要΍ೲظ要ٻにେ͖な変化をも

たΒしているためである。ྫ͑ば、Τϯδϯ΍

トϥϯスϛογϣϯのݮ࡟に൐い、ैདྷのμΠ

Χスト金型΍Τϯδϯ෦඼༻金型の需要がݮগ

し、代ΘͬてόοςϦーέース΍Ϟーλー෦඼、

ٸ෦඼といͬたE7෦඼の金型需要がޚ制ࢠి

૿している。さΒに、E7ࢢ場では新技術の౤

ೖαΠΫϧがૣく、ϞσϧνΣϯδのස度もߴ

いため、金型の୹ೲظ化΁の要ٻもैདྷҎ্

にڧまͬている。

૪ྗを࣋つAڝ企業として、技術ྗとྫࣄ

社（ʮμΠΧスト金型企業T0110ʯ
24

である）お

よͼ、A社より小ن໛な中ݎ企業である#社を

取り্͛る。྆社はE7޲け෦඼の開発・製造
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にੵۃతであり、20年Ҏ্のࣄ業ྺを࣋つた

め、௕ظతなࢹ点かΒの製造現場の変容を೺

Ѳする্で適したௐࠪର৅である。

（2）A社
25

ᶃA社の基本৘ใ

A社は1994年にᔳߐলೡ೾ࢢ๺ီ区にઃཱ

された金型企業であり、ओにେ型・ਫ਼ີ・ෳࡶ

なμΠΧスト༻金型のઃܭ・製造、製඼の੒ܗ

加޻を行ͬている。

૑業ऀである౹ࣄ௕は޿東লの金型޻場で

ഓͬた技術をもとに、当࣌ٸ଎に֦େしていた

μΠΧスト金型需要のߴまりを͖ͬかけとして

業に౿Έ切ͬた。ઃཱ当ॳ、A社はμΠΧスى

ト金型の製造にઐ೦しており、ࣗ社でμΠΧス

トϚγϯをอ༗していなかͬたため、金型のト

ϥΠは外෦ҕୗによͬて行ͬていた。しかし、

ड஫の֦େに൐い੒ܗઃඋをಋೖし、μΠΧス

ト੒ࣄܗ業にも参ೖした。ͦのޙ、੒ࣄܗ業は

ではಉ社ച্の໿4分の3ࡏ଎に֦େし、現ٸ

を઎めている。

金型ࣄ業のച্は੒ܗ加ࣄ޻業のച্の໿

4分の1を઎めており、製造された金型の͏ち

໿20ˋはࣗ社内で࢖༻され、࢒りの໿80ˋは

外෦٬ސ΁のൢചにڙされている。ಛに、中・

େ型の金型のઃܭおよͼ製造に集中しており、

෇加Ձ஋の௿い金型΍小型金型については外

஫している。

金型޻場のෑ地໘ੵは19
350ฏํϝートϧ

で、ै業һ数は125໊、ͦの͏ちઃܭ෦໳には

25　 Ҏ下、A社のྫࣄはಛに஫هがないݶり、2023年9月11日の田中װେ、張ӱⅮによるA社෭૯ܦཧ、૯ܦཧΞγスλϯト΁の現地でのΠϯλϏϡー、
ཧΞγスλϯト΁のి࿩での௥加ΠϯλϏϡーに基づく。文中のʮʯはΠϯλϏϡーର応ऀの発言（中ܦ場ௐࠪ、A社のϗーϜϖーδ、2025年7月7日૯޻
国ޠ）をචऀの੹೚で日本ޠにしたものである。

26　A社のϗーϜϖーδによれば、2025年࣌点で੒ܗ加޻෦໳と金型製造෦໳を߹Θͤたै業һ数は໿380໊である。

23໊のઃऀܭがいる
26

。A社では年ؒ໿120型

のେ型μΠΧスト金型を製造しており、ͦの中

で࠷େॏྔは130トϯにୡする。これΒの金型

は型締ྗ800トϯかΒ8
000トϯの੒ػܗにର

応している。2022年࣌点における金型ࣄ業の

年ؒച্ߴは2
000ສ米υϧであり、ͦの͏ち

໿30ˋは༌ग़によるものである。2022年にେ

型μΠΧスト金型のੜ産能ྗ֦େを໨తとして

新޻場（43
333ฏํϝートϧ）のݐઃを࢝めた。

金型製造のओ要ઃඋとしては、%.(社製のϚ

γχϯάηϯλー 12୆、ϫΠϠーΧοト加ػ޻

4୆、์ి加ػ޻（E%.）8୆などをอ༗し、

さΒに新޻場には1
000トϯのμΠスポοトϚ

γϯおよͼ200トϯ・120トϯのΫレーϯがઃஔ

されている。

A社はࣗಈंに༻いΒれるΞϧϛχ΢Ϝおよ

ͼϚάωγ΢Ϝ製のμΠΧスト金型を෯޿くѻ

ͬている。製造する金型の໿80ˋがࣗಈं産

業޲け、໿10ˋがిಈ޻۩産業޲け、࢒りの

໿10ˋがҩྍثػ΍Ոిなどのଞ産業޲けに

け金型としては、Ξϧ޲している。ࣗಈंڅڙ

ϛ߹金製のΤϯδϯおよͼトϥϯスϛογϣϯ

༻ϋ΢δϯά、Ϛάωγ΢Ϝ߹金製のμογϡ

Ϙーυなどが͛ڍΒれる。ࣗಈं༻金型のڅڙ

ઌには׬੒ंϝーΧーもؚまれているが、ओな

、٬企業としては#.8、ϑΥーυ、日産ސ

(.、ϝϧησス・ϕϯπ、δϟΨー、/*0（中

国E7ϝーΧー）、௕৓٢、ंؿརंؿ、্海

੒ंϝーΧーと取ҾのあるϦΞ׬といͬたंؿ

（米国のࣗಈं෦඼ϝーΧー）΍、8BnMJZBnH（中
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国のトϥϯスϛογϣϯϝーΧー）などのࣗಈ

ं෦඼ϝーΧーが͛ڍΒれる。۩体తに、্海

޲などの企業ंؿ٢ར、日産、ϑΥーυ、ंؿ

けに、トϥϯスϛογϣϯ༻ϋ΢δϯά΍όϧ

ϒϘσΟ（ߴいਫ਼度がٻめΒれる෦඼）、Τϯ

δϯϋ΢δϯά౳のμΠΧスト金型をઃڙ・ܭ

、している。また、/*0、7oMWo、δϟΨーڅ

#.8などのࣗಈंϝーΧー޲けにはE7޲け

のϦλーμーϋ΢δϯά、ϒϥέοト、1EU、

0#$ϋ΢δϯάなどの金型をڅڙしている。
27

A社は中国໛۩޻業ڠ会によͬて2019年と

22年にʮμΠΧスト金型૯߹࣮ྗT0110企業ʯ

にબग़されており、20年ʙ 24年にはʮ中国ॏ

点金型企業ʯとしてもೝఆされている。

ᶄE7化΁の取り૊Έ

2018年Ҏ߱、A社はಉ社のμΠΧスト੒ܗ

加޻およͼ金型製造をE7޲け分野に本֨తに

転׵さͤる。ͦのഎܠには中国におけるE7産

業のٸ଎な発展に൐い、E7༻෦඼およͼ金型

の需要がେ෯に૿加したことがある。19年には

E7෦඼のੜ産にಛ化した企業をങऩするとと

もに、E7޲けのड஫をҙࣝతに֦େしながΒ、

ΨιϦϯं޲けのड஫を཈制するํ޲΁と切り

ସ͑た。加͑て、E7ं体に༻いΒれる一体型

のେ型μΠΧスト金型の開発にணखしている。

23年9月࣌点ではಉ社におけるE7޲けのड஫

ൺ཰は໿7ׂにୡしている。

E7޲けとΨιϦϯं޲けの金型にはओに

2つのҧいがある。第1に、E7׬੒ंϝーΧー

はܹ化するࢢ場ڝ૪の中で新ं౤ೖαΠΫϧ

の୹ॖをٻめΒれており、ͦ れに൐い金型ઃܭ・

27　 1EU（ύϫーΤレΫトϩχΫスϢχοト）は、Ϟーλー制ޚ、%$/%$変׵、Πϯόーλなどを集໿した制ޚϢχοトである。0#$（ं載ॆిث）は、
外෦ిݯ（ަྲྀ）かΒE7όοςϦー（直ྲྀ）΁のॆిを行͏Ϣχοトである。

製造にも୹ೲظର応がڧくٻめΒれている。ま

た、ΨιϦϯं෦඼は構造がൺֱత҆ఆしてお

り、これまで஝ੵされたઃܭ΍技術ϊ΢ϋ΢を

応༻し΍すい。ͦのため、新製඼であͬてもط

ଘの金型ઃܭਤを一෦म正することでର応で͖

る場߹が多く、୹ؒظでઃܭをྃ׬することが

可能である。これにରし、E7޲け෦඼の多く

はॳめての開発となるため、طଘのઃݧܦܭを

ͦのまま適༻することはࠔ೉である。加͑て、

E7におけるύϫートレΠϯ෦඼΍ं体構造෦

඼は構造のߋ新αΠΫϧがۃめて଎く、ͦれに

൐い金型ઃܭにおいてはこれまでにないର応が

。めΒれるٻ

ᶅ中େ型金型製඼΁の転׵

A社は2010年ࠒかΒ金型ࣄ業のॏ点を中・

େ型μΠΧスト金型の製造΁と移行さͤた。

2000年代にはμΠΧスト金型のࢢ場需要がେ

͖く、ಉ業ऀؒのڝ૪もܹしくなかͬたが、

2010年代Ҏ߱、業ք全体でڝ૪がܹ化し、ಛ

にՁ֨ڝ૪がݦஶになͬた。こ͏したঢ়گかΒ

୤٫するため、A社はトϥϯスϛογϣϯϋ΢

δϯά、Ϋϥονϋ΢δϯά、Ϛάωγ΢Ϝ߹

金製μογϡϘーυϒϥέοトなどの中・େ型

でߴ෇加Ձ஋なμΠΧスト金型のઃܭ・製造に

஫ྗし、金型製඼の転׵をਐめた。この転׵は

ओに2つのଆ໘かΒਪਐされた。

第1に、ʮҙਤతに中・େ型金型のड஫をબ

୒し、社内ݯࢿの഑分において中・େ型金型の

ઃܭ・製造を優ઌしたʯ。ྫ͑ば、େ型金型製

造༻のઃඋಋೖ΍、ର応可能なਓࡐのҭ੒と

いͬた取り૊Έなどである。第2に、໛۩޻業
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かつେ型ࡶ会の঺հ΍展ࣔ会を通͡て、ෳڠ

金型の製造にݧܦを࣋ͬている企業とのωοト

ϫーΫを構築し、޻場を๚໰して技術をֶͿと

ともに、٬ސかΒ中・େ型金型に関するઃܭ・

製造໘でのϑΟーυόοΫをੵۃతに取りೖれ

た。中・େ型金型΁の転׵には໿5年かかͬた。

またௐࠪ࣌点（2023年9月）では、௒େ型のϚ

άωγ΢Ϝ߹金金型の開発に੒ޭしており、製

඼のߴ෇加Ձ஋化が一૚ਐ展している。

ᶆ製඼ઃܭ΁の関༩

A社においては金型（外ൢ༻）に関して2つ

のઃܭύλーϯがある。第1のύλーϯでは、

ࣗಈंϝーΧーが新しいϞσϧのઃܭ開発を׬

ྃしたޙ、֤෦඼のઃܭσーλが෦඼ϝーΧー

（TJer1・੒ܗϝーΧー）に提ڙされ、ͦのσー

λがA社にҾ͖౉される。ʮA社は提ڙされた

σーλをもとに༷࢓をղੳし、金型ઃܭを行い、

෦඼ϝーΧーのঝೝをܦて製造を開࢝するʯ。

このύλーϯは新ं開発においてઃܭσーλが

֬ఆしたޙに参加するέースに֘当する。ଞํ、

ʮઃܭσーλが֬ఆするલのஈ階ʯ、すなΘちࣗ

ಈंϝーΧーによる新ं開発のஈ階において

も、A社がઃܭϓϩηスに関༩する場߹がある。

たͩし、ʮこのஈ階における関༩は金型のʰ੒

ཱ性ʱに関するݕ౼にݶఆされるʯ。ʮ੒ཱ性ʯ

とは、ઃܭされた製඼ܗঢ়が金型によͬて੒ܗ

可能かど͏か、すなΘちൈ͖ޯ഑΍ΞϯμーΧ

οトの༗ແ、ڧ度・ਫ਼度の֬อといͬた構造త

要݅をຬたしているかをධՁするものである。

ʮԾに੒ཱ性に໰୊があると൑அされた場߹に

は、A社かΒ改ળ提Ҋがなされ、製඼ઃܭが一

෦म正・ௐ੔されることもあるʯ。

ઃܭਓࡐの֬อについては、外෦かΒઃܭ

࠾ଔ業ੜをߍすることと、ઐ໳ֶ༺࠾をऀݧܦ

༻して社内でҭ੒するํ法の2つがあるが、ϝ

Πϯとなͬているのはऀޙである。۩体తには、

ઃܭະݧܦの新ଔ社һをまず製造෦໳（ಛに

૊ཱ෦໳）に഑ଐし、໿2年ؒの研मを通͡て

金型の製造޻ఔをे分にཧղさͤた͏͑でઃܭ

෦໳にҟಈさͤるとい͏ํ式を࠾༻している。

ઃܭਓࡐのスΩϧ্޲については、ओに2つ

のΞϓϩーνが取Βれている。第1に、技術ϑ

ΥーϥϜ΍展ࣔ会΁の参加を通͡て࠷新の金型

技術に関する৘ใをऩ集し、࠷ઌ୺のઃܭ技

術をֶͿ。ಛに、๺ီ地Ҭにはઃܭ技術ऀに

よるΠϯϑΥーϚϧなωοトϫーΫがܗ੒され

ており、ษڧ会を通͡て૬ޓに技術をڞ༗する

٬とのଧち߹Θސ、する。第2にࡏ૊Έがଘ࢓

ͤにおいて、ઃܭに関する۩体తな指ಋ΍助言

をडけることもあり、こ͏した࣮຿తϑΟーυ

όοΫがઃऀܭの࣮ફత能ྗの্޲につながͬ

ている。

ᶇϓϩηスΤϯδχΞのҭ੒

A社ではϓϩηスΤϯδχΞ（中国ޠɿ޻艺

ఔ师）のҭ੒がਐめΒれている。A社におけ޻

るϓϩηスΤϯδχΞは、ʮ金型製造޻ఔ全体

を౷ׅする中֩తな໾ׂʯを୲ͬている。֤金

型に応͡てඞ要な加޻޻ఔを分ղ・ઃܭし、現

場の࡞業΍ઃඋの制໿を考ྀした͏͑で、޻ఔ

ॱং΍加޻内容をؚΉ製造ϓϩηス全体のྲྀれ

を࠷適化する໾ׂをՌたしている。۩体తに、

ϓϩηスΤϯδχΞが֤෦඼の加޻޻ఔを分

ղ・ઃܭし、ʮ޻ఔ表ʯとしてまとめる。޻ఔ表

に基づ͖、෦඼は所ఆのॱংで֤෦໳ؒを移ಈ

しながΒ加޻がਐめΒれる。޻ఔがྃ׬するご

とに、޻ఔ表にैͬて࣍޻ఔ΁とҾ͖ܧがれる。
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A社では޻ఔごとに୲当が明֬に分かれてお

り、֤ 。業している࡞ఔのΈを޻業ऀはಛఆの࡞

一ํ、ϓϩηスΤϯδχΞはす΂ての޻ఔを࣮

際に୲当したݧܦがあるΘけではないものの、

ओ要な޻ఔにおいてݧܦをੵΜでおり、全体の

製造޻ఔに関する஌ࣝを࣋ͬている。

ௐࠪ࣌点でA社には2໊のϓϩηスΤϯδχ

Ξがおり、いずれもA社で໿30年のۈ຿ݧܦ

を༗している。加͑て、ಉ༷の能ྗをඋ͑たෳ

数のϓϩηスΤϯδχΞީิਓࡐも社内でܧଓ

తにҭ੒されている。通ৗ、ϓϩηスΤϯδχ

Ξとしてҭ੒されるのは社内でのۈ຿年数が௕

く、๛෋な࣮຿ݧܦとҟৗ࣌ର応能ྗをඋ͑た

ख़࿅࡞業ऀの中かΒબൈされたਓࡐである。બ

ൈされたਓࡐはʮͦれまでݧܦのগなかͬた޻

ఔにҙਤతに഑ஔされ、ෳ数の޻ఔをݧܦさͤ

ることで、製造ϓϩηス全体を೺Ѳで͖る能ྗ

を਎につけ、ϓϩηスΤϯδχΞとしての能ྗ

をඋ͑たਓࡐ΁とҭ੒されるʯ。૊ཱ෦໳΍加

業していた社һがϓϩηスΤϯδχ࡞෦໳で޻

Ξにબばれるέースが多く、ྫ͑ば、ҭ੒લに

は金型૊ཱの੹೚ऀ΍ϥΠϯϦーμーとして௕

年業຿にैࣄし、໿15年にΘたりಛఆの޻ఔ

を中৺に現場ݧܦをੵΜで͖たྫࣄがある。

཭৬཰はଞの金型企業とൺ΂て௿く、20年

Ҏ্ۈଓしている社һもෳ数໊ଘࡏする。ͦの

要Ҽとしては、ʮಉ社のڅ༩ਫ४がൺֱతߴい

こと、なΒͼに企業としての੒௕性΍কདྷ性が

見ࠐまれていることʯが͛ڍΒれる
28

。

ᶈコϩφՒҎ߱でのڝ૪のܹ化

コϩφՒの直઀తなӨڹはA社には΄とΜど

なかͬた。とい͏のもA社はॏ点企業として地

28　ΠϯλϏϡーで۩体తなڅ༩ਫ४をฉいたが、ଞ社とのڝ૪関܎もあるのでൿಗとされた。

ํ政෎かΒࢧԉされており、ै業һにରするִ

཭໔আ΍通行ূの発行で෺ྲྀの֬อが行Θれ

ていたかΒである。しかし、業քとしてはμΠ

Χスト金型の需要がݮগし、Ձ֨ڝ૪が一૚ܹ

しくなͬたために、A社はઃܭ඼࣭΍金型ͦの

ものの඼্࣭޲をさΒにਤΒなければなΒなか

ͬた。

コϩφՒҎલよりE7化によるΨιϦϯंμ

ΠΧスト෦඼のݮগ、େ型一体化μΠΧストの

、গがਐΜでいたがݮによる中小型金型のٴී

コϩφՒؒظ中のE7のٸ଎なීٴで、ΨιϦ

ϯंのൢചがݮগし、また、開発ϓϩδΣΫト

の中ࢭによͬてμΠΧスト金型の需要はམちࠐ

Μͩ。また、コϩφՒؒظにE7関܎の需要は

したものの、ܰྔ化のためにμΠΧスト෦૿ٸ

඼がڧߴ度ϓϥスνοΫ΍ෳ߹ࡐྉの෦඼によ

ͬて代ସされたこともあり、ಛに中小型での需

要は一૚、ݮগすることになͬた。A社は༌ग़

ྔがコϩφલより૿加したことで全体のੜ産ྔ

はͦれ΄どམちࠐまなかͬたが、業քでの需要

のݮগに加͑、ࣗಈंϝーΧーのച্௿下に൐

͏ௐୡコストの見直しによͬてՁ֨ڝ૪が一૚

ਐ展した。こ͏したなかでA社はE7関࿈の૿

加するμΠΧスト金型のड஫を֫ಘするため

に、඼্࣭޲を௥ٻし、ઃܭに関してはઃܭ৹

ࠪのճ数を૿΍し、ઃܭ業຿ඪ४化のための

ઃܭσーλϕースの構築をਐめるなどを行ͬ

た。また、金型製造でもઃඋૢ࡞のඪ४化΍

加޻ϓϩάϥϛϯάのඪ४ઃఆなどをおこな͏

ことでコストをݮ࡟し、ੜ産ޮ཰を্޲さͤた。

こ͏した࡞業खॱ΍製造ϓϩηスの改ળについ

ては、ओにϓϩηスΤϯδχΞが中৺となͬて、
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コϩφՒલかΒਐめΒれていたが、コϩφՒҎ

߱に内容がさΒにॆ࣮・改ળされた。

また、٬ސ開୓についても、෇加Ձ஋がߴい

金型のड஫֫ಘに஫ྗするよ͏になͬた。ड஫

݅数をॏࢹするのではなく、඼࣭のよい製඼を

௥ٻする٬ސ（企業ن໛のよりେ͖い企業）と

の取Ҿをॏࢹするよ͏にした。また、٬ސର応

として、ఆظతなϑΥϩー体制の੔උとαーϏ

ス඼࣭の্޲を޻෉している
29

。

（3）B社
30

ᶃ#社の基本৘ใ

#社は、μΠΧスト金型のઃܭ・製造、Ξϧ

ϛχ΢Ϝ・ѥԖ・Ϛάωγ΢Ϝ߹金によるμΠ

Χスト加޻をओなࣄ業としている。ಉ社ではμ

ΠΧスト金型も製඼としてൢചしているが、外

෦ൢചは全体の໿10ˋ（൒分が༌ग़）にとどま

り、࢒りの໿90ˋはࣗ社のμΠΧスト੒ܗ加޻

༻にڅڙしている。金型の外஫は行ͬていない。

製඼分野はࣗಈं෦඼、೶業ػց、通৴ثػ、

ిಈ޻۩などであり、米国、Ԥभ、日本などの

多くの企業にରしてμΠΧスト੒ܗ෦඼をڅڙ

している。ै業һ数は290໊、૯ෑ地໘ੵは

32
000ฏํϝートϧである。μΠΧスト金型޻

場とμΠΧスト加޻޻場の2ڌ点を࣋ͬている。

μΠΧスト金型޻場はෑ地໘ੵ12
000ฏํϝー

トϧ、ै業һ数30໊で、年ؒ໿600型のμΠΧ

スト金型を製造している。金型の年ؒച্は໿

3
500ສݩである。一ํ、μΠΧスト加޻޻場

はෑ地໘ੵ20
000ฏํϝートϧ、ै業һ数260

29　 この΄か、A社はコϩφՒを͖ͬかけに࣌ٸۓର応の体制੔උをਐめた。ಥ発తなࣄଶがੜ͡た場߹にਓһ഑ஔ΍業຿ܧଓをݕ౼するର応するため、
֤෦໳のϚωーδϟー 10໊΄どで構੒される෦໳ԣஅతなٸۓର応νーϜがฤ੒された。

30　 Ҏ下#社のྫࣄは、2023年9月12日の田中װେ・張ӱⅮによる#社౹ࣄ௕、૯ܦཧ΁の現地でのΠϯλϏϡー、޻場ௐࠪ、#社のϗーϜϖーδに基づく。
文中のʮʯはΠϯλϏϡーର応ऀの発言（中国ޠ）をචऀの੹೚で日本ޠにしたものである。

໊、年ؒੜ産ྔは8
000トϯ、年ؒച্は໿2

ԯݩにୡしている。

ࣗಈं༻のμΠΧスト੒ܗ෦඼が全体の50ˋ

を઎めており、র明޲ثػけが30ˋ、通৴ثػ

΍ҩྍ޲ثػけが20ˋを઎めている。ࣗಈं༻

μΠΧスト෦඼の͏ち、໿60ˋはE7޲けであ

る。ओな٬ސは、ࣗಈंでは、+A$（中国ࣗಈ

ंϝーΧー）、ϑΥーυ、Җഅंؿ（中国E7ϝ

ーΧー）の׬੒ंϝーΧー΍٢རंؿ、ཧ૝ؿ

ं（中国E7ϝーΧー）、௕҆ंؿ、東෩ंؿ

େࢁけのࣗಈं෦඼ϝーΧー（日本ి産、中޲

༸ిػ（中国）、ΤϚιϯ（米国）など）である。

Ոి分野ではμΠΩϯ（ΤΞコϯ༻コϯϓレο

αー）、γϟーϓ（通৴ثػ）、ϗϩϑΣΠϯ（ϑ

ϥϯスর明ϝーΧー）、γーϝϯスなどである。

#社は౹ࣄ௕によͬて1989年にೡ೾ࢢ๺ီ

区においてઃཱされた。૑業当ॳはϓϥスνο

Ϋ金型΍ϕーΫϥΠト金型などをख࡞業で製造

しており、ి 、෦඼۩؝、のスλϯυ෦඼ܭྔྗ

Ոి෦඼޲けなどが中৺であͬた。2000年に

#社はμΠΧスト加޻޻場を新ઃし、μΠΧス

トࣄ業΁の本֨తな参ೖをՌたした。ͦのഎܠ

には、中国国内におけるμΠΧストઃඋの技術

発展とࢢ場ڥ؀の変化があͬた。ಛに、্海

μΠΧストϚγϯ޻場（中国で࠷もૣくμΠΧ

ストϚγϯを製造した国Ӧ企業）の発展により、

中国製μΠΧストϚγϯの性能がେ෯に্޲し

つつ、Ձ֨は外国製にൺ΂て௿྿であͬた。こ

のよ͏なঢ়گをडけて、1990年代຤ࠒかΒ๺

ီ地区の多くの金型企業がࣗ社にμΠΧスト加
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໛の֦େをਐめてن業΍ࣄ、ઃඋをಋೖし޻

いた。#社もこ͏したಈ޲を౿ま͑、ࣄ業֦張

のػ޷とଊ͑てμΠΧスト加޻分野΁のਐग़を

ܾఆした。また、2000年代ॳ಄の中国国内に

おけるࣗಈंൢചの૿ٸをडけ、2002年かΒ

はࣗಈं෦඼の製造にࣄ業のॏ点を移した。۩

体తには、関࿈ઃඋのಋೖ΍技術ਓࡐの࠾༻・

ҭ੒をਐめるとともに、外ܥࢿ金型企業が製࡞

したߴ඼࣭な金型の構造΍技術を分ੳし、ࣗ社

技術として໛฿・ٵऩすることに取り૊Μͩ。

ᶄ製඼構੒の転׵

2010年に#社はϋΠΤϯυ製඼の製造΁と

する。これにはओに2つの要Ҽがあͬ׵業転ࣄ

た。第1に、ࣗಈं෦඼ࢢ場におけるڝ૪のܹ

化、ಛにࣗಈंϝーΧーؒのՁ֨ڝ૪のܹ化に

より、金型企業にରしてもコストݮ࡟の要ٻが

まり、ैདྷのϩーΤϯυな製඼では҆ఆతなڧ

རӹを֬อすることがࠔ೉になͬていたことで

ある。第2に、中国のϩーΧϧࣗಈंϝーΧー

が外ܥࢿϝーΧーとのڝ૪ྗをߴめるためにϋ

ΠΤϯυंछの開発・౤ೖをੵۃ化さͤ、ͦれ

に൐いߴ෇加Ձ஋の෦඼にରする需要が૿加

したかΒである。

#社は、ϋΠΤϯυ製඼΁のࣄ業転׵をਤる

ために、૑業当ॳはओに中国国内製のࡐྉを࢖

༻していたが、2000年代Ҏ߱は金型のण໋΍

製඼඼࣭の্޲をॏࢹし、υΠπ製΍日本製の

するよ͏になͬた。加༺࠾を一෦でࡐ඼࣭߯ߴ

͑て、Ҏ下の3つの取り૊Έをਐめた。第1に、

なࡶਫ਼度かつෳߴ。であるࢿతなઃඋ౤ۃੵ

෇加Ձ஋෦඼の製造にରߴめΒれるٻঢ়がܗ

応するため、ઌਐతな金型製造ઃඋおよͼݕ

ਫ਼度なੜ産体制を੔උしߴ、をಋೖしثػࠪ

た。第2に、٬ސかΒの技術指ಋの活༻である。

ओ要٬ސ企業かΒ技術ऀが೿ݣされ、製造޻

ఔにおける՝୊ղܾに޲けたࢧԉが行Θれた。

ྫ͑ば、ʮࣗಈंの࠷ऴ૊ཱ޻ఔにおいて#社

に提ڙされた෦඼のߗ度変化がଞ෦඼にѱӨ

٬かΒ指摘をडސす可能性について΅ٴをڹ

け、技術ऀが೿ݣされて޻ఔ改ળに関する۩

体తな助言がなされた。このよ͏にして、製඼

ܭఔઃ޻、にରするཧղをਂめるとともに༷࢓

およͼ඼࣭؅ཧの見直しがਐめΒれたʯ。第3

に、ࢢ場変化΁のઌ行తର応である。٬ސ企

業が開発する新製඼の༷࢓΍ઃํܭ਑かΒ、

কདྷతなࢢ場χーζ΍技術ಈ޲を೺Ѳし、ͦれ

にଈした技術のशಘ΍ઃܭཧ೦の転׵をਐめ

ることで、ॊೈなର応ྗをڧ化した。

さΒに#社は、E7޲け෦඼およͼͦれにର

応する金型の需要֦େをഎܠに、2015年より

本֨తにE7関࿈෦඼の製造΁と移行した。こ

͏したಈ͖は、ैདྷかΒ取り૊Μで͖たϋΠΤ

ϯυ製඼΁の転׵を一૚加଎さͤるものであ

り、ಛにઌ୺తなઃඋのಋೖ΍外国製߯ࡐの

෇加Ձ஋製඼΁のߴ、େなどを通͡て֦༺࠾

ର応ྗをڧ化している。現ࡏ、#社の金型製造

に関࿈するઃඋは、ூ6ػࠁ୆、Ϛγχϯάη

ϯλー 10୆、ϫΠϠーΧοト9ػ୆、௿଎ϫΠ

Ϡ์ి加5ػ޻୆、ઠ2ػ޸୆、์ ి加8ػ޻୆、

型߹Θͤ2ػ୆、ਂ޸加1ػ޻୆の43ܭ୆にの

΅る。加͑て、඼࣭อূ体制のڧ化を໨తとし

て、Xઢ୳ইػ、ޫスϖΫトϥϜΞφϥΠβ、

Ҿ張ػݧࢼといͬた֤छࠪݕઃඋもಋೖして

おり、ߴਫ਼度かつߴ඼࣭な製඼の҆ఆڅڙ体

制が構築されている。
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ᶅ製඼ઃܭ΁の関༩

かΒ製඼のσーλ΍（੒ंϝーΧー׬）٬ސ

され、#社はͦれに基づいて金型のڙが提༷࢓

ઃܭਤを࡞੒し、٬ސのঝೝをಘた্で金型

の製造を開࢝する。また、٬ސの新ं開発ஈ階

かΒ#社のઃܭνーϜおよͼੜ産νーϜがڞಉ

で開発ϓϩηスに参加する場߹もある。ॳめて

開発ஈ階΁の参加が行Θれたのは2003年、্

ܖϑΥϧΫスϫーήϯの開発会ٞ΁のग़੮がؿ

社は新製඼開発ஈ階΁#、ޙであͬた。ͦのػ

の参加をੵۃతにਪਐしていͬた。ͦのഎܠに

はҎ下の3点がある。第1に、#社はʮ金型の

製造ͩけでなく、μΠΧスト加޻もखがけてお

り、෦඼として࠷ऴ製඼に૊Έࠐまれるϓϩη

ス全体をཧղしてॳめて、製඼඼࣭の֬อが

可能となるためである。ಛに、෦඼がं྆内で

どのよ͏に࢖༻され、どこに഑ஔされるかをཧ

ղすることは適切な金型ઃܭおよͼ製඼ਫ਼度の

֬อに直݁するʯ。第2に、ड஫֫ಘのために

٬の開発活ಈを技術తにαポートすることがސ

Ӧ業戦略্༗ޮであるためである。第3に、#

社には੔උされたઃܭνーϜがଘࡏし、ߴいઃ

٬にରして提Ҋを行͏能ྗをސ、にܠをഎྗܭ

උ͑ていることが͛ڍΒれる。

また、๺ီ区ではʮن໛Ҏ্の企業ʯのおよ

ͦ൒数が、٬ސの新製඼開発に参加していると

される。これは๺ီ区の多くの金型企業が

1990年代かΒ૑業しており、खॻ͖でઃܭਤ

໘を࡞੒していたݧܦを࣋つことかΒ、ઃܭ能

ྗのॏ要性をૣくかΒೝࣝしていたためである

と言Θれている。

#社には8໊のઃऀܭかΒなるઃܭνーϜが

ઃஔされている΄か、ઃܭνーϜに所ଐしてい

ないもののઃܭ能ྗを༗するϓϩδΣΫト؅ཧ

୲当ऀが7໊いる。ϓϩδΣΫト؅ཧऀは、ސ

٬と製඼に関するଧち߹Θͤを行͏૭ޱであ

り、7໊の͏ち5໊はϓϩηスΤϯδχΞでもあ

る。ઃܭਓࡐの࠾༻については中్࠾༻も࣮施

しているものの、ઐ໳ֶߍのֶੜをΠϯλーϯ

としてडけೖれ、ͦのޙ正式に࠾༻し、社内で

௕ظతにҭ੒するとい͏ํ਑がとΒれている。

ઃܭਓࡐのҭ੒にあたͬては、ʮઃܭະݧܦで

されたଔ業ੜ΍新ೖ社һをまず製造෦໳༺࠾

に഑ଐし、全ての޻ఔをݧܦさͤ、2年ؒにΘ

たͬて研म・܇࿅を࣮施するʯ。金型製造ϓϩ

ηスをৄしくཧղした্でઃܭ෦໳にҟಈさ

ͤ、ઃܭ能ྗをҭ੒する。ઃܭ৬ر๬でೖ社

した社һにとͬて、製造෦໳での௕ظ研मはඞ

ずしもडけೖれ΍すいものではなく、࣮際に్

中で཭৬するऀもগなくない（全体の໿3分の

1に૬当）。しかし、社һ本ਓの性֨తな適性

に加͑、#社では੒Ռओٛに基づくঢڅ制度を

ಋೖしており、౒ྗ΍੒ՌがΩϟϦΞ΍څྉに

直݁する࢓૊Έが੔͑Βれている。ͦ͏した؀

にとͬてັྗతであࡐは、੒௕ҙཉのあるਓڥ

り、݁Ռとして໿3分の2の社һがఆணしてい

る。ઃܭνーϜにおけるઃܭ୲当ऀのڅྉは໿

2ສݩである。

ઃܭ能ྗの্޲に関しては、社内外において

ΠϯϑΥーϚϧなωοトϫーΫがܗ੒されてお

り、ఆظతなษڧ会を通͡て、ઃܭ技術に関す

る૬ֶޓशがੵۃతに行Θれている。また、ଞ

企業との૬޻ޓ場見ֶなどを通͡た技術ަྲྀ

も࣮施されている。さΒに、٬ސとのଧち߹Θ

ͤによͬて金型ઃܭに関する技術తな助言΍ϑ

ΟーυόοΫを直઀डけることも多い。
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ᶆ٬ސの新製඼開発΁のαポート

2000年代にೖると、๺ီ地Ҭでは外ܥࢿ企

業のੵۃతな༠கがਐめΒれ、ͦれが地場の

金型企業΍੒ܗ企業にとͬてࣄ業֦େの͖ͬか

けとなͬた。このよ͏なঢ়گの中で、外ܥࢿϢ

ーβーかΒの発஫を֫ಘするためのڝ૪がܹ

化し、ڝ߹ଞ社とのࠩผ化をਤるために、٬ސ

の新製඼開発をαポートするಈ͖が見Βれるよ

͏になͬた。当࣌の#社においてઃܭ୲当ऀは

2 ʙ 3໊にとどまͬており、٬ސの新製඼開発

に参加するػ会はগなかͬた。

2010年Ҏ߱はμΠΧスト金型業քにおける

まࠐ૪に巻͖ڝ૪が一૚ܹ化し、ಛにՁ֨ڝ

れるέースが૿͑る中で、#社はઌ୺ઃඋ΁の

౤ࢿとਓࡐҭ੒をॏࢹし、なかでもઃܭ෦໳の

、化に஫ྗするよ͏になͬた。2010年代にはڧ

ઃܭ୲当ऀが7 ʙ 8໊体制となり、新製඼のઃ

開発ஈ階における提Ҋ活ಈまでを୲͏よ͏・ܭ

になͬた。

５．中国金型産業の変容に適応する日
系金型企業
－杭州谷口精工模具有限公司

本અでは、中国ϩーΧϧ企業のྫࣄではなく、

ΉしΖͦの変容（技術ߴ度化）をࣗ社の展開の

৚݅としている日ܥ金型企業のྫࣄをର৅とす

る。取り্͛るのはߌभ୩ޱਫ਼޻໛۩༗࢘ެݶ

（Ҏ下、ߌभ୩ޱ）である
31

。

は、Ҏ下にड़΂るよ͏に中国ਐग़がޱभ୩ߌ

1994年とૣく、30年Ҏ্の現地ૢ業のྺ࢙を

༗する企業である。当વであるが、企業はଘଓ

31　 Ҏ下、ߌभ୩ޱのྫࣄは、小ํࢠڿʮ中国で活༂する日ܥ金型企業ʯ（/10ΞδΞ金型産業ϑΥーϥϜ　2021年11月26日）、2024年11月20日田中・張
による小ํࢯࢠڿ΁のΠϯλϏϡー（;00.）、2025年3月4日২田・田中・張によるߌभ୩ޱでの現地ௐࠪに基づく。

するために外෦ڥ؀の変化に内෦ڥ؀を適応

さͤなければなΒない。中国の金型産業のॏ要

地Ҭで30年Ҏ্のܦӦを展開したߌभ୩ޱは、

本ߘの関৺ࣄである中国金型産業の変容を見

ていく্でもॏ要なྫࣄと位ஔ෇けることがで

͖る。

（1）杭州谷口精工模具有限公司の沿革

現ࡏのߌभ୩ޱは、化হ඼関܎、Ոి෦඼、

ҩྍ関܎、文۩関ࡶ、܎՟関܎、ޫϑΝΠόー

の෦඼関ंࣃ、܎、ࣗಈंのύωϧ෦඼などの

金型、੒ܗ඼をੜ産しているै業һ໿30໊の

企業である。ച্として、いずれかの分野がಥ

ग़しているΘけではなく、ҙࣝతに取Ҿઌを分

΄さͤている。金型については取Ҿઌの9ׂࢄ

どが中国企業である。もともとは中国国Ӧ企業

との߹ห企業であͬたが、現ࡏは0*4)*Τϯδ

χΞϦϯά（日本）の100ˋग़ࢿの企業となͬ

ている。

所が1994࡞金型製ޱは、当ॳは୩ޱभ୩ߌ

年に中国国Ӧ企業との߹หでઃཱした企業で

あͬた。୩ޱ金型製࡞所は、୩ޱ正உࢯ（Ҏ下、

ઌ代）が1979年にਆಸ઒ݝ઒࡚ࢢにಉ社をઃ

ཱしたことに࢝まる。Ոి΍おもちΌ関܎の金

型を製࡞する10໊΄どの企業であͬた。中国

に߹ห企業をઃཱした͖ͬかけは、઒࡚ࢢओ࠵

の中国ஂ࡯ࢹとのަྲྀࣄ業で、ஂ࡯ࢹを୩ޱ製

会があり、ͦのަྲྀのなかかΒઌػ所にটく࡞

代が中国にਐग़することをܾஅしたことによ

る。日本の୩ޱ製࡞所のઃඋを中国΁ૹり、日

本に会社をͩܗけ࢒すが、日本では製造ͤず
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中国ڌ点ͩけで製造するよ͏にした。こ͏した

ܾஅには、όϒϧ่ࡁܦյޙで、୩ޱ金型製

してい܎গしていたことも関ݮ所のड஫ྔが࡞

た。ઃཱ࣌のै業һ数は20໊で、ͦの͏ち金

型関܎は日本ਓ技術ऀ1໊（ઌ代）をؚΈ11໊

が୲当していた。

中国で金型製造を開࢝するが、1997年には

߹ห૬खの国Ӧ企業が౗産してຽӦ化するこ

とになる。ͦの99、ޙ年にはࣈࠇ化をୡ੒し、

੒ܗ෦໳をཱち্͛るものの、ࣄ業はॱௐとは

言͑ず、2000年代においてച্ߴはݮগ޲܏

であͬた。とりΘけ金型については一࣌ظड஫

が΄とΜどなくなるঢ়ଶにまでになͬた。さΒ

に2008年には޻場の౔地が߹ห૬खの国Ӧ企

業の౔地であͬたために政෎にཱちୀ͖要ٻを

される。こ͏したܦӦの଩取りが೉しいঢ়گの

中で、2009年にઌ代かΒ່であり、現ࡏの現

ܧ業ঝࣄにࢯࢠڿཧである小ํܦ௕ʗ૯ࣄ౹

の࿩が࣋ちかけΒれることになる
32

。

小ํࢯはલ৬で海外業຿のݧܦはあͬたも

のの、金型製造΍企業ܦӦについてはまͬたく

のະݧܦであͬた。しかし、2011年にઌ代が

පで౗れてؼٸۓ国すると、小ํࢯが࣮࣭తに

ঝすることとなる（正ܧ、Ӧを୲当ܦのޱभ୩ߌ

式に૯ܦཧにब೚するのは2015年）。

小ํࢯがܧঝしたޙのߌभ୩ޱはさΒにݫ

しいࣄଶに直໘する。ઌૹりになͬていたཱち

ୀ͖要ٻ΁のର応、ै業һのストϥΠΩ΁のର

応、日本ਓ技術ऀであͬたઌ代がいなくなͬた

ことで日本企業との取Ҿがݮগしていくこと΁

のର応、1社ґଘతなܦӦ΁のର応、ͦれに加

͑て、当વ中国での外෦ڥ؀の変化にもର応し

32　小ํࢯࢠڿのࣄ業ঝܧについては、小ํ（2024）も参র。

なければなΒなかͬた。とりΘけ、ਓ݅අにつ

いては、1994年のߌभࢢの1 ϲ月࠷௿௞金210

2021、ݩ860
2015年1、ݩ100
かΒ2010年1ݩ

年2
に্ঢした。当વ、金型製ܹٸ΁とݩ280

造のਓࡐは࠷௿௞金では࠾༻で͖ず、ͦの3 ʙ

4ഒの௞金がඞ要となる（2021年では10
ݩ000

でも࠾༻が೉しいঢ়گにあͬた）。

こ͏したݫしいঢ়گの中でも小ํࢯはߌभ୩

ड़のޙ、の金型製造のੜ産体制を੔͑ながΒޱ

よ͏にͦのありํを変化さͤていく。2016年に

移転（2度໨の移転）する際に、ݸਓࢿ産かΒ

ઃඋ౤ࢿを行い、ͦのޙもઃඋ౤ࢿをしつつ、

ै業һを૿΍して金型෦໳をڧ化していͬた。

2019年はै業һが࠷も多くなͬており、50໊

近くになる。現ࡏでは金型のड஫ྔは、ઌ代࣌

代に࠷も多かͬたਫ४を௒͑るよ͏になり、ച

্は8ഒに৳ͼ、金型෦໳単体でࣈࠇ化するよ

͏になͬた。

（2）杭州谷口精工模具有限公司における金型

製造管理体制の変遷

中国にਐग़した1994年当࣌はϓϥスνοΫ

༻、ϓレス༻の金型を100ˋ内製で製造してい

た（外஫するにも、ͦもͦも外஫で͖る企業が

当࣌はなかͬた）。ػց1୆につ͖1ਓが୲当す

る体制であͬた。2006年にはϓレス金型の製

造を΍めてϓϥスνοΫ型ઐ業とし、ै業һに

単޻ఔ（1୆につ͖1ਓが୲当）ͩけでなく、

ଞの޻ఔの技術शಘを奨励し、ෳ数の޻ఔを

୲当で͖るよ͏にઌ代が技術指ಋするが、これ

はਓྲྀࡐग़などによͬてࣦഊにऴΘͬている。

小ํࢯがࣄ業をঝܧしてかΒは、日本ਓ技
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術ऀであͬたઌ代がいなくなり、ଞの技術ऀも

ྲྀग़し、ઃඋもෆ଍していたঢ়گであͬたので、

技術ྗをߴめるために、ै業һに෯޿いࢹ野を

࣋ͬた多能޻になͬてもΒ͏取り૊Έを行ͬ

た。しかし、2010年代൒ばա͗まで取り૊Ήが、

。よ͏にਐまなかͬた͏ࢥ

こ͏した中で、2010年代ޙ൒になると、中国

ϩーΧϧ企業の外஫ωοトϫーΫをܗ੒するํ

਑に切りସ͑ていく
33

。中国ਐग़当ॳは、外஫

可能な企業ͦのものがଘࡏしなかͬたが、2010

年代中ࠒかΒߌभ୩ޱの要ٻਫ४に見߹͏技

術ྗをߴめている外஫企業がग़現するよ͏にな

ͬていることを小ํࢯは؃取する。ᔳߐলのೡ

೾、༨ᇜ、ߌभなどでは数ਓで޻場を૑業して

໛なまま、ϑϥΠス加ن໛を֦େさͤずに小ن

ઐ໳とܭઐ໳、金型・঎඼ઃ޻ઐ໳、์ి加޻

いͬたよ͏にಛఆ加޻・業຿にಛ化した企業が

外ࢿ製、日本製のػցઃඋなどをಋೖして技

術ྗをߴめ、ࣄ࢓の෯を͛޿るよ͏になͬてい

た。これΒの中国ϩーΧϧ企業と外஫ωοトϫ

ーΫをܗ੒することによͬて金型製造を行͏よ

͏になる。2019年ࠒには、ߌभ୩ޱのઃඋも੔

ͬて͖て、ϓϥスνοΫ型Ҏ外の金型もखがけ

るよ͏になるが、ͦの場߹、ߌभ୩ޱでड஫し

て、外஫するとい͏΍りํで、外஫のग़しํは、

1型をまるごとग़すのではなく、一෦の単޻ఔ

を外஫し、ߌभ୩ޱに໭して、ߌभ୩ޱで૊ཱ

てるよ͏にした。

ͦのޙ、現ࡏでは製造する金型分野をߜり、

ϓϥスνοΫ型をϝΠϯとして、外஫ωοトϫー

Ϋを֦େさͤてར༻しつつも内製を優ઌするํ

਑に切りସ͑た。これはߌभ୩ࣗޱ਎の金型製

33　この点については、小ํ（2025B）も参র。

造の技術ྗがߴまͬたためであり、ͦの中৺に

あͬたのは޿東লで20年Ҏ্の金型製造ݧܦ

をもつ技術ऀ（現޻場௕）,ࢯの֫ಘであͬた。

にೖ社し、当ॳはޱभ୩ߌは2017年にࢯ,

金型෦໳の෦௕であͬたが、؅ཧ能ྗもあͬた

ので、2019年に޻場௕となͬた。ܦӦの؅ཧ

も୲当するよ͏になり、現ࡏは日ৗ業຿全ൠを

؅ཧしている。

の金型ݩのग़਎で、地ࢢڵল঺ߐはᔳࢯ,

東লの中国ϩーΧ޿めでקのࢣをଔ業、Ըߍֶ

ϧの金型企業にۈめるよ͏になͬた。5 ʙ 10ਓ

໛かΒ数ඦਓの金型企業をԿ社も౉りาいن

た。金型のさま͟まな޻ఔを୲当する下ੵΈを

て、金型企業でϦーμー、෦໳௕となͬていܦ

ͬたୟ্͖͛のਓࡐである。たͩし、技術ാग़

਎なので、Ӧ業΍ܦӦのことはۤखで、࿩した

がΒない、いΘΏる৬ਓであり、ܦӦ؅ཧがで

͖るよ͏になͬたのは、ߌभ୩ޱにೖ社してか

Βであͬた。年ྸは50ࡀをա͗たあたりである。

޿はಛघではなく、中国ではࡐのよ͏なਓࢯ,

ൣにଘࡏしているが、୳しにくくなͬている。

小ํࢯは1年近く、஌り߹いのωοトϫーΫを

。てよ͏΍く1ਓを୳し当てたͬ࢖

切ͬてお࢓場௕が金型෦໳のす΂てを取り޻

り、ͦのもとでै業һが֤޻ఔを୲当している

が、ै 業һは単޻ఔしかで͖ないΘけではなく、

ଞの޻ఔも୲当で͖るよ͏に܇࿅されている。

６．調査事例から中国の金型産業の変
容をどう考えるか－おわりにかえて

Ҏ্、中国のϩーΧϧ金型企業2社、およͼ

日ܥ金型企業の1社のྫࣄを見て͖た。ここで、
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3社のྫࣄかΒ中国金型産業の変容について考

͑ることでまとめとしたい。

（1）中国の金型製造現場の人材

まず、中国ϩーΧϧ金型企業A社と#社のࣄ

ྫかΒは、ैདྷの研究で指摘されていたよ͏な

単能޻の分業に基づくੜ産体制とは単७に言͑

ないよ͏な製造現場になͬていることがࣔされ

た。これは、A社、#社のઃܭਓࡐのҭ੒にΈ

Βれるよ͏に製造෦໳の研मを௕ظにΘたͬて

行い、ҭ੒するํ਑がΈΒれること、また、A

社で見ΒれるϓϩηスΤϯδχΞ（޻艺޻ఔ师）

のଘࡏがΈΒれることでࣔࠦされる。ϓϩηス

ΤϯδχΞは、ʮ金型製造޻ఔ全体を౷ׅする

中֩తな໾ׂʯであり、金型製造全体を؅ཧ

するਓࡐとい͑る。ϓϩηスΤϯδχΞは金型

製造のす΂ての޻ఔのݧܦがあるとい͏Θけで

はないが、ෳ数޻ఔのݧܦをもとに全体を౷ׅ

している。#社の場߹は、ϓϩδΣΫト؅ཧऀ

がϓϩηスΤϯδχΞに֘当する。

A社、#社のྫࣄに見Βれるਓࡐの༗り༷は、

ैདྷ、指摘されて͖た中国金型産業の現場ਓࡐ

とはҟなるが、ͦれは中国金型産業のಈ޲のな

かで࠾༻したA社、#社の戦略によるものであ

ͬた。これにはओとして2つのػܖによること

がྫࣄかΒࣔされている。1つは、2000年代に

おける中国ϩーΧϧ金型企業ؒの௿Ձ֨ڝ૪か

Β୤するために2010年代にೖͬてϋΠΤϯυ

の金型製造にγϑトしたことであり、も͏1つ

は、ࣗಈं産業޲けの金型、ಛにE7༻の金型

にγϑトしたことである。このことが金型の඼

٬の開発ஈ階での金型ސ、化ظ୹ೲ、্޲࣭

34　中国のE7産業の発展のなかで中国企業が技術ྗを্޲さͤていͬた点については張（2025）も参র。

企業の関༩を要請し、ͦ れに応͑るためにA社、

#社は技術ྗを্޲する΂く、ͦの1つとして

、のҭ੒ࡐਓܭのよ͏な現場をख़஌したઃه্

金型製造全体に通͡たਓࡐの࠾༻・ҭ੒をする

よ͏になͬたのである（コϩφՒはこ͏した変

化を加଎さͤた໘がある）
34

。たͩし、今ճのΘ

れΘれのௐࠪでは、こ͏したਓࡐが٬ސの製඼

開発にどのよ͏に۩体తに関༩しているかはΘ

かΒなかͬた。また、ैདྷ指摘されていた中国

のਓࡐのྲྀಈ性については、A社、#社のྫࣄ

では௞金のֹߴઃఆによͬてର応しているとの

ことであͬたが、ৄしいことはΘかΒなかͬた。

これΒの点は、今ޙの՝୊としたい。

一ํ、5અでΈたߌभ୩ޱのྫࣄは、日中の

金型産業の技術֨ࠩのΠϝーδにとΒΘれず、

中国金型産業における変容をಡΈ取り、2010

年代ޙ൒かΒ技術ྗが্޲している中国ϩーΧ

ϧ外஫加޻企業とのωοトϫーΫܗ੒΍、金型

ਓࡐの֫ಘによる金型製造技術の্޲に取り

૊Μͩྫࣄと言͑る。小ํࢯによれば、,޻場

௕は、ϓϩηスΤϯδχΞ（޻艺޻ఔ师）に֘

当する。また、技術ྗのある中国のϩーΧϧ金

型企業には基本తにϓϩηスΤϯδχΞがଘࡏ

するとい͏。中国の金型産業の発展の中で஝ੵ

された金型ਓࡐが2010年代ޙ൒Ҏ߱の中国の

金型産業に適߹したܗで活༻されていると言͑

るのである。

（2）日本のローカルルールか、中国でのグロー

バル競争か

ͦれではこ͏した݁Ռ、ैདྷ言Θれていた日

中の金型産業の技術֨ࠩはফ໓したのであΖ͏
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か。この点は、ਓࡐのありํをݕ౼した今ճの

ௐࠪかΒͩけではૣܭに݁論をग़ͤない。しか

し、中国国内で中国ϩーΧϧ金型企業は、ϋΠ

ΤϯυかΒϩーΤϯυ製඼の製造をめ͙ͬてڝ

૪し、技術ߴ度化に取り૊Μでいる。ैདྷかΒ

変容しているのは֬かである。中国は金型のੜ

産ྔ、༌ग़ྔੈք1位となͬており、中国国内

でのڝ૪はάϩーόϧڝ૪ͦのものである。ͦ

͏したなかで、日本の金型製造は技術ྗがߴい

といͬて、ͦの΍りํにࣥݻすることはඞずし

もಘ策ではない
35

。

本ߘでは取り্͛ることがで͖なかͬたが、

中国の金型産業の変容をଊ͑て中国でάϩーό

ϧに金型ࣄ業を展開しているଞの日ܥ金型企業

のྫࣄもある。:社は日本では中小企業ͩが、

中国ではෳ数のڌ点をもͬている（੒ࣄܗ業を

ؚめたै業һ数は全体で3
000໊を௒͑る）
36

。

ͦのߌभの޻場は、中国ڌ点のなかで中৺తな

金型製造の޻場であり、ࣗಈं෦඼の金型を製

造しているが、΄とΜどが外ൢで、ͦの͏ち、

中国国内޲けが3ׂ΄ど、࢒り7ׂはੈք΁の

༌ग़である。:社の技術を͑ࢧているのは

50୆Ҏ্の5࣠加޻のϚγχϯάηϯλー、ͦ

のଞのػցઃඋと金型製造現場全体にਫ਼通し

35　 小ํࢯࢠڿかΒは、ߌभ୩ޱでの࣮際の取ҾྫࣄかΒ日本企業と中国企業の取Ҿのありํ（׳行）のҧいとして࣍のよ͏なことがฉかれた。日本企業と
の取Ҿの場߹、ड஫がܾఆするલの見ੵをग़すஈ階でྲྀಈղੳの݁Ռを提ग़するよ͏に指ࣔされる（これはྲྀಈղੳがແྉαーϏス化していることを
ҙຯする）。また、࣮際に金型を製造、੒ܗしてྲྀಈղੳの݁Ռとҟなると、ྲྀಈղੳをॏࢹしているので੒ܗ৚݅などに໰୊があるとされる。中国企
業との取Ҿの場߹、スϐーυॏࢹ、੒ܗされた現෺の඼࣭ॏࢹのため基本తにはྲྀಈղੳを要ٻされず、ྲྀಈղੳの஫文があるとしても、ͦれはड஫
がܾまͬたޙでのことである（2025年3月4日২田・田中・張によるߌभ୩ޱでの๚໰ௐࠪ）。

36　2025年3月3日২田・田中・張による:社（ߌभ）での๚໰ௐࠪに基づく。
37　2023年11月14日田中による/社΁の๚໰ௐࠪに基づく。

た中国ਓのװ෦ਓࡐୡである（日本ਓ技術ऀは

ৗறしていない）。:社でも΍はり2010年代Ҏ

߱の中国金型産業のڝ૪変化の中で、技術ऀ

をҙࣝతにҭ੒して͖た。

日本国内にのΈڌ点を࣋つ金型企業でも中国

の金型産業の変容をଊ͑てϏδωスϞσϧを構

築しているྫࣄもある。େࡕにあるै業һ

10数໊の金型企業/社は、中国・቏ࢁのै業

һ30໊΄どのϩーΧϧ金型企業とྗڠしてい

る
37

。቏ࢁの金型企業にはϓϩηスΤϯδχΞ

がいて製造を؅ཧしており、コストが҆く、ス

ϐーυがѹ౗తにૣく、技術ྗもある。日本国

内の٬ސの製඼構૝ஈ階で቏ࢁの金型企業に

૊ਤを࡞Βͤて（日本で࡞੒すると4日かかる

が、2日でで͖る）、ͦれをもとに/社と٬ސが

ଧち߹Θͤをし、ͦれを൓өさͤたܗで቏ࢁの

金型企業がઃܭ、製造して日本・/社にೲೖす

る。/社の技術要ٻにे分ର応で͖ている。

日本のものづくりを͑ࢧる中小企業の今ޙを

展๬するためには、ػց޻業のάϩーόϧڝ૪

の中৺地である中国でԿが͖ىているのかを正

֬に見ఆめるඞ要がある。今ճはいくつかのௐ

ࠪかΒのࢼ論のҬをでていないが、今ޙ、多く

の࣮ଶௐࠪが行Θれていく΂͖と考͑る。
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＜ 要　旨 ＞

VUCA時代におけるものづくり中小企業の
国際戦略の再構築

本研究は、ϓϥβ߹ҙޙのԁߴをػܖに日本େ企業の海外ੜ産移؅がਐΈ、下請型ものづ
くり中小企業が海外展開かഇ業かを迫Βれた࣌ظかΒ、コϩφՒޙのԁ҆・Πϯϑレ・গࢠ
౳により、ものづくり中小企業の国際戦略が再ࡋのఀ଺΍ϩγΞ制ࡁܦ化の加଎、中国ྸߴ
ͼॏେな転׵点をܴ͑ていることをഎܠにしている。ಛに、地ํではਓྲྀޱग़がਐΈ、国内
。໘にあるہ೉なࠔ場の֫ಘなしに੒௕はࢢ場のॖ小とコスト૿加に直໘し、海外ࢢ

本研究の໨తは、ෆ҆ఆでෆ࣮֬な7U$A࣌代の中で地ํのものづくり中小企業が国際
戦略を再構築し、どのよ͏な新たな国際戦略Ϟσϧを構築する΂͖かを明Βかにすること、
である。ઌ行研究では、中小企業の国際化は、ஈ階త国際化ཧ論、社会ωοトϫーΫཧ論、Ϙー
ϯ・άϩーόϧཧ論などでٞ論されて͖たが、コϩφՒҎ߱の地政ֶϦスΫ΍ҝସ・෺Ձ変
ಈを౿ま͑、ものづくり中小企業の国際戦略にண໨したطଘ研究はগないとい͑る。ͦこで
本ߘでは、ૣい࣌ظかΒ海外展開を行ͬている（いた）地ํものづくり中小企業4社΁のΠ
ϯλϏϡーௐࠪを࣮施し、ਐग़のಈػとૂい、現ঢ়と՝୊、今ޙの戦略について、分ੳ・考
ࢢ٬௥ਵ΍コストͩけでなく、現地ސ、を行ͬた。ΠϯλϏϡーௐࠪઌ企業の海外ਐग़は࡯
場ର応΍ਓࡐҭ੒をؚΉ多༷な໨తがあり、૊৫ڧ化がਐΉ。しかし、ෳࡶ化する外෦ڥ؀
下で中௕ظతな戦略再構築を迫Βれている。ࢢ場ڥ؀΍ڝ૪構造の変化で戦略త見直しがٻ
めΒれ、単なるコスト移転でなく*T活༻΍現地需要に基づく国際分業体制がॏࢹされる。
海外ਐग़はものづくり中小企業のੜ͖࢒り戦略の一؀であり、٬ސ௥ਵ型かΒ୤٫し、現地
でཱࣗతՁ஋を૑ग़する࣋ଓతな戦略構築がෆ可ܽである。

今ޙは、本研究をύΠϩοトスλσΟとして、ものづくり中小企業500社のࡒ຿σーλに
基づくྔత分ੳと、全国ن໛でのΠϯλϏϡーௐࠪによͬてऩ集したఆ性σーλによる࣭త
分ੳを૊Έ߹Θͤたࠞ߹研究を通͡て、中小企業の国際化が੒௕にどのよ͏にد༩したのか
をղ明し、7U$A࣌代のものづくり中小企業の国際戦略のありํを体ܥ化する。

近 藤 ৴ 一

（ 　　　  　　　 ؠ（  ख ݝ ཱ େ ֶ
૯ ߹ 政 策 ֶ ෦ ڭ त

論 文
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１ .はじめに

1.1　研究背景

ϓϥβ߹ҙޙにおけるԁߴで、日本企業の海

外展開が加଎し、େ企業の海外΁のੜ産ڌ点

の移؅がਐΜͩことにより、下請型ものづくり

中小企業は海外展開するか、ఫୀまたはഇ業

するかのબ୒ࢶに迫Βれ、地Ҭの産業ۭಎ化に

がͬていͬた。ͦして、体ྗのある下請企業ܨ

の多くは海外ਐग़をબ୒した。しかしコϩφՒ

日本企業、ಛにものづくり中小企業を取り、ޙ

巻く外෦ڥ؀に国内外でେ͖な変化がىこͬて

いる。ԁߴ基ௐが҆ഒ政ݖのʮࡾ本の矢ʯ
1

によ

りԁ҆基ௐに変化し、30年数年Ϳりのԁ҆ਫ

४となͬている。また、ࣦΘれた30年といΘれ

たσϑレ基ௐかΒ୤٫しΠϯϑレ࣌代の再౸དྷ

1　第一の矢はେ୾な金༥政策、第ೋの矢はػಈతなࡒ政政策、第ࡾの矢はຽؒ౤ࢿをىשする੒௕戦略、を指す（内ֳ෎ϗーϜϖーδ、2025年6月23日Ӿ
　 ཡ）

がڣばれている。Πϯϑレ࣌代の再౸དྷにより、

θϩ金ར（さΒにはϚΠφス金ར）࣌代がऴᖼ

をܴ͑、金རのある࣌代が再౸དྷしている。Π

ϯϑレ࣌代の再౸དྷはࡐྉߴなどのコスト૿加

となり、金རのある࣌代の再౸དྷはར෷いコス

ト૿加となり、企業ܦӦ、ಛに中小企業ܦӦに

େ͖なӨڹをٴ΅している。また、ैདྷかΒの

গྸߴࢠ化がコϩφՒで加଎し、コϩφՒが明

けた2024年のग़ੜ数も࠷௿をߋ新するなど、

ࣗવݮによるগྸߴࢠ化が加଎している。গࢠ

集中がଓいていることۃ化の中でも東京一ྸߴ

かΒ、චऀのॅډするؠखݝのよ͏な地ํでは

ਓྲྀޱग़とい͏社会ݮによるগྸߴࢠ化も加଎

している。中小企業においては、গྸߴࢠ化の

加଎に加͑て、コストΞοϓによるऩӹѹ迫の

中で、ਓ֬ࡐอのための๷Ӵతな௞্͛を༨

１ .はじめに
　1.1 研究背景

　1.2 本研究の目的

２ .先行研究レビュー
　2.1 既存研究の理論的枠組み

　2.2 日本の中小企業の国際化に関する文献レビ

　　　ュー

３ .インタビュー調査による実態調査の実施、
　  分析と考察
　【質問①】コロナ禍・円安・ウクライナ問題、

　　　　　 そしてトランプ2.0と激動する外部

　　　　　   環境への認識

　【質問②】当初の海外進出の狙いと成果

　【質問③】海外事業の現状と課題

　【質問④】海外進出の今後

　【追加質問】海外進出に悩む中小企業経営者へ

　　　　　　 の提言

４ .インタビュー調査全体からの考察
　4.1 インタビュー調査企業の海外進出経験から

　　　の示唆

　4.2 インタビュー調査企業の海外撤退経験から

　　　の示唆

５ .本稿（パイロットスタディ）の位置づけと
　  今後の研究活動
　5.1 当該研究プロジェクトの研究背景

　5.2 先行研究からみた本研究の位置づけと課題

　5.3 今後の研究活動について
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ّなくされ、さΒにऩӹがѹ迫されるࣄଶにな

ͬている。

海外に໨を転͡れば、これまで国際ࡁܦのけ

ΜҾ໾であͬた#R*$s（#rB[JMɼRVssJBɼ*nEJBɼ

$hJnBɼ4oVth AGrJDB）の͏ち、ಛにੈք2位の

が、ෆಈ産Ձ֨のࡁܦେ国になͬた中国ࡁܦ

下མに൐͏ফඅの௿໎かΒʰ日本化ʱといΘれ

るよ͏なσϑレࡁܦにಥೖしつつある。中国は、

改ֵ開์・ೆ८ߨ࿩Ҏ߱の1990年代ޙ൒かΒ

๛෋な௿௞金࿑ಇऀ（೶ଜかΒのग़Ք͗࿑ಇ

ऀ、೶ຽ޻）をར༻する多国੶企業のੜ産ڌ

点のਐग़によりʮੈքの޻場ʯとなͬた。ͦし

て製造業かΒαーϏス業΁産業構造の転׵が

ਤΒれる中、࿑ಇऀの所ಘも্޲し๲େな中ؒ

૚がܗ੒されることでʮੈքのࢢ場ʯとなり、

中国ࢢ場を໨指して多国੶企業がൢചڌ点を

ਐग़さͤていͬた。しかし、2024年、中国΁の

ର外直઀౤ࢿは3年࿈ଓのݮগとなͬた。ϩγ

Ξも΢ΫϥΠφฆ૪によりࡁܦ制ࡋ下にあり、

多国੶企業が活ಈするࢿ本ओٛॾ国のྖҬか

Β཭୤している。

日本企業の国際戦略、ಛに下請型ものづくり

中小企業の国際戦略では、਌企業を中৺とした

国際తな企業ؒ分業構造の構築、いΘΏるάϩ

ーόϧ・αϓϥΠνΣーϯの構築に取りࠐまれ

ることをҙຯしていた。しかし、਌企業のάϩ

ーόϧ・αϓϥΠνΣーϯがෆ࣮֬・ෆ҆ఆな

外෦ڥ؀により再構築を迫Βれており、下請型

ものづくり中小企業もͦのӨڹをडけている。

2　近藤৴一（2012）h 中国・λΠ・ϕトφϜ ֤国ࣄ業ڥ؀ௐࠪใࠂॻʵ海外展開に޲けたख法と՝୊ʵ （ɦฏ੒23年度ࢁསݝ海外ࢢ場ڥ؀ௐࠪࣄ業ɼҕୗݩɿ 

ݝསࢁ　　ҕୗઌɿ）一ػ（ࡒցৼڠڵ会 ࡁܦ研究所）ɼಉ（2013）ʮػց関࿈中小企業のϕトφϜਐग़に関する一考࡯ʯh ΞδΞܦӦ研究ʱ/o.19ɼΞδΞ
ցઃඋ関࿈の中小企業のର中ϏδωスのέーススλσΟʵʯhػӦֶ会ฤɼ།ֶॻ๪ɼpp.143�156ɼಉ（2014B）ʮ中国ਐग़のਂ化ʵਫ਼ີܦ 　 ΞδΞଠฏ༸
　 ౼究ʱ/o.22（.BrDh 2014）ɼૣҴ田େֶΞδΞଠฏ༸研究ηϯλーɼpp.179�193ɼಉ（2014C）ʮిػ産業における製造ҕୗの֦େによるαϓϥΠνΣー
　　ϯの変化がٴ΅すిࢠ෦඼ٴͼిࢠσόΠスとಉ製造૷ஔϝーΧーのࣄ業戦略΁のӨڹʯh ΞδΞܦӦ研究ʱ第20号ɼΞδΞܦӦֶ会ฤɼѪஐग़൛ɼ
　　pp.77�90ɼಉ（2019）ʮ中小企業の国際化の新Ϟσϧ໛ࡧʕؠखݝ中小企業にରする࣮ଶௐࠪかΒの考࡯ʕʯh ڵցৼػ（ࡒ一）研究ʱ/o.50ɼࡁܦցػ
。研究所ɼpp.1�25ࡁܦ 会ڠ 　

これは、ものづくり中小企業の国際化、国際戦

略にとͬて転׵点となるとい͑る。

චऀは、国際ܦӦ戦略論をઐ໳とし、これま

でものづくり中小企業の海外展開について、ෳ

数の࣮ূ研究を行ͬて͖ている
2

。しかし、本

研究のҎલのௐࠪ研究は、コϩφՒҎલの外

෦ڥ؀下での࣮ଶௐࠪである。またචऀは、近

藤৴一（2022）においてコϩφՒがʮ݁Ռʯと

してʮ戦略の転׵点になͬたʯとしてଊ͑てい

るものの、国際戦略の転׵点になͬたとはଊ͑

ていなかͬた。コϩφՒޙの国内外の外෦ڥ؀

の変化が、構造తなものであるとすれば、લड़

のよ͏に中小企業の国際化΍国際戦略のେ͖な

転ظ׵になると考͑Βれる。

1.2　本研究の目的

本研究の研究໨తは、্هのよ͏な日本企業

を取り巻く外෦ڥ؀の変化をडけて、ෆ࣮֬性・

ෆ҆ఆ性がߴまͬた7U$A（7oMBtJMJtZ（変ಈ

性）、UnDertBJntZ（ෆ࣮֬性）、$oNpMeYJtZ（ෳ

、性）、ANCJHVJtZ（ᐆດ性））࣌代においてࡶ

地ํにཱ地する地Ҭものづくり中小企業の国際

戦略の再構築を行͏こと、ͦして新たな国際戦

略Ϟσϧを構築すること、である。地ํにཱ地

するものづくり中小企業では、લड़のよ͏にਓ

ಅ΍ߴྉՁ֨のࡐ、場がॖ小しࢢগによりݮޱ

ਓ݅අの্ঢなどのコストΞοϓ要ҼかΒ、海

外ࢢ場の֫ಘなくして੒௕はありಘない࣌代に

ಥೖしている。一ํでは、新たな外෦ڥ؀のग़
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現により、新たな外෦ڥ؀にର応した国際戦略

の構築（طにਐग़している企業にとͬては国際

戦略の再構築）がඞ要であるとい͑る。

２ .先行研究レビュー

2.1　既存研究の理論的枠組み

Ҏ下では、日本の中小企業の国際化に関する

ઌ行研究を、ཧ論త࿮૊Έと࣮ূత研究に分

けてৄࡉに੔ཧし、今ޙの研究およͼ࣮ફ΁

のࣔࠦを提ࣔする。まず、ཧ論త࿮૊Έである。

一つ໨は、ஈ階త国際 化ཧ論（UppsBMB 

.oEeM）である。ஈ階Ϟσϧは、企業が国際化

においてϦスΫをճආするためにஈ階తにࢢ場

関༩をਂめていくとするཧ論である（+ohBnson 

� 7BhMneɼ1977）。एਿΒ（2008）は、+ETR0

ௐࠪに基づ͖、このཧ論が日本の中小企業のਐ

ग़ॳظஈ階に༗ޮであることを指摘している。

ೋつ໨が、社会ωοトϫーΫཧ論（4oDJBM 

/etwork TheorZ）である。社会ωοトϫーΫ

ཧ論に基づ͖、企業ؒ・ػ関ؒの৴པと関܎性

が 国 際 化 の ݤ と な ると い ͏ ࢹ 点 で あ る

（(rBnoWetterɼ1985）。඿ޱ৳明（2008）は、

ΞδΞࢢ場にਐग़する日本の中小企業が現地ύ

ートφー΍業քஂ体との関܎を通͡て参ೖোน

をࠀ෰しているྫࣄを分ੳしている。

 つ໨が、Ϙーϯ・άϩーόϧཧ論（#ornࡾ

(MoCBM TheorZ）である。લड़のஈ階Ϟσϧでは、

企業はまず国内ࢢ場で੒ख़し、ݧܦと能ྗをੵ

ΈながΒঃʑに国際化すると考͑Βれていた。

これにରしてϘーϯ・άϩーόϧཧ論は૑業ॳ

場をओたるλーήοトとしてࢢஈ階かΒ海外ظ

行 ಈ す る 企 業 ྨ 型 で あ る（,nJHht � 

$BWVsHJM
1996）。஑্ॏ 、本խ基（2013）はࢁี・

日本における*T・σβΠϯ関࿈中小企業がこ

のλΠϓに֘当し、ैདྷ型のஈ階Ϟσϧではઆ

明ࠔ೉な国際化ύλーϯであるとした。

2.2　日本の中小企業の国際化に関する文献

　　 レビュー

େ企業にൺ΂てܦӦݯࢿがઈରతかつ߃ৗ

తに๡しい中小企業はಛ༗の՝୊を๊͑てお

り、ͦれにର応するܗで༷ʑな研究が஝ੵされ

て͖た。ͦして、中小企業の国際化がਐΉに൐

い関࿈する࣮ূత研究が஝ੵされて͖た。

中小企業の国際化ٴͼ国際戦略に関するઌ

行研究では、୮下ӳ明が2010年Ҏ߱のઌ行研

究をレϏϡーし、現ࡏの౸ୡ点と今ޙの՝୊に

ついて論͡ている（୮下ɼ2023）。ͦの݁Ռ、

Ҏ下の2点を明Βかにしている。第一に、中小

企業の海外ਐग़にண໨した研究をΈると、研究

の焦点が変化している。۩体తには、ᶃ海外ࢢ

場開୓、ᶄඇ製造業、ᶅٸਐతな国際化（Ϙ

ーϯ・άϩーόϧ企業）、ᶆӽڥE$΍トϥϯス

φγϣφϧ૑業などの多༷なਐग़ܗଶにண໨し

た研究がΈΒれる。第ೋに、中小企業における

海外ਐग़ޙにண໨した研究をΈても、研究の焦

点が変化している。۩体తには、ᶃ海外ࢠ会

社におけるൢചなどの新たなػ能の֫ಘ、ᶄ外

国ਓਓࡐの活༻など海外ࢠ会社のϚωδϝϯ

ト、ᶅ日本国内ڌ点にϓϥスのӨڹをٴ΅すϧ

ートのղ明にண໨した研究がΈΒれる。

また、日本の中小企業の海外ਐग़と地Ҭࡁܦ

の活性化についてはࠤ、 ஛ོ幸（2014）がある。

ಉॻは、企業のάϩーόϧ戦略をࢧԉすること

が地Ҭࡁܦに޷Өڹをٴ΅すとのࢹ点にཱち、

άϩーόϧ化΁のର応の࣮ଶをূݕしている。
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企業΁の࣮ଶௐࠪかΒ、ਐग़࣌点のಈܗ、ػଶ、

現ঢ়΍՝୊などを明Βかにし、今ޙの可能性と

地ํ行政のࢧԉ策についてݕ౼している。

さΒに、ものづくり中小企業の国際化戦略に

ついては、ߴ橋文行（2017BɼC）がある。ಉ

論文は、ΞδΞ新ڵ国・開発్্国΁の展開を

໨指す日本のものづくり中小企業をର৅に、ਐ

ग़ಈػ、戦略のܦ年変化、੒ޭ要Ҽなどを࣮

ূతに研究することで、ものづくり中小企業の

国際化戦略を分ੳしている。

しかし、طଘ研究においては、2020年Ҏ߱

のコϩφՒ、ԁ҆、Πϯϑレ、トϥϯϓ関税など、

中小企業を取り巻く国際政࣏、国際ࡁܦ、国際

社会、地政ֶ、地ֶܦなどの外෦ڥ؀の構造

త変化を౿ま͑た国際戦略΁のӨڹを࣮ূత

に論͡たઌ行研究は見当たΒない。

３ . インタビュー調査による実態調査
　　の実施、分析と考察

本ߘは、ޙड़する研究՝୊（Պ研අ・基盤

研究#）のύΠϩοトスλσΟとしての位ஔ෇

けであり、ൺֱతૣいஈ階かΒ海外ਐग़してい

る地ํのものづくり中小企業4社にରして、࣮

ଶௐࠪを࣮施した。͏ち1社はطに海外かΒఫ

ୀをしている企業である。

࣮ଶௐࠪでは、ൺֱతૣい࣌ظに海外ਐग़

をՌたした地ํのものづくり中小企業の国際戦

略の੹೚ऀ（ܦӦ૚）にରして、ΠϯλϏϡー

ௐࠪを࣮施した。۩体తには、̡ ࣭໰ᶃʳコϩ

φՒ・ԁ҆・΢ΫϥΠφ໰୊、ͦしてトϥϯϓ

2.0とܹಈする外෦ڥ؀΁のೝࣝ（一࣌త変化

か、構造త変化か）を౿ま͑て、̡ ࣭໰ᶄʳ当

ॳの海外ਐग़のૂいと੒Ռ、̡ ࣭໰ᶅʳ海外ࣄ

業の現ঢ়と՝୊、̡ ࣭໰ᶆʳ海外ਐग़の今ޙ、

について、当֘企業の国際戦略を୲当する（し

て͖た）ܦӦऀ૚にରして൒構造化ΠϯλϏϡ

ーௐࠪを࣮施し、ఆ性σーλをऩ集した。൒構

造化ΠϯλϏϡーௐࠪを࣮施したཧ༝は、国際

戦略はΠϯλϏϡーௐࠪର৅の֤社にとͬて、

製඼΍ϏδωスϞσϧ、อ༗するܦӦݯࢿなど

がେ͖くҟなること、ର৅となる中小企業の業

छ・ن໛・ਐग़࣌ظ・ਐग़国などがҟなること、

国際戦略とい͏全社戦略についてܦӦऀのܾ

அ΍൑அ、ͦのഎܠについてのσーλをಘるඞ

要があͬたこと、かΒΠϯλϏϡーの中でਂ۷

りで͖る൒構造化ΠϯλϏϡーௐࠪがσーλऩ

集ํ法として࠷適であると考͑たためである。
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年月 海外事業を中心とした同社の沿革
1977年9月 岩手県花巻市円万寺に(有)アイオー精密を設立
1991年9月 遠野工場が操業開始
1997年9月 遠野工場を増築
2000年10月 遠野工場を移転し東和工場が操業開始
2004年4月 中華人民共和国江蘇省無錫市に現地法人を設立
2006年7月 東和工場を増改築
2007年9月 神戸工場、操業開始
2013年8月 中華人民共和国江蘇省南通市に現地法人を設立
2017年5月 本社移転
2019年1月 東和工場増築

年 出来事
1970年 会社設立
1988年 NSU社（米国）設立、広島工場新設
1994年 NSG社（ドイツ）設立、可児第2工場新設
1997年 NSUK社（英国）設立
2000年 NTB社（ウクライナ）設立、可児第3工場新設
2002年 NSCZ社（チェコ）設立、可児第4工場新設
2003年 NS－THAI社（タイ）設立
2004年 NSC社（中国・河北省）設立
2005年 NSD社（中国・大連）設立
2012年 NSCH社（中国湖南省）設立
2013年 NSI社（インドネシア）設立
2015年 NSMX メキシコ工場設立
2019年 NSF 中国／佛山工場設立

ग़所）ಉ社)1よりචऀ࡞੒

ʬΠϯλϏϡーௐࠪର৅企業Ϧストʭ

ᶃ　᷂χϡートϯ（本社所ࡏ地ɿؠखݝീ഼ฏࢢ）

　　ΠϯλϏϡーௐࠪ日ఔɿ2025年4月16日、ΠϯλϏϡーௐࠪํ法ɿର໘

　　ΠϯλϏϡーௐࠪର応ऀɿ代表取締໾会௕　田໘໦఩໵ࢯ

ᶄ　᷂ΞΠΦーਫ਼ີ（本社所ࡏ地ɿؠखݝՖ巻ࢢ）

　　ΠϯλϏϡーௐࠪ日ఔɿ2025年4月28日、ΠϯλϏϡーௐࠪํ法ɿର໘

　　ΠϯλϏϡーௐࠪର応ऀɿ代表取締໾社௕　َ༄一ࢯ޺

年月 海外事業を中心とした同社の沿革
1986年9月 (有)トーノ精密西根工場として稼働
1994年2月 SAN-TOHNO Ltd. (Hong Kong) 設立
1994年5月 三多楽精密注塑(深圳)有限公司設立
1996年6月 PTON CORPORATION 設立
2000年3月 (株)ニュートンとして分社
2000年4月 工場増築
2003年2月 三多楽精密注塑(深圳)有限公司工場移転
2004年6月 昆山三多楽電子有限公司設立
2011年10月 THAI NEWTON Co., Ltd. 設立
2014年9月 SAN-TOHNO Ltd. (Hong Kong) 株式譲渡
2017年6月 昆山三多楽電子有限公司株式譲渡
2021年11月 第二工場稼働
2022年8月 PTON CORPORATION 会社清算開始

図表1　㈱ニュートンの海外展開の沿革

ग़所）ಉ社)1よりචऀ࡞੒

図表2　㈱アイオー精密の海外展開の沿革
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ᶅ　中઒産業᷂（本社所ࡏ地ɿѪ஌ࢢࢁݘݝ）

　　ΠϯλϏϡーௐࠪ日ఔɿ2025年5月16日、ΠϯλϏϡーௐࠪํ法ɿର໘

　　ΠϯλϏϡーௐࠪର応ऀɿ代表取締໾෭社௕　中઒ܟষࢯ

ᶆ　T社（本社所ࡏ地ɿʵ）

　　ΠϯλϏϡーௐࠪ日ఔɿ2025年5月22日、ΠϯλϏϡーௐࠪํ法ɿର໘

　　ΠϯλϏϡーௐࠪର応ऀɿઐ຿取締໾　:ࢯ
3

3　T社の:ࢯ΁のΠϯλϏϡーௐࠪ内容については、:ࢯのݧܦに基づく஌見によるࢲ見であり、ಉ社のҙ見を代表しているものではない。

年月 海外事業を中心とした同社の沿革
1977年9月 岩手県花巻市円万寺に(有)アイオー精密を設立
1991年9月 遠野工場が操業開始
1997年9月 遠野工場を増築
2000年10月 遠野工場を移転し東和工場が操業開始
2004年4月 中華人民共和国江蘇省無錫市に現地法人を設立
2006年7月 東和工場を増改築
2007年9月 神戸工場、操業開始
2013年8月 中華人民共和国江蘇省南通市に現地法人を設立
2017年5月 本社移転
2019年1月 東和工場増築

年 出来事
1970年 会社設立
1988年 NSU社（米国）設立、広島工場新設
1994年 NSG社（ドイツ）設立、可児第2工場新設
1997年 NSUK社（英国）設立
2000年 NTB社（ウクライナ）設立、可児第3工場新設
2002年 NSCZ社（チェコ）設立、可児第4工場新設
2003年 NS－THAI社（タイ）設立
2004年 NSC社（中国・河北省）設立
2005年 NSD社（中国・大連）設立
2012年 NSCH社（中国湖南省）設立
2013年 NSI社（インドネシア）設立
2015年 NSMX メキシコ工場設立
2019年 NSF 中国／佛山工場設立

ग़所）ಉ社)1よりචऀ࡞੒

図表3　中川産業㈱の海外展開の沿革

年 月 出来事
1994年 4月 P駐在事務所開設

9月 A市の現地企業に技術供与
1995年 6月 SH省に合弁企業設立
1996年 7月 SH省の現地企業に技術供与
2000年 1月 SH省に合弁企業設立
2001年 8月 SH省に独資企業設立
2003年 3月 CH市合弁企業設立

4月 S駐在員事務所を開設
2004年 12月 Tに合弁企業設立
2005年 9月 QI市に独資企業設立
2005年 11月 S市に合弁企業設立
2010年 8月 SK国に合弁企業設立
2011年 1月 Tの合弁企業を子会社化
2017年 2月 SI駐在員事務所設立
2018年 7月 SI駐在員事務所を現地法人化

図表4　T社の海外展開の沿革

ग़所）ಉ社)1よりචऀ࡞੒
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【質問①】コロナ禍・円安・ウクライナ問題、

　　　　そしてトランプ2.0と激動する外

　　　 　部環境への認識

トランプ政権下の保護主義的政策は、単なる

一時的措置ではなく中長期的に継続する可能

性が高い。中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪで

は、ʮ国際తな外෦ڥ؀についてのೝࣝでは、

たと͑ばトϥϯϓ政ݖ下における関税ાஔは一

࣌త要ૉもؚΉものの、今ޙの政ަݖ代΍ڞ

࿨ౘのಈ࣍޲第では中௕ظతにܧଓする可能

性がߴいとの見ํがࣔされた。ಛに米国内のอ

क૚、いΘΏるʮレουωοΫʯ૚によるڧい

することかΒ、ର日༌ೖ඼΁のࡏ基盤がଘ࣋ࢧ

まれる。ʯとい͏。円安ࠐଓが見ܧ制࢟੎もن

進行による購買力低下や国際的評価の低下は、

日本が「高度な製造国」でなくなりつつあるこ

とを示している。T社΁のΠϯλϏϡーௐࠪで

は、ʮこのよ͏な࣌代において、国際తなҝସ

ಈ޲は৅௃తな変化の一つである。かつて1υ

ϧ70ԁ୆とい͏௒ԁߴをݧܦした日本ԁは、

2024年には150ԁを௒͑、160ԁに迫るਫ४ま

で下མした。このҝସਫ४のେ෯な変化は、日

本の国際తなߪങྗ、ͻいては国ՈとしてのՁ

஋の௿下をࣔしているとのೝࣝがある。中国な

どの海外ࢢ場かΒ見た場߹、日本はもは΍ߴ度

な製造国としてのධՁをҡ࣋し͖れておΒず、

ʮত࿨のものづくりʯにとどまͬているとい͏Π

ϝーδが࢒ଘしているとい͏。ʯとい͏コϝϯト

があͬた。マニュアル化・標準化の進行は品質

面では意義があるが、現場の工夫や誇りを失

わせ、日本の強みを弱めている。さΒに、T社

΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮ日本社会におけ

るものづくり文化は、かつてのよ͏なʮ৬ਓ技ʯ

΍ࣗ཯తな現場ྗによͬて͑ࢧΒれて͖たが、

近年はͦのྗがബれて͖ているとい͏。Ϛχϡ

Ξϧ化のਐ行は、඼࣭のඪ४化とい͏点ではҙ

ٛがあるものの、現場の޻෉΍ތりをଛな͏Ϧ

スΫをሃΜでおり、製造現場におけるॊೈ性΍

૑造性がࣦΘれつつあるとΈている。ʯとのコ

ϝϯトがあͬた。日本の無形価値（誠実さ・丁

寧さなど）を「効果的に見せる力」の弱さが国

際評価低下の一因である。一ํで、T社΁のΠ

ϯλϏϡーௐࠪでは、ʮこ͏したঢ়گにおいて

も、日本の࣋つ国ຽの੣࣮さ΍ஸೡなࣄ࢓Ϳり

といͬたແܗՁ஋は、今なお国際తに見ても際

ཱͬているとい͏。໰୊は、これΒのՁ஋をい

かにޮՌతにʮ఻͑るかʯʮ見ͤるかʯとい͏

点にあり、日本企業΍政෎による発৴ྗのऑさ

が国際తなධՁの௿下をটいているとい͏構造

త՝୊がある。ʯとのҙ見をいたͩいた。

現在の外部環境は、一時的な変動ではなく

複数要因が絡み合う構造的変化であり、中長

期戦略の再構築が必要である。T社のΠϯλϏ

ϡーௐࠪでは、ʮ૯͡て言͑ば、現ࡏの外෦؀

は単なる一࣌త変ಈではなく、ෳ数の地政ֶڥ

త・ࡁܦత・文化త要ҼがෳࡶにབྷΈ߹ͬた

構造త変化であるとଊ͑る΂͖であり、日本企

業はこれをલ提に中௕ظతな戦略再構築を迫Β

れているとのೝࣝである。ʯとのコϝϯトがあ

ͬた。自動車業界の構造変化（エンジン車から

電動車への移行）は、関連企業の経営基盤の

根本的再構築を迫っている。ಉ༷にࣗಈं産業

にଐする中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪで

も、ʮこれΒの՝୊は୹ظతなコスト؅ཧの໰

୊にとどまΒず、産業構造の転ظ׵に直໘して

いるࣗಈं業ք全体に関Θる௕ظతな՝୊で
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あるとೝࣝしている。ྫ͑ば、ΤϯδϯंかΒ

ిಈं΁の移行といͬた構造తな変化は、製඼

構੒、αϓϥΠνΣーϯ構築、Ձܾ֨ఆϝΧχ

ζϜにࢸるまで、企業のܦӦ基盤ͦのものにࠜ

本తな再構築を迫ͬている。ʯとのコϝϯトが

あͬた。

【質問②】当初の海外進出の狙いと成果

日本の中小企業は、顧客企業の要請や現地

市場のニーズに応じて海外進出を行ってきた

が、その動機・背景は多様である。᷂χϡート

ϯ΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮਐग़当ॳの໨

తは明֬で、海外にओ要٬ސがډたため、ސ

٬に近い場所でのੜ産がٻめΒれていたかΒで

ある。また、ै業һのڭҭ（ਓࡐҭ੒）とい͏

ଆ໘もあͬた。ʯとい͏。また、᷂ΞΠΦーਫ਼

ີ΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮਐग़の࠷େの

化ڧは、ಉ社のओ要取Ҿઌが現地法ਓのػܖ

をਐめ、日本かΒの༌ग़඼ͩけでなく、現地ௐ

ୡ・現地ੜ産による地産地ফϞσϧを構築しよ

͏としていたことにある。しかし、当࣌の中国

はେྔੜ産をಘҙとする企業が多く、小ϩοト・

多඼छ・୹ೲظにର応で͖る企業はඇৗにগな

かͬたためओ要取ҾઌかΒ日本のαϓϥΠϠー

に現地ਐग़をଅすಈ͖があͬたのである。ಉ社

もͦの一؀で੠をかけΒれ、現地ਐग़した。ʯ

とのことである。さΒに、中઒産業᷂は、ʮͦ

のޙのਐग़は、ܭըతとい͏よりも、٬ސかΒ

の要請΍現地ࢢ場のχーζに応͡たॊೈなର

応がओであͬた。ಛに東ೆΞδΞ΍中国といͬ

た新ࢢڵ場において、٬ސ企業の国際展開に

ઌճりするܗで現地ڌ点を੔උし、h に४උط

は੔ͬているʱとଈ応で͖る体制を構築するこ

とで、ڝ૪優位を֬อして͖ている。ʯとい͏。

ものづくり中小企業においては、大量生産を

得意とする中国市場において、日本の中小企業

が少量多品種・短納期モデルをどう展開するか

が課題であった。᷂ΞΠΦーਫ਼ີによると、ʮಉ

社が日本国内で展開していたʰ多඼छগྔ・୹

ೲظର応型ʱのϏδωスϞσϧを中国でも展開

し、কདྷతには੒௕が見ࠐまれるFA（FBDtorZ 

AVtoNBtJon）ࢢ場΁の֦څڙେを໨指してい

た。ʯとい͏。海外進出の成功は必ずしも国内

生産の縮小を意味せず、むしろ国内の意識改

革や生産性向上に寄与している場合がある。

᷂ΞΠΦーਫ਼ີでは、ʮ当࣌、ࢲたちは地ํの

中小企業とい͏ཱ場ͩͬたが、中国にਐग़した

ことによͬて、中国国内のコスト֮ײをഽでཧ

ղで͖たとい͏のはେ͖なऩ֭ͩͬた。現地で

ੜ産体制をཱ֬するͩけでなく、h これくΒい

のコストでこれͩけの製඼がで͖るʱとい͏ײ

֮を਎につけることがで͖、ͦれを日本でのܦ

Ӧにも活かしたのである。ྫ͑ば、h もͬと日

本でもコストを下͛なければいけないʱh σδ

λϧ化をਐめてੜ産ޮ཰を্͛なければいけな

いʱといͬたҙࣝ改ֵにつながͬた。ʯとい͏。

また、中઒産業᷂では、ʮ国内ࢢ場がॖ小޲܏

にある中、多くの企業はάϩーόϧな੒௕ػ会

をଊ͑ることで、ࣄ業ܧଓと発展をਤͬたので

ある。一ํで、ಉ社は、海外ਐग़によͬて国内

ੜ産がॖ小したとい͏࣮ײは࣋ͬておΒず、Ή

しΖࣗಈं業ք全体の需要֦େにより、૯ੜ産

ྔが૿加したہ໘が多かͬたことかΒ、海外展

開が国内業຿をѹ迫することはなかͬた。ʯと

い͏。

海外進出には、初期の生産コスト低減や市場
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拡大を狙う目的だけでなく、現地人材の育成・

権限移譲による組織成長を目指す側面もある。

᷂χϡートϯでは、ʮ現地法ਓを優लな現地੹

೚ऀにച٫するとい͏൑அも行ͬている。これ

は、中国国内で日本ਓのཱ場がঃʑにݫしくな

ͬて͖たとい͏ೝࣝがあͬたかΒである。ʯとい

͏。また、中઒産業᷂でもʮ現地のϩーΧϧス

λοϑ΁のݶݖ移ৡがਐめΒれており、ա10ڈ

年ؒで日本ਓறࡏһを全һఫୀさͤ、現地のܦ

Ӧを׬全にϩーΧϧਓࡐにҕͶる体制が構築さ

れた。この取り૊Έは、単なるコストݮ࡟策で

はなく、現地スλοϑのϞνϕーγϣϯ্޲΍

ਓࡐҭ੒にもେ͖くد༩している。࣮際に、޻

場࡞業һかΒ޻場௕にঢਐするྫも見Βれ、૊

৫の੒௕につながͬている。ʯとい͏。

一ํで、中国進出においては、政治・法律リ

スクや模倣品問題など、外部環境の不確実性

が大きな課題となっている。᷂χϡートϯは、

ʮ現地の中国ਓスλοϑはඇৗに優लͩͬたが、

中国の法཯΍政࣏ঢ়گ、ಛにश近ฏ政ݖ下で

の౷制ڧ化΍൓スύΠ法
4

の制ఆなどにڧいة

を๊くよ͏になͬた。中国の国Ոとしてのײػ

৴པ性にෆ҆を͡ײ、ै業һの҆全を࠷優ઌ

してఫୀをܾஅしている。ʯとい͏。T社も、ʮ一

ํで、ࢢ場での੒ޭは໛฿඼のຮԆとい͏෭࡞

༻もҾ͖ىこした。ಉ༷の現地の製造企業が

50社Ҏ্ཚཱし、多くがΧλϩά、製඼༷࢓、

外؍までもコϐーしたঢ়ଶで参ೖした。݁Ռと

して、໛฿඼のྲྀ通がৗଶ化し、ಉ社はいくつ

かのࡋ൑を๊͑ることとなͬた。ͦれでも、製

඼の඼࣭΍҆ఆڅڙ能ྗによͬて一ఆのڝ૪

4　中国のʮ൓スύΠ法ʯは、2014年11月1日、श近ฏ政ݖにおいて、中国のཱ法ػ関である全国ਓຽ代表େ会ৗ຿ҕһ会で可ܾޙにଈ日施行されている。
　  さΒに、2023年4月26日には、ʮ൓スύΠ法ʯの改正法が可ܾ・੒ཱ、7月1日かΒ施行され、ڧ化されている。

優位性をҡ࣋して͖た。ʯとड़΂ている。ͦ こで、

各企業は政変や資産没収リスクに備え、撤退

しやすい形態（レンタル工場など）や資産分散

を戦略的に選択している。中઒産業᷂΁のΠϯ

λϏϡーௐࠪでは、ʮこれはॳめかΒϦスΫを

૝ఆし、レϯλϧ޻場を༻いるなど、ఫୀし΍

すいܗଶでのਐग़であͬた。今ޙのڌ点ҡ࣋

に関しても、ࢿ産の集中をආけ、内෦ཹอを཈

制するํ਑が࠾Βれている。ࢿ産຅ऩϦスΫな

どにඋ͑た体制੔උがਤΒれており、これがϦ

スΫϚωδϝϯト戦略の中֩をなしている。ʯと

い͏。海外ਐग़に൐͏ʮఫୀʯのҙܾࢥఆは、

λΠϛϯάと४උがॏ要であり、ૣظにݥةを

ࣄ஌してఫୀした࡯ （ྫ᷂χϡートϯ）もある。

ಉ社΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮಉ社の中国

かΒのఫୀは、当࣌の一ൠతな෩ைʵ中小企業

もؚめて中国΁の海外ਐग़が多かͬたʵとはҟ

なり、かなりૣい࣌ظでのఫୀͩͬたとい͑る。

当࣌、全国తにも中国ਐग़のػӡがߴまͬてい

た中で、ಉ社の൑அはඇৗにઌ見తͩͬたとい

͑る。h 当࣌かΒʮこれはةないʯと͡ײていた。ɦ

といい、h いつఫୀするかを考͑ながΒ४උを

ਐめていた。ɦ とい͏。ʯことである。

【質問③】海外事業の現状と課題

まず、֤社にڞ通するのは海外拠点の維持・

発展には、現地責任者や現地人材の育成・活

用が不可欠である。᷂χϡートϯ（λΠ޻場）

では、ʮλΠ޻場については、もともとʰ΍りた

いʱとਃしग़たै業һがいたため、ͦのҙཉを

ଚॏしてਐग़している。ͦのࣄ、ޙ業はॱௐに
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֦େし、現ࡏにࢸるまでܧଓしている。たͩし、

ͦのै業һはすでにୀ৬しており、現ࡏはผの

੹೚ऀがӡӦを୲ͬている。ʜ（中略）ʜこ͏

した࢓૊Έを構築で͖たのは、現地にしͬかり

とした੹೚ऀがいたかΒであるとい͏。また、

日本かΒલ೚の޻場௕が現地に౉り、޻ఔ؅ཧ

かΒ現場の੔ཧ੔಴などをపఈし、װ෦スλο

ϑをす΂て現地࠾༻でݻめた。こ͏した体制が、

現ࡏのλΠ޻場を͑ࢧるபとなͬている。ʯと

い͏。また、ಉ社の中国ٴͼϑΟϦϐϯかΒの

ఫୀでは、ʮh もし現地で৴པで͖るਓࡐがいた

Β、ܧଓもありಘたのであΖ͏か。ɦ とい͏࣭

໰にରして、田໘໦ࢯはʰͦの可能性はあͬた

と考͑Βれる。たͩ、現࣮にはͦ͏したਓࡐが

ҭͬていなかͬたのが࣮৘である。ɦ とのこと

ͩͬた。ಉ社はϓϥスνοΫ製඼の製造をओ࣠

にしており、ඞ要なスΩϧηοトはඇৗに෯޿

い。ͦ͏いͬた全体૾をཧղし、੹೚を࣋ͬて

೚ͤΒれるਓࡐは、なかなかҭちにくいのが࣮

৘であるとい͏。ʯとのことであͬた。T社でも、

ʮ現地法ਓには΄΅す΂て中国ਓスλοϑが഑

ஔされており、本社かΒ೿ݣされている日本ਓ

は1໊のΈとい͏పఈした現地化がਐめΒれて

いる。ಛに、௕年にΘたͬて通༁として৴པ関

は現地法ਓのࡏを築いて͖たスλοϑが、現܎

૯ܦཧとして活༂しており、ࡒ຿໘でも数ԯԁ

を࣋ͬている点は஫໨に஋する。ʯݖྔࡋ໛のن

と現地化が当ॳかΒਐめΒれていた。

しかしながΒ、海外拠点の戦略的な存廃は、

地政学リスクや市場の構造変化に大きく左右さ

れる。᷂ΞΠΦーਫ਼ີでは、ʮ中国のFAࢢ場

の੒௕が、2010年代にೖͬたࠒかΒಷ化し࢝

めた。ಛに、コϩφՒҎલの米中๵қຎࡲ、い

ΘΏるʰトϥϯϓ1.0ʱの࣌ظあたりかΒ੒௕が

、まり࢝めたのである。ʜ（中略）ʜಉ社ではࢭ

中国のFAࢢ場の変化に関して、2017年かΒ

2019年ࠒが一つの転׵点ͩͬたのではないか

と͡ײている。ʯとい͏。また、中઒産業 ᷂でも、

ʮࣗಈं業ք全体が構造త変化とݫしいڝ૪؀

点もͦڌに直໘している中、当֘企業の海外ڥ

のӨڹをडけている。かつてのよ͏なੵۃత֦

େ࿏ઢかΒ一転し、現ࡏはੜ͖࢒りをかけた࣋

ଓతର応をٻめΒれるہ໘となͬている。ಛに

ԁ҆のਐ行はେ͖なӨڹをٴ΅しており、国内

ճ޲܏ؼがڧまͬている。この݁Ռ、海外ڌ点

のੜ産ڌ点としてのඞ要性が૬ରతに௿下し、

国際戦略全体に見直しが迫Βれている。ʯとい͏。

ͦΜな中で、各社は生産拠点の「チャイナプ

ラスワン」戦略やASEAN・インド分散を検討

しつつも、現地市場の存在から慎重な姿勢を

見せている。᷂ΞΠΦーਫ਼ີでは、ʮ2010年ࠒ

かΒʰνϟΠφϓϥスϫϯʱ戦略が஫໨され、

A4EA/ॾ国΍࠷近ではΠϯυなどにੜ産ڌ点

を分ࢄするಈ͖も޿がͬて͖た。َ༄ࢯは、h޻

場を新たにग़すとい͏ҙຯでは、νϟΠφϓϥ

スϫϯをੵۃతにݕ౼することはなかͬた。中

国΁のਐग़については、現地ࢢ場に近い場所で、

需要に応͡たڅڙがで͖るとい͏ϝϦοトがあ

ͬたためである。ɦ ͦしてʰA4EA/に移しても

現地にࢢ場がない場߹、単ಠで٬ސを開୓し

なければなΒず、Ӧ業ޮ཰がඇৗにѱい。ɦʯと

い͏。ͦこで、海外事業は単なるコスト削減や

生産移転ではなく、グローバル最適化・利益率

向上・企業機能の再配置を含む多層的な戦略

の構築を目指している。T社では、ʮ中国ࣄ業

の҆ఆ性は、業੷指ඪͩけではなく、૊৫ӡӦ
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໘にも表れている。さΒに、ಉ社では現地法ਓ

を日本ਓ社һのҭ੒ڌ点としても活༻しており

こ͏したҭ੒をܦて、現ࡏでは本社のৗ຿ࣥ行

໾һにঢਐしたਓࡐもഐग़されている。日本国

内ではಇ͖ํ改ֵのਐ展により、ैདྷのよ͏な

、業による業຿਱行が೉しくなͬている中で࢒

ఔの一෦を中国ଆに移転し、分業体制を֬޻

ཱすることでച্をҡ࣋しつつもརӹ཰をେ෯

に্޲さͤることが可能となͬた。ʯとい͏。

海外市場の成熟化・競争激化によって、柔軟

な戦略転換と拠点の定期的見直しが必須とな

っている。中઒産業 ᷂では、ʮࢢ場ڥ؀およͼ

取Ҿ৚݅がৗに変化する中で、աڈに੔උさ

れたڌ点がকདྷにΘたͬてඞ要とはݶΒないと

い͏લ提にཱͬた戦略తな見直しがٻめΒれて

いる。࣮際のྫࣄとして、中国ބೆলの޻場が

してཱち্ܞ٬と࿈ސ点はڌΒれる。この͛ڍ

͛Βれたものであるが、٬ސがఫୀしたޙもੜ

産はܧଓされている。このよ͏なഎܠかΒ、当

点もকདྷతにはఫୀのର৅となる可能性がڌ֘

ある。ʯとい͏。

【質問④】海外進出の今後

海外進出は、単なるコスト追求ではなく、国

内（特に地方）企業として生き残るための視座

を得る手段である。᷂χϡートϯ΁のΠϯλϏ

ϡーௐࠪでは、ʮ中国΍ϑΟϦϐϯ΁のૣظの

ਐग़をܦて、طにఫୀされたݧܦを౿ま͑、海

外ਐग़の本࣭తな໨తを࣭໰したとこΖ、田໘

໦ࢯはh にとͬて海外ਐग़の໨తは、単にʮ໥ࢲ

かるかΒʯではない。ΉしΖ、日本国内で、ಛ

に地ํでࣄ業をܧଓしていくにはど͏ある΂͖

かを考͑るためのखஈである。ɦʯとい͏。ಉࢯ

は、ʮh ྫ͑ば、1990年代は全国తにʮ中国΁

ਐग़しなければੜ͖࢒れないʯといͬた෩ைが

内でも中国Ϗδωスに関するηϛݝखؠ、くڧ

φーが੝Μに行Θれていた。しかし、ࢲは、ͦ

のྲྀれにରしてٙ໰を࣋ͬていたのである。ɦ

といい、hʮ地Ҭでੜ͖ていくとはど͏い͏こと

なのかʯ、ʮ地ํの企業にとͬて、本当にඞ要な

に考͑た݁Ռ、海外にग़݋とはԿかʯをਅࣄ࢓

て、ͦこでಘたࢹ点をもとにࣗ社のある΂͖࢟

を見直すඞ要があると考͑た。ɦʯとい͏。

加͑て、顧客（親企業）に追随するだけの

海外進出では持続性がなく、進出後の現地戦

略が不可欠である。᷂χϡートϯのΠϯλϏϡ

ーௐࠪでは、ʮ田໘໦ࢯは、当࣌のԁߴによる

コストѹྗもあり、多くの企業が海外にڌ点を

移していたことに、ٙ ໰を࣋ͬていたのである。

田໘໦ࢯは、h ٬が海外に行ͬたかΒࣗ社もސ

ついて行く、とい͏のは戦略ではない。たͩの

ର応策にա͗ない。ɦ とい͏。ಉ社も、٬ސ企

業に෦඼をೲめていた関܎で、٬ސがϑΟϦϐ

ϯにੜ産ڌ点を移ͤば一ॹに移Β͟るをಘない

とい͏ࣄ৘はあͬた。しかし、ਐग़ޙのことʵ

つまり現地でどのよ͏にしてಠࣗにϏδωスを

築くかʵとい͏戦略తࢹ点がܽམしていると、

ͦ。ଓは೉しいとい͑る。ʯとい͏ܧ業のࣄ して、

成熟市場（中国）の中で拠点維持を選択しつ

つも、拡大戦略は慎重に見極める必要がある。

᷂ΞΠΦーਫ਼ີのΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮَ

༄ࢯはh ྫ、たちのϏδωスϞσϧはࢲ ͑ばʮコ

ストが্がͬたかΒ҆い国΁޻場を移すʯとい

ͬた単७なものではない。中国においても、20

年Ҏ্のࣄ業ݧܦがあり、現地スλοϑもϚω

δϝϯト૚としてఆணしている。ͦのため、ま



2025.9 41

ずは現地のڧΈを活かしながΒ、現地ޏ༻をक

り、ࣄ業をϒϥογϡΞοϓしていくํ਑であ

る。ɦ とい͏。たͩし、h ͦこかΒさΒにࣄ業を

֦େしていけるかど͏かとなると、൑அはඇৗ

に೉しいと͡ײている。ɦ ともい͏。ಉ社では、

૪ܹ化を考ྀすると、ແཧなڝ場の੒ख़΍ࢢ

֦େ戦略をඳく΂͖ہ໘ではないと考͑てい

る。ʯとのことͩͬた。一ํでは、新興市場（イ

ンド、ASEANなど）への展開は単なるコスト

ダウンではなく、地産地消モデル・現地市場成

長に依拠した付加価値提供を前提としている。

᷂ΞΠΦーਫ਼ີ΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮَ

༄ࢯは、h 新しいࢢ場΁の展開については、地

産地ফをલ提とするのであれば、ਐग़ઌのࢢ場

に੒௕༨地があり、かつ現地でڅڙ体制が築

けるのであれば、બ୒ࢶとしてे分にありಘる

と考͑ている。たͩし、ࢲたちのϏδωスϞσ

ϧは単७にʮ҆い場所΁移るʯとい͏ものでは

なく、あくまで現地ࢢ場にີணして෇加Ձ஋を

提ڙするスλΠϧである。ͦのため、単にコス

ト໘ͩけで海外ڌ点を移すことは考͑ていな

い。ɦ とい͏。ʯことである。またT社でも、ʮ࣮

地ௐࠪでは、現地にਐग़している日本ਓܦӦऀ

の多くが、ߴいҙཉとڭҭత೤ҙを࣋ͬてΠϯ

υωγΞਓࡐのҭ੒に取り૊Μでおり、かつて

の中国とಉ༷に、現地にはߴい੒௕જྗࡏと活

ྗがଘࡏすることを֬ೝしている。ʯとい͏。

さΒに、T社ではチャイナプラスワンは単なる

生産移転でなく、市場主導型の国際分業体制

へ進化しつつある。T社΁のΠϯλϏϡーௐࠪ

では、ʮকདྷతにはಉ社はϕトφϜ現地にઃܭ・

ௐୡػ能を༗するࢠ会社のઃཱを考͑ており、

現地でҭ੒したਓࡐを中֩として഑ஔする構૝

を࣋ͬている。ʯとい͏。この体制が੔͑ば、ϕ

トφϜでઃܭおよͼ෦ࡐのௐୡを行い、日本΍

中国に޲けて༌ग़する企業内国際分業体制が੒

ཱすることになる。こ͏した取り૊Έは、ैདྷ

の௿コスト໨తの海外ੜ産かΒ୤٫し、現地ࢢ

場のಛ性に応͡たੜ産・ൢ ച戦略を構築するh ࢢ

場ओಋ型の国際分業体制ʱ΁の移行をҙຯして

おり、ಉ社はͦのઌਐྫࣄの一つとධՁで͖る。

ΠϯλϏϡーௐࠪをした企業では、海外拠点

は単にハードとしての生産拠点だけではなく、

IT・ネットワークを活用したソフト含めた新た

な運営体制を構築しようと試みている。᷂ΞΠ

Φーਫ਼ີのΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮこれまで

のよ͏にϋーυ（޻場・ઃඋ）ओ体で海外ڌ点

をઃཱするͩけでなく、今ޙはιϑト΢ΣΞ΍

σδλϧ技術の活༻もࢹ野にೖれているとい

͏。ྫ͑ば、޻場のΦϖレーγϣϯにඞ要な*T

ਓࡐを現地で֬อし、日本と海外ڌ点をωοト

ϫーΫでつな͙ܗで、国ڥをӽ͑た体制構築を

໨指しているとい͏。ʯことである。

【追加質問】海外進出に悩む中小企業経営者

　　　　　　への提言

本ߘでは、طに海外ਐग़をしている中小企業

している中（౼ݕ）海外ਐग़を༧ఆޙͼ今ٴ

小企業΁のࣔࠦをਘͶた。

まず͛ڍΒれるのは、海外進出には現地制度・

文化・市場に適応する柔軟な戦略が不可欠で

ある。中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、

ʮ海外ਐग़をݕ౼する、あるいはطにਐग़して

いるがࣄ業展開にࠔ೉を๊͑る中小企業にとͬ

て、࠷もॏ要な戦略త࢟੎はʰڷにೖͬてはڷ

にै͑ʱのਫ਼ਆに基づく適応ྗであるとい͏。
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日本国内で੒ޭしたϏδωスϞσϧを、ͦのま

ま海外に適༻することは、現地の法制度、࿑ಇ

税制౳とのᴥᴪをੜΉ可能性、׳श、঎श׳

がߴく、௕ظతなࣄ業展開のো֐となり͏る。

したがͬて、ਐग़ઌの制度త・文化తಛ性をे

分にཧղし、ॊೈにର応する࢟੎がෆ可ܽで

ある。ʯとのことであͬた。ͦのためには、⑴

現地市場の正確な理解と顧客ニーズに即した

製品・サービス展開が成功要因である。ಉ͡く

中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮ現地

場におけࢢ化し、現地ڧ場のཧղとର応ྗをࢢ

る٬ސχーζ΍ڝ૪ڥ؀を正֬に೺Ѳし、ͦれ

にଈした製඼ઃܭ・ϚーέςΟϯά戦略を展開

するඞ要がある。単なる製඼༌ग़ではなく、現

地でٻめΒれるʰՁ஋ʱに基づいたΞϓϩーν

が੒൱を分ける。ʯとのことである。ͦして、

現地ࢢ場の正֬なཧղと٬ސχーζにଈした

業展開のためには、⑵権限移譲を通じた機ࣄ

動的な現地経営体制の構築が求められる。中

઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮॊೈな

૊৫体制とݶݖҕৡ、地政ֶతϦスΫ΍ࢢ場変

ಈにਝ଎にର応するためには、現地法ਓ΁のݖ

ఆ体制がෆ可ܾࢥಈతなҙػ移ৡを通͡たݶ

ܽである。これは単にޮ཰化のखஈではなく、

現地ै業һの্࢜޲ؾにもد༩する。ʯとい͏。

さΒに、⑶文化的適応と現地パートナー・行政

との信頼構築が持続的な事業展開には必要で

ある。中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、

ʮ文化త適応ྗと৴པ構築、現地の文化తՁ஋

शをଚॏする࢟੎が、ύートφ׳΍Ϗδωス؍

ー企業΍٬ސとの৴པ関܎を構築するݤとな

る。ऩӹ௥ٻと地Ҭ適応はೋ཯എ൓ではなく、

ཱ྆す΂͖要݅である。ʯとい͏。T社΁のΠ

ϯλϏϡーௐࠪでも、ʮಛに中国΍ϕトφϜの

よ͏なطଘの日ܥ企業が多くਐग़している地Ҭ

では、中小企業にとͬての新ن参ೖの༨地がݶ

Βれており、政෎΍行政ଆかΒのظ待もബれつ

つある可能性がある。ͦのため、まͩ日本企業

のਐग़がগない新ڵ地Ҭにおいて、ૣظにϓレ

θϯスをཱ֬し、政෎との৴པ関܎を築くこと

が、௕ظతなϏδωス੒ޭのΧΪとなる。ʯと

い͏。さΒに、中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐ

ࠪでは、ʮこれかΒ海外ਐग़をݕ౼している中

小企業にとͬて、ࣄ業੒ޭの可൱はॳظஈ階の

ઃܭと現地適応能ྗにେ͖くࠨӈされる、とい

͏。ಛに、ਐग़ઌでのࣄ業基盤をૣظに҆ఆさ

ͤるためには、現地におけるʰΩーϚϯ（,eZ 

1erson）ɦのଘࡏがۃめてॏ要である。すなΘち、

現地の঎׳श΍ࢢ場ಛ性をཧղし、৴པ性の

、がいなければࡐを構築で͖るਓ܎いਓؒ関ߴ

ޮՌతなܦӦ展開はࠔ೉となる。現地の取Ҿઌ

΍行政、ফඅऀとのԁ׈な関܎構築において、

こ͏したਓ෺がՌたす໾ׂはܾఆతである。ʯ

として、⑷海外進出の成功は「キーマン」の存

在が左右することを指摘している。

戦略面への示唆としては、海外進出は単な

るコスト競争ではなく、現地需要や技術競争

力との整合を踏まえた長期的戦略が必要であ

る。中઒産業᷂΁のΠϯλϏϡーௐࠪでは、ʮ海

外ਐग़の੒ޭは、コスト優位性の௥ͩٻけで

は࣮現しಘない。ΉしΖ、現地文化΍言ޠ΁

のਂいཧղに基づいた適応ྗこͦが、௕ظత

な੒ՌをもたΒす要ૉとなる。加͑て、ਐग़ઌ

にରするաڈのೝࣝをҾ͖ずるのではなく、ৗ

に࠷新のࢢ場ಛ性を౿ま͑て戦略を見直すこ

とがٻめΒれる。たと͑ば、かつて௿コストੜ



2025.9 43

産ڌ点として஫໨された中国は、現ࡏではߴ

度な技術ྗとڊେなফඅࢢ場をඋ͑るେ国΁

と転׵しており、単なるコストݮ࡟໨తでのਐ

ग़はもは΍߹ཧతとは言͑ない。ͦのため、ਐ

ग़にあたͬては、Ձ֨優位性ͩけでなく、技

術ڝ૪ྗ、現地需要との਌࿨性といͬたෳ߹

తな要Ҽを考ྀした戦略ઃܭがඞ要である。ʯ

とड़΂ている。

既に進出している企業への示唆としては、

拠点の残留か撤退かは単純な採算性ではなく、

サプライチェーンや市場ブランドなどとの関係

から総合的に判断するべきである。T社΁のΠ

ϯλϏϡーௐࠪでは、ʮ海外展開において՝୊

を๊͑る中小企業にとͬて、ਐग़ڌ点かΒの

ఫୀがબ୒ࢶとなる場໘もগなくない。しかし、

T社の:ࢯのݧܦによれば、ڌ点のଘଓ可൱

を൑அするにあたͬては、単なるࢉ࠾性のΈな

Βず、ࢢ場との݁ͼつ͖΍αϓϥΠνΣーϯ全

体΁のӨڹをแׅతにݕ౼するඞ要があると

い͏。ྫ͑ば、中国における現地ڌ点のӡӦ

について、ಉ社は現࣌点においてఫୀのඞ要

性を͡ײておΒず、ΉしΖকདྷతな再ฤを見

ਾ͑た体制੔උがۓ٤の՝୊であるとೝࣝし

ている。ʯとのことである。

４ .インタビュー調査全体からの考察

4.1　インタビュー調査企業の海外進出経験

　　  からの示唆

かつては、ʮ日本国内で੒௕がಷ化したなΒ、

海外にग़れば੒௕で͖るʯとい͏考͑ํが一ൠ

తͩͬたと考͑Βれる。しかし現ࡏでは、外෦

まり、海外にਐग़すればߴのෆ࣮֬性がڥ؀

ඞずしも੒௕がอূされる࣌代ではなくなͬ

た。ͦのよ͏な中で、᷂ΞΠΦーਫ਼ີのَ༄社

௕がड़΂たʮ੒௕戦略をしͬかりඳ͖、ͦの中

で海外展開を位ஔづける΂͖ͩʯとい͏考͑ํ

は、ඇৗにॏ要ͩとい͑る。ಛに、ࣗ社のϏδ

ωスϞσϧを౿ま͑た্で、海外にग़る΂͖か

ど͏かを৻ॏに൑அするඞ要がある。まず、ࣗ

社が࣋ͬているڧΈ、ͦして٬ސにରして提ڙ

で͖るՁ஋をత֬にཧղし、ͦれを࣠にしてࢢ

場΍٬ސのχーζに࣮֬に応͑ていくことがඞ

要である。

変ಈのܹしい7U$A࣌代においては、外෦

にৼりճされるのではなく、まずࣗ社の基ڥ؀

盤をしͬかり੔͑、戦略にԊͬて、で͖ること

に集中することが戦略্ॏ要ͩとい͑る。かつ

てはࢢ場ࣗ体、ಛに海外ࢢ場は੒௕しており、

ྲྀれに৐ればࣗ社も੒௕で͖る࣌代であͬた

が、現ࡏはͦ͏ではない。国内ࢢ場が੒ख़し、

海外ࢢ場もҎલのよ͏なߴ੒௕がظ待で͖ない

中で、も͏一度、ࣗ社のڧΈを見つめ直し、ͦ

れをど͏活かしていくかをਅ݋に考͑なければ

なΒない࣌代にདྷていると考͑Βれる。ͦのҙ

ຯでは、現ࡏはʮݪ点ճؼʯがٻめΒれる࣌代

ͩとい͑る。

海外展開をݕ౼する中小企業にとͬて、かつ

てのよ͏にʮ࿑ಇコストのݮ࡟ʯ΍ʮԁߴによ

るコストڝ૪ྗの֬อʯをओたる໨తとした海

外ਐग़は、もは΍通༻しなくなͬている。現ࡏ

の外෦ڥ؀は、ԁ҆基ௐと金ར্ঢہ໘に加

͑、地政ֶతϦスΫ΍行政制度のෳࡶ性といͬ

た多໘తな要Ҽを๊͑ており、より৻ॏかつ多

֯తなҙܾࢥఆがٻめΒれている。このよ͏に、

௿௞金΍ҝସࠩӹをૂͬたかつての海外ਐग़

Ϟσϧはもは΍通༻しないとい͑る。中小企業
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が今ޙの国際戦略を再構築する͏͑では、現地

能ػの現地化、౷ׅࡐ場でのՁ஋૑ग़、ਓࢢ

のڧ化を࣠にした再ฤํ਑がෆ可ܽである。ਐ

ग़ࡁΈの企業では、ఫୀをݕ౼するલに、ʮͦ

のࢢ場でԿをՁ஋として提ڙで͖ているのかʯ

を再ධՁすることが؊要であり、ͦれが࣋ଓ可

能な国際展開のݤをѲるとい͑る。

一ํで、かつて௿コストのੜ産ڌ点とされて

いた中国は、近年の௞金্ঢ΍نڥ؀制ڧ化

などにより、もは΍ͦの૬ରతなコスト優位性

をҡ࣋していない。また、ϥΦス΍όϯάϥσ

γϡといͬた௿コスト国においても、Πϯϑϥ

ະ੔උ΍政࣏ϦスΫ、࿑ಇྗの࣭など、༷ʑな

ΧϯトϦーϦスΫがࡏݦ化している。このため、

単に࿑ಇコストの҆さをཧ༝に海外展開をܾஅ

することは、࣋ଓతな੒௕戦略としてはෆे分

である。ͦこでਐग़ઌのબఆにあたͬては、ʮコ

ストݮ࡟型ʯではなく、ʮࢢ場޲ࢤ型ʯのΞϓ

ϩーνをॏࢹす΂͖である。すなΘち、現地ࢢ

場での੒௕ポςϯγϟϧとڝ૪ྗڧ化の可能性

を見ۃめ、ਐग़の໨తを明֬化するඞ要がある。

࣮際、数多くの日本企業がかつての中国΍現ࡏ

のΠϯυにରし、単なる製造ڌ点としてではな

く、現地ࢢ場ͦのものをλーήοトとした戦略

త展開を行ͬている。ਐग़൑அに際しては、海

外展開と日本国内の製造ڌ点との໾ׂ分୲も見

直すඞ要がある。ࡢ今のԁ҆基ௐがܧଓする

見通しのもとでは、国内製造ڌ点の༌ग़ڝ૪ྗ

がߴまͬており、す΂てを海外ڌ点にґଘする

のではなく、日本国内でのものづくりとのόϥ

ϯスを見ۃめた展開がٻめΒれている。すなΘ

ち、コストݮ࡟を໨తとした海外ਐग़か、現地

、場開୓を໨తとした戦略త展開かによͬてࢢ

ҙܾࢥఆの࿮૊Έはେ͖くҟなる。ͦしてਐग़

のੋඇを൑அする͏͑では、まずࣗ社がʮԿを

໨తに海外΁ग़よ͏としているのかʯを明֬に

ఆٛするඞ要がある。現地χーζをॏࢹしたࢢ

場ओಋ型の戦略を࠾るのか、あるいは国内製造

のڧΈを活かした༌ग़型Ϟσϧを構築するのか

といͬたํ޲性のఆٛが、今ޙの中小企業の海

外ਐग़におけるॏ要なܦӦ൑அとなる。

4.2　インタビュー調査企業の海外撤退経験

　　 からの示唆

している᷂χݧܦ点かΒのఫୀをڌに海外ط

ϡートϯの田໘໦ࢯは、ʮ海外にਐग़したことࣗ

体を൷൑するつもりはない。ʯとい͏。ʮΉしΖ、

ҟなるڥ؀に਎をஔいて、日本΍ࣗ分たちのあ

りํを見つめ直すػ会にで͖れば、ͦれはඇৗ

にՁ஋のあることͩ。ʯとड़΂ている。たͩ、ʮྲྀ

されるよ͏に行くʯのではなく、ʮԿをֶͼに行

くかʯを明֬にするඞ要がある。ʯとड़΂ている。

つまり、海外ਐग़によͬてਐग़ઌの文化΍考͑

ํ（Ϗδωス঎׳शなど）をडけೖれつつ、日

本に࣋ちͬؼてࣗ分たちのࣄ業΍地Ҭにどのよ

͏にؐݩするか、がॏ要なのである。田໘໦ࢯ

は、ʮ海外ਐग़は、あくまでʰֶͼの場ʱであり、

て͖てかΒの࣮ફが本൪である。ͩかΒこͬؼ

ͦ、ै業һ全һが幸ͤになれるよ͏な࢓૊Έづ

くりをৗに考͑ている。ʯとい͏。ͦのためには、

現地೚ͤではなく、ࣗ分たちがओ体తにղऍし

てಈくඞ要がある。ʮଞ社の戦略をͦのままਅ

Ӧཧ೦΍ྺ࢙、໨指ܦるのではなく、ࣗ社のࣅ

す΂͖ํ޲（Ϗδϣϯ）にরΒし߹Θͤた্で

൑அを下す΂͖である。ʯとい͏。

චऀは、田໘໦ࢯ΁のΠϯλϏϡーを通͡て、
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これまでの日本の中小企業の海外展開にはʮ৴

೦ʯ΍ʮ戦略ʯがܽけていたのではないかとೝ

ࣝした。ಛに、下請型ものづくり中小企業の場

߹は、٬ސ企業（਌企業）に௥ਵするܗでの海

外ਐग़が多く、ओ体తな൑அがなされていなか

ͬたとい͑る。ͦして、ਐग़ઌのਓʑ΍ڥ؀か

ΒʮԿをֶͼ取るかʯがॏ要である。一ํで、

ਐग़当ॳかΒ現地にʮࠎを͏ずめるʯ֮ޛで行

くのではなく、ৗにʮす͙にでもҾ্͖͛Βれるʯ

ॊೈさを࣋ͬてྟΉ΂͖ͩと考͑Βれる。田໘

໦ࢯかΒ、海外ਐग़をしている、ݕ౼している

ものづくり中小企業のܦӦऀにରして、ʮ海外に

ग़ることは໨తではない。ͦこに行くことで、ࣗ

社΍ࣗ分たちの本࣭を見直すことがで͖るかど

͏かがॏ要である。ͦして、ै業һ΍ͦのՈ଒、

取Ҿઌ、さΒに現地のਓʑ、全һ（ิ଍ɿいΘ

ΏるスςーΫϗϧμー）がʰこの会社と関Θͬ

てよかͬたʱと͑ࢥるよ͏なڥ؀を࡞れるか、

ͦれがで͖ないなΒ海外にग़るҙຯはない。ʯと

のϝοηーδをいたͩいた。ͦして、ʮ海外展開

はࣗ݁׬ݾしてはいけないʯとい͏。ʮ海外ਐग़

することで日本ଆにも、現地ଆにもϓϥスにな

る構造をど͏構築するか、戦略がඳけないので

あれば海外ਐग़はする΂͖ではないʯとい͏。

５ .本稿（パイロットスタディ）の位
　  置づけと今後の研究活動

本ߘは、චऀが研究分୲ऀとして参加して

いるʮ海外ਐग़は中小企業に੒௕をもたΒした

かʁʵ੒௕企業のׂ߹とͦの要Ҽ分ੳʵʯ（Պ

研අ基盤研究（#）、研究ؒظは2025年度ʙ

2030年度、研究代表ऀはଠ田ࢤ೫（໊৓େֶ

5　Ҏ下は、ԕݪஐ文ʮ中小企業の海外展開の現ঢ়ʯػցৼڠڵ会ࡁܦ研究所小論文 /o.43（2024年10月）を参র。　

त）、研究分୲ऀはචऀの΄かڭ෦・।ֶࡁܦ

に݉ଜஐ໵（দ本େֶ૯߹ܦӦֶ෦・ڭत））

のύΠϩοトスλσΟとして࣮施したものであ

る。Ҏ下では、当֘研究ϓϩδΣΫトについて

આ明したい。

5.1　当該研究プロジェクトの研究背景

業を需要ઌ޻ցػಈंといͬたྔ産ࣗ・ؾి

とする中小製造業（Ҏ下、中小企業とする）の

海外ਐग़はେख製造業のޙを௥͏よ͏に1980

年代ޙ൒かΒ࢝まり、数ճにΘたるԁہߴ໘、

またϦーϚϯγϣοΫなど国内ڥ؀ࡁܦのӨڹ

をडけながΒ֦େ基ௐにあͬた。ΞδΞを中৺

にͦの数は໿7ઍ社、これは中小企業全体の

1.8ˋ、ै業ऀ51ਓҎ্の企業では9.4ˋを઎め

る（中小企業ிʮ中小企業࣮ଶ基本ௐࠪʯより）。

たͩし、2021年Ҏ߱、新نਐग़はΈΒれなくな

ͬており、海外法ਓ数もඍ޲܏ݮにある。近年

のԁ҆もあるが、ਐग़可能な企業はطにਐग़を

Ռたしたためと考͑Βれる。

࣍に、中小企業の海外展開のこれまでと現ঢ়

をৼりฦͬてΈたい
5

。中小企業の海外展開を

産業লओಋでʮ中ࡁܦԉするため、2010年にࢧ

小企業海外展開ࢧԉ会ٞʯがઃஔされ、2011

年にはʮ中小企業海外展開ࢧԉେߝʯが策ఆ

された。このେߝでは、৘ใ提ڙ、ϚーέςΟ

ϯά、ਓࡐҭ੒、ࢿ金ௐୡ、๵қ౤ڥ؀ࢿの

改ળとい͏5つのபを掲͛、Φーϧδϟύϯ体

制でࢧԉڧ化がਤΒれた。2012年にはେߝが

改గされ、Ϋーϧδϟύϯ戦略΍ࢿ金ௐୡの多

༷化、एखਓࡐҭ੒、0%A活༻によるࣄ業؀

੔උが௥加された。2010年代ॳめの࣌点でڥ
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は、海外展開を行͏中小企業のׂ߹は16.1ˋで

あり、製造業とԷച業が中৺であͬた。海外展

開のܗଶとしては、海外直઀౤ࢿ、༌ग़（直઀・

ؒ઀）、ੜ産ҕୗがओ要であり、ن໛のେ͖い

企業΄ど海外展開ൺ཰がߴい޲܏が見Βれた。

しかし、2020年代ॳめにおいても、この޲܏に

େ͖な変化は見Βれない。海外展開を行͏中小

企業のׂ߹は18.0ˋにとどまり、ґવとして製

造業とԷച業が中৺であり、海外直઀౤ࢿと༌

ग़がओ要な展開ܗଶである。中小企業の海外

展開が஗ʑとしてਐまないഎܠには、国内ࢢ場

ͩけでे分にܦӦが੒りཱつこと΍、海外展開

のϦスΫ、ඞ要性を͡ײないとい͏ҙࣝがࠜڧ

いことが͛ڍΒれる。ௐࠪによると、海外展開

に関৺を࣋たないཧ༝としてʮ国内ͩけでもे

分にܦӦで͖るʯ΍ʮ海外展開に޲かないࣄ業

であるʯとするճ౴が多く、中小企業の多くは

ඞずしも海外展開をඞ要としないܦӦڥ؀にあ

ることがࣔされている。

ͦしてʮ中小企業の海外ਐग़・༌ग़に関する

ௐࠪ（中小企業ઃඋ౤ࢿಈ޲ௐࠪ（2025年1

月ௐࠪ）෇ଳௐࠪ）ʯ
6

によると、海外にʮਐग़

࣮੷があるʯ企業のׂ߹は2012年7月ௐࠪで

は11.0ˋであͬたが、2025年1月ௐࠪでは8.9

ˋ΁と௿下している。またʮਐग़࣮੷はないが、

今ޙਐग़を༧ఆ・ݕ౼しているʯ企業も、2012

年の13.2ˋかΒ2025年には8.7ˋ΁とݮগして

いる。一ํで、ʮਐग़࣮੷はなく、今ޙの༧ఆ

もະఆʯとする企業は、2012年の71.1ˋかΒ

2025年には77.2ˋ΁と૿加している。

これΒのσーλかΒ、ԁ҆΍ੈքతなෆಁ明

、の中で、日本企業の海外ਐग़ҙཉが௿下しײ

6　঎޻中金ϚーέςΟϯά෦（2025）ʮ中小企業の海外ਐग़・༌ग़に関するௐࠪ中小企業ઃඋ౤ࢿಈ޲ௐࠪ（2025年1月ௐࠪ）෇ଳௐࠪ）ʯのp.6を参র。

全体としてఀ଺しているঢ়گがࣔされている。

こ͏したʮଧちࢭめʯײにある現ࡏ、h 中小企

業の海外ਐग़とはԿͩͬたのか 、ɦͦの૯ׅ、

ධՁを༩͑る૬応しいλΠϛϯάとい͑るͩΖ

͏。多国੶企業の優位性の一つに、άϩーόϧ

化することで新たなࢢ場を૑ग़し、੒௕するこ

とがで͖るʮ੒௕ଅਐޮՌʯがある（౔԰౳ɼ

٬の海外ੜ産΁の௥ਵで࢝まͬた下ސ。（2015

請型ものづくり中小企業の海外ਐग़も、現地に

ग़れば、新٬ސنを開୓するػ会にもܙまれる。

ͦの点、ಉ༷のޮՌがظ待されるが、Ռたして

中小企業は੒௕で͖たのか、これが本研究のʮ໰

いʯとなる。このʮ໰いʯのもと、本研究では

ᶃどれͩけの中小企業がどのఔ度の੒௕をՌ

たͤたのか、ᶄͦの੒௕は国内・外ച্のどち

ΒによͬてもたΒされたのか、さΒにᶅߴ੒௕

企業は海外د༩度がߴい、あるいは国内・外د

༩度が፰߅していると૝ఆされるが、ͦ͏した

企業のಛ௃はԿか、を明Βかにすること、が研

究໨తとなる。

これまで海外ࣄ業の੒௕にかかる研究は現

地でのࢢ場戦略、ਓత؅ݯࢿཧなどに分ੳࢹ

点がおかれ、ͦれが݁Ռとして੒௕につながる

とい͏文຺のなかでޠΒれて͖た（େٱอɼ

2015౳）。これΒはいずれも࣮ଶௐࠪを౿ま͑

たݸผ企業のྫࣄ分ੳ（࣮ࣄのੵΈ্͛）で

あり、૬応のઆಘྗを࣋つとい͑る。しかし、

੒௕཰をܾめる要Ҽ（આ明変数）΁のࣔࠦにな

るが、分ੳର৅は数社の企業であり、ਐग़中小

企業全体の੒௕かΒଊ͑たものではない。ͦの

ためݸʑの企業の੒௕要Ҽとしてઆಘྗはあͬ

ても、ͦれが一ൠ性・ීว性をもつのか、また
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੒௕しない企業とのରൺもෆ明である。一ํ、

ਐग़中小企業全体の੒௕としては、中小企業

ிʮ中小企業࣮ଶ基本ௐࠪʯ、ࡁܦ産業লʮ海

外ࣄ業活ಈ基本ௐࠪʯなどがあるが、これΒは

中小企業全体としてׅ͑Βれているため、ͦこ

かΒݸผの中小企業のಈ޲がΈ͑てこない。つ

まり、これまでの研究ではϚΫϩとϛΫϩのど

ちΒかのࢹ点にภͬており、༥߹されていない

のである。本研究՝୊では、ϛΫϩの企業σー

λを集め、ͦれをϚΫϩなࢹ点かΒ分ੳするこ

とで、中小企業の੒௕཰とͦのׂ߹を明Βかに

する（ϚΫϩ）とともに、ͦの੒௕をܾめる࣭

త要Ҽを企業（ϛΫϩ）ௐࠪでऩ集し、྆ऀの

関࿈性を௥ٻする。

5.2　先行研究からみた本研究の位置づけと

　　 課題

中小企業の海外ਐग़に関する研究はগなくな

く、本研究との関࿈でい͑ば海外ੜ産による国

内ੜ産΁のӨڹがある。ʮ産業のۭಎ化ʯの指

摘にΈΒれるよ͏に当ॳはϚΠφスのӨڹばか

りが取り্͛Βれていたが、ਐग़ޙの࣌ؒのܦ

աとともに2010年代かΒは海外ਐग़する企業

は業੷がྑいことがڧௐされるよ͏になͬた。

またށಊ（2011）は、国際化することで、外国

場に関する஌ࣝをಘたり、外国企業の技術をࢢ

޲ऩしたりすることが、国内企業のੜ産性のٵ

্につながることをࣔࠦしている。

これΒはいずれもϚΫϩ・σーλの分ੳによ

るௐࠪ݁Ռであるが、඿দ（2013）はこ͏した

Ξϓϩーνでは海外展開を੒ޭさͤるための企

業戦略のཱҊには໾ཱたない。分ੳレϕϧを企

業にམとし、なͥ、どのよ͏なϝΧχζϜで、

企業業੷の্޲がৢ੒されるのか、࣮際の企

業行ಈに߹ΘͤたԾઆの提ࣔがٻめΒれると

し、直઀తな業੷্޲要Ҽとしてʮάϩーόϧ

ड஫ʯ（開発、ઃܭ、ੜ産४උを日本、ྔ産は

海外）、ʮӦ業ڌ点ػ能ʯ、ʮརӹ移転ʯ、さΒに

ؒ઀తにはʮ国内Ӧ業ྗڧ化ʯ、ʮಛ௃తな技術

Βれるとしている。また中小企͛ڍʯが্޲ྗ

業നॻ（2010）΍本研究の研究代表ऀである

ଠ田（2010）も、現地での৘ใをਝ଎にऩ集

で͖、ͦれを国内でのࣄ業展開に活かͤること

΍、現地のωοトϫーΫを活༻して、今まで取

Ҿのなかͬた国内企業との新ن取Ҿにつながる

ことを指摘している。

これΒのઌ行研究を౿ま͑、研究分୲ऀの一

ਓである݉ଜ（2017B）は্هで明ࣔされなか

ͬた海外ࣄ業が国内ࣄ業に༩͑たϚΠφスのӨ

をडける企ڹさΒにϓϥス・ϚΠφスのӨ、ڹ

業のಛ௃について7社のྫࣄ企業を通͡て明Β

かにしている。ここで஫໨されることは、海外

していない企΅ٴをڹ業に全くӨࣄ業が国内ࣄ

業΄ど海外ച্はもとより国内ച্も֦େ基ௐ

にあることであͬた。なͥͦ͏なるのかを௥ٻ

したとこΖ（݉ଜɼ2017C）、ͦこに国内・外法

ਓのʮܦӦのཱࣗʯがあること、۩体తにはҟ

なる需要ઌを࣋ち、海外法ਓは現地のܦӦऀ

にまかͤ、本社かΒݶݖ移ৡする。ͦれにより

本社ܦӦऀが国内のࣄ業に஫ྗするڥ؀が੔

い、海外とはҟなるࣄ業展開（新ن需要ઌの開

୓、ੜ産技術の開発౳）が可能になることが明

Βかになͬた。

この指摘について研究分୲ऀの一ਓである

近藤（本ߘචऀ）はલ7ه社のώΞϦϯάௐࠪ

σーλをͬ࢖てྔత分ੳ（,)コーμーによる
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5.3　今後の研究活動について

本ߘでは、ύΠϩοトスλσΟとして࣮施し

たΠϯλϏϡーௐࠪσーλかΒの分ੳٴͼ考࡯

をใࠂした。ૣい࣌ظかΒ中国΍ϑΟϦϐϯ、

λΠなどに海外ਐग़したものづくり中小企業の

ෳ数ྫࣄを঺հした。ͦの中にはطに現地かΒ

ఫୀした企業もあり、ͦのഎܠには現地ࢢ場で

のڝ૪ܹ化΍制度తোน、さΒには国内޻場ػ

能の再構築を໨తとしたܦӦ൑அがあͬた。ύ

ΠϩοトスλσΟの݁Ռ、これΒの企業が海外

ਐग़を単なるʮ੒௕ػ会ʯͩけではなく、ࣗ社

のࣄ業戦略を見直すʮֶशの場ʯとしても活༻

していた点に஫໨した。ಛにఫୀޙに日本国内

の޻場を૿ઃ・再ฤし、ੜ産性の্޲をਤͬた

຿తなച্΍རࡒは、海外ਐग़の੒Ռをྫࣄ

ӹではなく、஌見の֫ಘ΍ܦӦݯࢿの再഑分と

い͏؍点かΒධՁす΂͖であるとい͑る。

しかし、গ数ྫࣄのఆ性తなΞϓϩーνであ

るύΠϩοトスλσΟではσーλྔと分ੳにݶ

քがあり、ものづくり中小企業の海外ਐग़の੒

ωοトϫーΫと4144による多変ྔղੳ（ॏىڞ

ճؼ分ੳ））を行ͬたとこΖ、ಉ指摘の༗ҙ֬

཰が֬ೝされている（下ਤ表の˓෦分）。たͩし、

ଞの݉ଜ（2017C）での指摘についてはσーλ

ෆ଍により༗ҙ֬཰を見ग़すことがग़དྷなかͬ

た。これΒのओ張にઆಘྗをもたͤるには、よ

り多くの企業ྫࣄによる分ੳがඞ要になる。

【分析方法】
　ᶃ1つのԾઆの文ষを2つに分けて、ͦの内容に当てはまる文ষをσーλ内かΒ୳す
　ᶄҎ下のよ͏に点数化を行͏
　　σーλにしͬかりهड़があれば3点ʗ΄΅当てはまるのであれば2点ʗهड़が見つかΒな 

　　　いまたは当てはまΒないのであれば1点
　ᶅ点数化ޙに4144で分ੳをかける

【分析結果（一例） 】
　Ծઆ　国内ച্が֦େ基ௐの企業にʮ国内外の需要ઌのෆ一கʯがΈΒれたʲಠཱʳのは、

　　　　　国内਌会社が海外ࢠ会社とはҟなる（ߴい）ੜ産技術ྗをٻめる、ҟなる需要ઌ（٬ސ）
　　　　　を国内にもつためであるʲैଐ 。r
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ՌをධՁするにあたり、ఆ性తなΞϓϩーνと

ఆྔతなΞϓϩーνの༥߹がෆ可ܽであるとい

͑る。一ํで、ΠϯλϏϡーを通͡てಘΒれる

ఆϓϩηス΍企業文化、ఫୀܾࢥӦऀのҙܦ

൑அのഎܠなどは、単なるࡒ຿σーλではಡΈ

取れないॏ要な৘ใである。たͩし、こ͏した

৘ใはαϯϓϧ数がݶΒれるため、業ք全体の

తなॲཧがඞ要となܭを೺Ѳするには౷޲܏

る。したがͬて、中小企業の国際化について࣌

తに取りѻい、σーλऩ集はఆྔతσーλྻܥ

とఆ性తσーλを૊Έ߹ΘͤたϛοΫスΞϓϩ

ーνで、ϛΫϩσーλを஝ੵ・分ੳし、ͦれを

もとにϚΫϩの޲܏をಋ͖ग़すʮੵΈ্͛型ʯ

かつʮࠞ߹తʯΞϓϩーνのॏ要性が改めてڧ

ௐされた。

චऀΒ研究νーϜは、طに本֨తな研究活

ಈを開࢝している。ύΠϩοトスλσΟでは、4

社のものづくり中小企業をର৅にΠϯλϏϡー

とώΞϦϯάを࣮施し、外෦ڥ؀の変化に応͡

た国際戦略の変ભをఆ性తΞϓϩーνにより明

Βかにした。2025年度はこの੒Ռを౿ま͑て、

ものづくり中小企業の海外ਐग़の業੷΁のӨڹ

についてఆྔతΞϓϩーνによるূݕを行͏。

ͦのために、全国500社ن໛のαϯϓϧをऩ集

し、業छผ、地Ҭผ、ਐग़ઌผなどの分ྨ࣠を

༻いたྔత分ੳを࣮施༧ఆしている。

චऀをؚΉ研究νーϜの研究੒Ռについて

は、本ࢽまたは研究νーϜがಛ೚ϑΣϩーを຿

めるػցৼڠڵ会ࡁܦ研究所のഔ体などにて

研究੒Ռを発表してい͖たい。
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お問い合わせ : 一般財団法人 商工総合研究所
ホームページ 「ご意見・お問合せフォーム」からお願いします。

＊商工総合研究所は、商工中金創立50周年記念事業の一環として設立され、中小企業に関する調査研究事業・助成事業・情報提供事業を行っています。

商工総合研究所 検索

「中小企業の発展を通した日本経済の成長への提言」の募集
中小企業研究奨励賞50回特別記念企画

失われた30年に象徴される日本経済のこれまでを振り返りつつ、中小企業の発展を通じた日本経済の長期的
成長を実現するための「具体的提言」を募集します。

どなたでも応募できます。

賞金は本賞30万円、準賞15万円とします。本賞を1点、準賞を0.5点とし、合計で3点以内を表彰します。

2025年8月1日（金）～2025年10月31日（金）【必着】

2026年2月に当研究所ホームページ等に発表するほか、受賞者には個別に連絡差し上げます。
また、当研究所機関誌「商工金融」2026年3月号に本賞作品全文・選評を掲載します。

・文字数は2万字程度とし、日本語で書かれた未発表の提言とします。
 （「本文」はA４横書きとし、マイクロソフト社Wordを使用してください。PDFでの応募は不可。）
・応募フォームに所定の事項を入力し、ご応募ください。添付ファイルは「要旨」「目次」「本文」「参考文献」の
　順番にまとめ、全体にわたって一連のページ番号をつけてください。
・「800字程度の要旨」と「目次」を作成してください。
・選考過程についてのお問い合わせには応じかねますので、ご了承ください。
・応募にあたり取得した個人情報は公表している「個人情報保護宣言」に定める「個人情報・特定個人情報の
 利用目的」に従い適正に管理します。

当研究所ホームページの「表彰欄」に掲載する応募フォームよりご応募下さい。
応募フォームは2025年8月よりホームページに掲載します。
＊受領の連絡はメールで差し上げます。万一、応募後１週間が経過しても連絡がない場合には、
　 ホームページ「ご意見・お問合わせ」フォームよりご連絡をお願いします。

募　集　要　項

募集概要

応募資格

表 彰

審査委員

応募期間

発 表

応募規定

応 募 先

次の委員で構成する審査委員会で審査します。（敬称略） ＊2025年5月現在

【委 員 長】 名古屋大学名誉教授 山田 基成 【委 員】中小企業基盤整備機構理事 中島 康明
【副委員長】 一橋大学名誉教授 清水 啓典 【委 員】日本商工会議所 企画調査部長 山内 清行
【委 員】 青山学院大学名誉教授 港 徹雄 【委 員】全国中小企業団体中央会常務理事 及川 勝
【委 員】 横浜国立大学名誉教授 三井 逸友 【委 員】商工組合中央金庫常務執行役員 佐野 吉浩
【委 員】 同志社大学教授 関 智宏 【委 員】商工組合中央金庫産業革新本部フェロー 青木 剛
【委 員】 専修大学教授 鹿住 倫世 【委 員】商工総合研究所理事長 中谷 肇
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　80年લの3月、たͬた一൩で10ສਓҎ্のຽؒਓの໋がୣΘれたਓྨ্࢙࠷େのۭരʮ東
京େۭऻʯにରするഊ戦国ଆのෳࡶな૝いもある中、今年5月、地ݩനੴࢢにおいては、ʮԸ
़をӽ͑てʯ、当日にଂԦࢁにܹಥしࢄ՚した̗ʵ29രܸػ3ػの౥৐һ34໊をҚྶするʮฏ
࿨ف೦Қྶ式యʯが࠵行されました。
　全国֤地の都ࢢがۭऻされる中、҉໷のଂԦに௢མ、Ԍを্͛るػ体の௢མ現場に޲かい、
ౙࢁをెาでొり、ఢฌにも߆Βずٹ助をࢼΈた地ݩのઌਓたちのʮੜ໋のଚݫにରする࢟੎ʯ
には、།ʑҞܟの೦を๊くしかありまͤΜ。式యでは、日米のୂָ܉の௟ࠢのԋ૗、ͦしてϥ
Πϒ中ܧでの米国ॅࡏのޚҨ଒かΒのँײの言༿も௖͖、改めて戦ޙの྆国のύートφーγο
ϓ関܎のਂ化を͡ײた࣍第であります。
　戦উ国ଆの式యはよく見ますが、数ʑの૬ޓҚྶを行ͬているのは、日米にಛ௃తなことͩ
と͡ײています。地ٶݩ৓、෱ౡ、新ׁの཮܉第ೋஂࢣのฌୂさΜたちは、ނ国をकるため、δϟ
ϫ、ΨμϧΧφϧ、Ϛレー、ϏϧϚのܹ戦地を転戦し、࠷もաࠅな戦地を戦いൈ͖ました。8
月に޲けて、ٶ৓ݝ旧཮ุ܉地のҚྶਗ਼૟、୆๺のӊདྷにある࠭ߴ଒ٛ༐ฌのҚྶൾ๚໰、
ΨμϧΧφϧౡでは日米߽ӳ߹ಉҚྶࡇ、戦80ޙ年Қྶ式య΁の参加を༧ఆしています。

　当社がઃཱされた明࣏33年は、日࿐戦૪の直લであり、外地においては୆࿷ྖ༗かΒ5年し
かͬܦていない࣌ظであり、૔ݿ業をӦΉ企業として、海外޲けのੜࢳ、外地޲けの༌ग़米の
ग़ʯ์ٸۓ໛のʮඋ஝米のنΘͬていた໛༷であり、ະͩঐてないܞ༌ग़業຿に、อ؅、ࠪݕ
が࣮施された現ࡏにࢸるまで、一؏して日本の৯ྐ҆全อোを୲ͬて参りました。
　現ࡏ、৯ྐの国Ոඋ஝はػةにවしており、์ग़લの96ສトϯのݿࡏが15ສトϯまでܹݮ
する༧ఆとなͬており、ۇか10日ؒఔ度の৯ྐඋ஝しか国Ոඋ஝がແくなる現ঢ়は、国Ոの৯
ྐ҆全อোతにはݥةਫҬにಥೖしていることが明Βかであります。୆࿷༗ࣄの可能性をҾ͖
্͛てしまͬた可能性もߴく、଎΍かに本དྷある΂͖国Ոඋ஝ਫ४300ສトϯ（6 ϲ月分のඋ஝）
を֬อす΂͖と、௧切に͡ײております。
　今ճのʲコϝ૽ಈʳでന日の下にࡽされたことは、̡ େگ࡞・֐ࡂのෆ࡞ʳにର応するඋ஝
は100ສトϯ֬อしていたが、̡گࢢの変ಈର策（ߴ஋ର策）r のඋ஝はθϩ、ߋには日本のʲ戦
࣌උ஝ʳがθϩであͬたとい͏ࣄであります。
　現ࡏ、උ஝米૔ݿ業քの代表として、これかΒの৯ྐ҆全อোのありํについて、ٞ論を࢝
めているとこΖでありますが、ઌのେ戦でのഊ戦ޙ、国ຽをծ͑さͤたݧܦがある日本ͩかΒ
こͦ、ೋ度と国ຽをծ͑さͤるよ͏なことになΒないよ͏、国Ոඋ஝・೶業政策をେ転׵す΂

2025年　夏　創立125周年
～戦後80年に考える地方中小企業の国際連携～

ଠ ᒇ ࠻ 一

（ 　　　  　　　  ）株 式 会 社 ന ੴ ૔ ݿ
代 表 取 締 ໾ 社 ௕

【宮城県白石市】



2025.9 53

͖અ໨にདྷているものとࢥいます。ԁߴをഎܠに、いくΒでも৯ྐを༌ೖで͖た࣌代はطにա
。ྉはങいෛけしていますࣂଞ国に༌ೖ、࣮ࣄ、りڈ͗

　地ݩ東๺େֶをଔ業、୆๺ఇ国େֶのڭतとなͬたүӬڭ٢तがੜΜͩδϟポχΧ米ʮ๗
ན米ʯが୆࿷にはあります。また、୆࿷はೋ࡞ظが可能であり、日本の୺ظڥલのλΠϛϯά（米
Ձが্ঢするλΠϛϯά）である6月にऩ֭で͖るڧΈがあります。また、地ཧతにも༌ૹڑ
཭が୹い୆࿷との৯ྐ҆全อো্の࿈ܞは、ʮ୆࿷༗ࣄは、日本༗ࣄʯを考͑る্でも、ඇৗ
にҙٛਂく、ݕ౼に஋するものとҎલかΒ͡ײておりました。
　なお、୆࿷༗ࣄに関して୆࿷のํʑにおฉ͖すると、ʮ༗ࣄの֮ޛはग़དྷている。େ཮の୆
࿷৵߈はあるものͩとͬࢥている。ͩかΒこͦ、ऑΈを見ͤないためにも、いつもと変ΘΒな
い日ৗ、いつもと変ΘΒない取Ҿを、いつも通り、ଓけることがେࣄなのです。༗ࣄがありͦ
͏ͩかΒ、୆࿷企業との࿈ܞを͑߇るといͬた行ಈが֦がれば、ͦれこͦେ཮の͏ࢥつ΅であ
るʯと、օ༷一༷にͬڼております。

　近年、Ϣース会活ಈを通͡て、ަྲྀをॏͶて͖た୆࿷のօさΜとのޚԑもあり、今年6月、
国౔ަ通লに、୆中のϞϊづくり企業との̙̭化ਪਐࣄ業のਃ請を行いました。
　୆࿷企業のʮܦӦ൑அの଎さʯ、ແବなことにはʮखؒをֻけないʯ、ա度な඼࣭؅ཧをٻめ
ないʮྑいԘകでの技術開発・඼࣭؅ཧʯ、ʮग़དྷないཧ༝を考͑るʯを全く͡ײさͤず、ʮग़
དྷるํ法をまͬす͙に考͑るʯ、この՝୊ղܾ΁の࢟੎にはߴ、 度ࡁܦ੒௕ظの日本もͦ͏ͩͬ
たのではないかと૝૾さͤるよ͏な、ͻたすΒにલ͖޲な৘೤を͡ײます。
　日本ಉ༷にྸߴ化޲܏にあり、ҙ外にも日本よりもग़ੜ཰の௿くなͬている୆࿷社会と࿈ܞ
することは、ߗ直化してしまͬている日本のϞϊづくり、೶業を変͑るྗになるのではないか
とظ待を࣋ͬており、ฐ社が東๺େֶと࿈ܞし、਒ޙࡂに取り૊Μでདྷたࠝแࡐࢿの改ྑに関
して、国際࿈ܞで新たなࠝแࡐࢿを૑りग़すことがग़དྷればと考͑ております。

　ઌൠ、国内࠷େの๷Ӵ૷උ඼展ࣔ会̨̙̞̚の໨ۄはʮి࣓レーϧΨϯʯの展ࣔでした。現ࡏ、
ੈքతにもి࣓レーϧΨϯ研究の࠷ઌ୺は日本が一าϦーυしており、今ޙの๷Ӵ૷උのήー
ϜνΣϯδϟーになる可能性があります。
　戦ޙ、一度はຽओओٛ੎ྗがউརしたとͬࢥていたྫྷ戦は、੢ଆのࣗ༝ओٛࢿ本ࡁܦが、
東ଆのઐ制ࢿ本ओٛの௅戦をडけ、ྼ੎にؕͬているঢ়گにあるとࢥいます。
　今こͦ、๷Ӵ૷උ඼もؚめ日本の技術ڝ૪ྗをߴめ、一ํではਰୀする೶業を再ڵす΂く、
ਸ਼ึの国を取り໭し、ੈքかΒ取り࢒されるよ͏な国ՈになΒないための౒ྗがඞ要ͩとࢥい
ます。ͩかΒこͦ、地ํの小さな中小企業であͬても、ໍ༑である୆࿷とのϏδωスަྲྀ、ຽ
ؒަྲྀをਪしਐめ、東ΞδΞの҆ఆにد༩する企業となれるよ͏に౒ྗして行かなくてはなΒ
ないと͡ײています。
　ʮ̏ɽ̍ ̍ʯの際、୆࿷のϘϥϯςΟΞஂ体のํʑは、Ծઃॅ୐を一ݢ一ݢ、直઀նͬて、֤
のྱޚ、10ສԁのお見෣金を഑ͬて下さいました。数年લ、δϟーφϦストの金ඒྸさΜにށ
がありました。ྡ近ࣄい༷ʙ。ʯと言ͬて௖いたޓい༷よʙ。おޓちを఻͑たとこΖ、ʮお࣋ؾ
所ಉ࢜が助け߹͏よ͏な、国Ոؒの෇͖߹いが୆࿷とのؒにはଘࡏします。ీ֯、ྡ国ಉ࢜は
。はಛผです܎い߹͏ことが多いのですが、日୆関ݏ

　2050年のઅ໨には、ੋඇ、地ݩの஥ؒ、関ऀ܎のօ༷をܴ͑て、ঘ׌つ୆࿷のօ༷もおܴ
͑して、150प年ॕլ会を開࠵ग़དྷるよ͏に、໨のલの՝୊かΒʮಀ͛ないでʯؤ張ͬて参り
たいとࢥいます。
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はじめに
　2019年、ಇ͖ํ改ֵ関࿈法の施行により、一ൠ࿑ಇऀの࣌ؒ外࿑ಇの্نݶ制（年720࣌ؒ）
がಋೖされた。これは、௕࣌ؒ࿑ಇによる݈߁ඃ֐΍ա࿑ࢮの๷ࢭ、ੜ産性্޲、多༷なಇ͖
ํの࣮現など、社会త要請に応͑るためのાஔである。ҩࢣ΍ݐઃ業、ࣗಈंӡ転ऀなどには
5年ؒの༛༧がઃけΒれていたが、2024年4月かΒࣗಈंӡ転ऀにも্نݶ制（年960࣌ؒ）
が適༻され、ʮ෺ྲྀの2024年໰୊ʯがࡏݦ化した。
　このن制ڧ化により、෺ྲྀޮ཰化がਐまなければ、࿑ಇྗෆ଍と૬まͬて෺ྲྀの需څがさΒ
にඡ迫し、2024年にはコϩφલの2019年ൺで࠷େ14.2ˋ、2030年には34.1ˋもの༌ૹ能ྗが
ෆ଍するとい͏ࢉࢼもग़ている。2024年はఀؾܠ଺΍෺Ձߴによるՙಈ͖のಷ化もありେ͖な
ࠞཚはੜ͡なかͬたが、Լ表の通り2025年3月࣌点で68.1ˋのՙओ企業がʮ෺ྲྀの2024年໰୊ʯ
のӨڹを͡ײており、ಛに৯ྉ඼・ҿྉ、໦ࡐ・Ո۩、ύϧϓ・ࢴ、༼業・౔ੴなどの業छで
は8ׂҎ্がӨڹを࣮ײしている。

表１　「物流の2024年問題」の影響に関する実感

ग़所ɿ̣̭૯߹研究所ʮ企業෺ྲྀ୹ظಈ޲ௐࠪʯ2025年3月௥加ௐࠪ

　また、2024年には෺ྲྀ૯߹ޮ཰化法と՟෺ࣗಈंӡૹࣄ業法の改正も੒ཱし、法政策はن
制؇࿨かΒن制ڧ化΁と転׵している。本ߘでは、՟෺ӡૹࣄ業の現ঢ়と՝୊、ͦして࣋ଓ
可能な෺ྲྀ࣮現に޲けたՙओとのύートφーγοϓのॏ要性について論͡る。

ᙫ㡢䛒䛈る ᙫ㡢はな䛊

㣏ᩩဗ䝿㣟ᩩ 81.5% 18.5%
%0.05%0.05᭱⾨䝿⥌⦼
%4.71%6.28රᐓ䝿ᮞᮄ
%9.2%1.79⣤䝿䝛ル䝕

化Ꮥ䡗䝛䝭ス䝅䝇䜳 72.1% 27.9%
%3.41%7.58▴ᅰ䝿業❌
%7.83%3.16㕪㟸䝿㗨㕪
%3.33%7.66ဗ⿿ᒌ金
%4.92%6.07᲌ᶭ⯙ୌ
%0.04%0.06᲌ᶭẴ㞹

㍲㏞⏕ᶭ᲌ 59.7% 40.3%
%7.66%3.33᲌ᶭᐠ⢥
%5.54%5.45௙の䛣
%6.23%4.76゛業㏸⿿
%3.41%7.58㈀⏐⏍
%2.92%8.07㈀㈕ᾐ
%2.22%8.77゛業኉༷
%9.13%1.86゛

持続可能な物流の実現に向けて
―物流の2024年問題と荷主とのパートナーシップの重要性―

େ ݪ Έ れ い

（ 　　　  　　　  ）株式会社̣̭૯߹研究所
γχΞ・コϯαϧλϯト
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1. 日本の貨物運送業界の現状
　2022年度の国内՟෺૯༌ૹྔは໿40ԯトϯ、ͦの͏ちトϥοΫ༌ૹが໿38ԯトϯを઎めて
おり、トϥοΫは日本の෺ྲྀを͑ࢧる基װΠϯϑϥとなͬている。
　業քのಛ௃として、小ن໛ࣄ業ऀが多く、多૚తな下請け構造がࠜڧいことが͛ڍΒれる。
1990年の෺ྲྀೋ法施行Ҏ߱、参ೖ΍ӡ௞のن制が؇࿨され、ࣄ業ऀ数は1.5ഒに૿加した。し
かし、όϒϧ่յޙは՟෺ྔがݮগし、ӡ௞ڝ૪がܹ化したことで、ແঈαーϏスの֦େ΍、
ੵΈԷし・ݕ඼・ϥϕϧషりなどの෇ଳ業຿もυϥΠόーが୲͏よ͏になͬた。こ͏した঎׳
行がトϥοΫのճ転཰΍ੜ産性を௿下さͤ、υϥΠόーの௕࣌ؒ࿑ಇをৗଶ化さͤている。
　また、ӡૹࣄ業ऀのେ൒は小ن໛で、ं྆อ༗୆数10୆Ҏ下が໿55ˋ、50୆Ҏ下が໿9ׂ
を઎める。多ॏ下請け構造もେ͖な՝୊となͬており、ݩ請けかΒଙ請け・િଙ請けまで多૚
తなҕୗが行Θれ、下૚に行く΄どऩडで͖るӡ௞が໨ݮりし、࣮ӡૹを୲͏ࣄ業ऀ΍υϥΠ
όーのऩೖがѹ迫されている。
　υϥΠόーのྸߴ化もਂࠁで、50ࡀҎ্が໿൒数を઎め、ए年૚の新ن参ೖがਐΜでいない。
2028年には໿28ສਓのυϥΠόーがෆ଍する可能性があり、ਓखෆ଍とྸߴ化は今ޙさΒに
。化する見通しであるࠁਂ

2. 日本特有の課題と荷主の役割
　海外とൺֱすると、日本のトϥοΫ༌ૹのಛघ性が明֬である。ΞϝϦΧではトレーϥー༌
ૹがओྲྀで、υϥΠόーはՙओのෑ地にΦϯγϟーγのコϯςφ΍トレーϥーとい͏ശをஔく
ͩけでՙ໾࡞業に関༩ͤず、̔ ओଆが੹೚を࣋つ。これにより、υϥΠόーはӡ転にઐ೦で͖、
୹い࿑ಇ࣌ؒで多くの՟෺をޮ཰తにӡͿことが可能である。
　一ํ、日本ではՙ୆を切り཭ͤない単ं型トϥοΫがओྲྀで、υϥΠόーがՙ待ち΍ՙ໾࡞
業に௕࣌ؒैͤ͟ࣄるをಘない঎׳行がࠜڧくͬ࢒ている。これはن制؇࿨Ҏ߱、ແঈαーϏ
スとしてఆணしたもので、υϥΠόーの௕࣌ؒ࿑ಇ΍௿௞金の一Ҽである。単に࿑ಇ࣌ؒをن
制するͩけでは௞金௿下のڪれもあり、ՙ待ち΍ՙ໾࡞業かΒυϥΠόーをղ์し、適正なӡ
௞΍෇ଳ࡞業・ՙ待ちྉ金をऩडすることがॏ要である

3. 持続可能な物流実現に向けたパートナーシップ
　日本ではʮδϟストΠϯλΠϜʯํ式のීٴにより、製造業などはݿࡏをݶۃまでݮ࡟し、
ͦのཪでトϥοΫ業քは多ස度・小ޱ化した༌ૹを୲ͬて͖た。ͦの݁Ռ、ੵ載཰΍༌ૹޮ཰
が௿下した。υϥΠόーは௕࣌ؒ࿑ಇをڧいΒれ、待ؒ࣌ػも௕くなͬている。しかも、待ػ
ྉ金΍࡞業ྉ金がࢧ෷Θれない঎׳行がࠜڧく、௿௞金・௕࣌ؒ࿑ಇがৗଶ化して͖た。 
　こ͏したෆ適切な取Ҿ׳行΍ແঈαーϏスのڧ要にରし、国౔ަ通লはʮトϥοΫ(ϝϯ（ト
ϥοΫ・෺ྲྀ(ϝϯ）ʯをઃஔし、ՙओ΍ݩ請ࣄ業ऀによる法ྩҧ൓΍ෆ適切な取Ҿのੋ正に޲
けたࢹ؂・指ಋをڧ化している。
　ӡૹࣄ業ऀも࿑ಇڥ؀の改ળ΍*Tಋೖ、༌഑ૹのޮ཰化などࣗ助౒ྗをਐめているが、今
΍業຿改ળ、ӡ௞見直しがෆ可ܽである。法ఆׂ૿௞ݮ࡟ؒ࣌ػによる待ٞڠはՙओとのޙ
金཰のҾ্͖͛΍国౔ަ通লによるඪ४తなӡ௞のಋೖ・見直しなど、制度໘での取り૊Έも
ਐ展している。

4. まとめ
　෺ྲྀは社会Πϯϑϥとしてۃめてॏ要であり、今ޙも中小ӡૹ業ऀが࣋ଓతに੒௕で͖る؀
制؇࿨のӨن、行׳੔උがඞ要である。෺ྲྀの2024年໰୊は、௕年にΘたる業ք構造΍঎ڥ
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い業छ޿にབྷΈ߹い、ඞવతに表໘化した՝୊である。ઌड़のௐࠪ݁ՌかΒも、෯ࡶがෳڹ
にӨڹがٴͼ、トϥοΫ༌ૹྗの֬อ΍ӡ௞্ঢといͬた՝୊がࡏݦ化している。今ޙもঢ়گ
はさΒにݫしくなると༧૝される中、Լ図の通りՙओ企業の໿൒数がे分なର策を͡ߨていな
い現ঢ়はେ͖な՝୊である。

図１　「物流の2024年問題」に対する荷主企業の取り組み状況

　　　ग़所ɿ̣̭૯߹研究所ʮ企業෺ྲྀ୹ظಈ޲ௐࠪʯ2025年3月௥加ௐࠪ

　࣋ଓ可能な෺ྲྀを࣮現するためには、ӡૹࣄ業ऀのΈなΒず、ՙओ΍ফඅऀ、行政が一体
となり、ҙࣝ改ֵと࿈ܞによるൈ本తな構造改ֵに取り૊ΉことがٻめΒれる。ಛにՙओ企業
がओ体తに෺ྲྀ改ֵに取り૊Έ、業ք全体でྗڠして࣋ଓ可能な෺ྲྀ体制を構築することが、
今ޙの日本の෺ྲྀの҆ఆと発展のΧΪとなる。2024年໰୊をػܖに、ՙओとӡૹ業քのύー
トφーγοϓをڧ化し、࣋ଓ可能な෺ྲྀのະདྷを切り୓くことがٻめΒれている。

【参考文献】
⿝矢野༟ࣇ・ट藤ए（2025）ࡊh ؒҧいͩΒけの日本の෺ྲྀʱ΢Σοδ.
⿝8eEHe 0/L*/E（2025年5月27日）ʮh 2024年໰୊ʱはະղܾʂこのままでは日本の෺ྲྀがഁ୼するʂઐ໳Ո

̏ਓがޠる໰୊のl本ؙzとࠜ本ղܾのΧΪʯ矢野༟ࣇ・ྲྀ通ࡁܦେֶڭतʷट藤एڭཱ・ࡊେֶڭतʷ田
༤・/X૯߹研究所ϦαーνϑΣϩーװࡕ
https://weEHe.JsNeEJB.jp/BrtJDMes/�/37666 pBHe�4（2025年7月3日Ӿཡ）

⿝株式会社/X૯߹研究所ʮ෺ྲྀの2024年໰୊に関する௥加ௐࠪ（2025年3月）ʯ
https://www.nY�soken.Do.jp/wp�Dontent/VpMoBEs/2025/06/tBnkBn�BEEJtJon�2025�3.pEG（2025年7月10日
Ӿཡ）

⿝国౔ަ通লʮ数ࣈでΈるࣗಈं2025ʯ
https://www.NMJt.Ho.jp/jJEoshB/jJEoshB@Gr1@000096.htNM（2025年7月3日Ӿཡ）

⿝ެӹ社ஂ法ਓ全日本トϥοΫڠ会ʮ日本のトϥοΫ༌ૹ産業現ঢ়と՝୊ 2024ʯ
https://jtB.or.jp/wp�Dontent/theNes/jtB@theNe/pEG/ZVsosBnHZo2024.pEG（2025年7月3日Ӿཡ）

⿝ࡁܦ産業ল（2022）ʮ第3ճ ࣋ଓ可能な෺ྲྀの࣮現に޲けたݕ౼会 ࢿྉ1　h ෺ྲྀの2024年໰୊ʱのӨڹに
ついて（株式会社/X૯߹研究所）ʯ
https://www.NetJ.Ho.jp/shJnHJkBJ/Nono@JnGo@serWJDe/sVstBJnBCMe@MoHJstJDs/pEG/003@01@00.pEG（2025年7
月3日Ӿཡ）

⿝ެӹ社ஂ法ਓమಓ՟෺ڠ会（2019）ʮฏ੒30年度本෦ҕһ会ใࠂॻʯ
https://rGB.or.jp/wp/pEG/HVJEe/BDtJWJtZ/30report.pEG（2025年7月3日Ӿཡ）

0. 7

5. 6 17. 6 25. 7 48. 4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N = 423

ධ䛕䛝䛬䛊な䛊 䜁と䜙ど䛝䛬䛊な䛊 ど䛧䜏䛭䜈な䛊

ཱི⤄を᳠ゞ䛝䛬䛊る す䛭䛱ཱིり⤄䜙䛭䛊る



2025.9 57

ᅒㄕ ᪝ᮇࡡ୯ᑚ௺ᴏ 2025㸤2026

A5∟ ࢩ103࣭࣋ ᏽ౮ 1,100ළ㸝ᮇమ 1,000ළ㸠⛧ 10㸚㸞

ISBN978-4-901731-48-5 C2034 㺺1000E

᭩᩺࡞ࢰ࣭ࢸࡡᇱࡀࡘషᠺ࡙࠷⏕ࢅ⾪ࡷࣆࣚࢡࡒࡊ୯ᑚ௺ᴏ

ࡒࡊࡱࡊゆㄕ࡞ࢹࢠࣂࣤࢤ࡙࠷ࡗ࡞࡜࡝ྡྷິࡡ᭩㎾ࡷᆀనࡡ

࠘┘ḗ࠙

≁ࠔ 㞗ࠕ ౩⤝โ⣑ࡡᅗ࠿ࢂ

࣬౩⤝โ⣑ࡡこᅄฦᯊ࡛ࡡࡐᘚᐐ

࣬౩⤝โ⣑ග᭱ࡄྡྷ࡞௺ᴏ࡛ࡆࡀ࡬ࡌ࡝࠿

➠㸦❮ ୯ᑚ௺ᴏࡡᆀన

➠㸧❮ ᭩㎾ࡡ୯ᑚ௺ᴏິྡྷ

➠㸨❮ ୯ᑚ௺ᴏࡡ㈀ຸິྡྷ

୯ᑚ௺ᴏ㛭㏻⤣゛㈠ᩩ

௙⏍⏐ᛮ㸨㸣

Ꮽධᛮ㸧㸣

཭─ᛮ㸦㸣

௙㍲ฝථ㸨㸣

シങᢖ㈠㸧㸣

ᬊἛ㸦㸣

௙㛜ᗣᴏ⋙ࡡ᥆⛛㸨㸣

ᚉᴏ⩽ᩐࡒࡲࡼ࠾ᆀన㸧㸣

௺ᴏᩐࡒࡲࡼ࠾ᆀన㸦㸣

編集・発行　一般財団法人　商工総合研究所

ධᅗࡡ᭡ᗉࡦࡻ࠽ᙔ◂✪ᡜ࣭࣑࣭࣌࣋ࡇࡽࡻࢩἸᩝ࠷ࡈࡓࡂ

௥⾪

一般財団法人　商工総合研究所

ይይይይይይይይይይይይይይይビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆⓆ኉኉኉኉኉኉኉኉኉኉኉኉୯୯୯୯୯୯୯୯୯୯୯୯୯୯



2025.958

現場の視点：支援の鍵

神奈川県では平成25年2月に生活支援ロボットの実用化等を通じた地域の安全・安心の実現や、

関連する企業の集積を目的とした「さがみロボット産業特区」(以下「ロボット特区」という)について、

国から地域活性化総合特区としての指定を受けた。「ロボット特区」においては、生活支援ロボット

の普及・促進など実用化を通じて、近年増加傾向にある豪雨や地震などの自然災害に対するBCP対

策や、将来の生産人口の減少や超高齢化社会の進展に伴う介護や医療、あるいは人手不足への対応

など、県内を取り巻く様々な政策課題を解決するため、ロボットの開発促進・普及啓発や産業の集積

促進に積極的に取り組んでいる。

　「ロボット特区」の対象地域は、県内相模原市、平塚市、藤沢市、茅ケ崎市、厚木市、大和市、伊

勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市、寒川町、愛川町の10市2町となっている。なかでも相模原市

は横浜市、川崎市に次いで県内3位の人口規模を有する政令指定都市。県西部に位置し、複数の鉄

道路線をはじめ、圏央道や中央道が通る利便性の高いエリア。今後リニア中央新幹線の新駅も計画

されるなどビジネス拠点としても注目されている。一方、市内に11の工業団地を有するなど第二次産

業比率も高い地域で、ロボット関連産業の集積地でもある。

　相模原市では、平成11年4月に市、地域振興整備公団(現:中小企業基盤整備機構)等が出資し、

株式会社さがみはら産業創造センターを設立した。同センターは、「起業家の創出・育成、新規事業

者や中小企業などに対するサービスの提供を通じて、地域経済の活性化を図る」ことを目的に、「総

合的なインキュベーション活動を通じて地域経済の発展に貢献する」という企業理念の実現に向けて、

地域の中小企業等の課題を把握し、新事業創出など企業の成長段階に応じた様々な支援活動を実施

している。なかでも、ロボット特区の強みを活かすために、同センターが運営事務局となり、さがみ

神奈川県地図

現場の視点：支援の鍵
「現場の視点」は、全国の地方公共団体などが実施する、地域の特性を活かした独自性のある、効果的な施策や

取り組みなどを採り上げます。

「ものづくり企業」の生産性向上等を支援
運営機関：さがみはらロボット導入支援センター（運営事務局:株式会社さがみはら産業創造センター）

支援機関：神奈川県相模原市環境経済局経済部産業支援・雇用対策課

さがみロボット産業特区の取組　イメージ図



2025.9 59

はらロボット導入支援センターの運営を行い、自動化・ロボット導入に関する公的な支援拠点として

の役割を担っている。

　今回、ロボット支援施策を所管する相模原市産業支援・雇用対策課、さがみはらロボット導入支

援センター、実際に同センターを活用しロボットを導入した企業にお話を伺った。

　　本市は昭和29年に市制が施行されました。現在の人口は約72万人(約34万世帯)で神奈川県3

位の政令指定都市です。森林比率が約61%と高い一方で製造業や商業施設も多く、いわば都市と自

然がベストミックスされたエリアです。市制施行後は積極的な工場誘致を進めることで内陸工業都市

として発展してきましたが、海外への製造拠点の移転や技術者の高齢化等が進展し、市内製造業の

競争力低下が課題となっておりました。そうした背景もあり、「ロボット特区」の指定を受けたこと等

を契機として、生産性の向上と新たな価値創造を目的に、「ビジネス環境や市民生活に溶け込んだ『ロ

ボットのまち　さがみはら』の実現」を目指して、様々なロボット産業政策に取り組んでいます。

　まず、業種横断的な生産性向上の実現に向けた取り組みとしましては、①ロボットに関する様々な

ニーズに対応するための、さがみはらロボット導入支援センターの運営委託、②ロボット導入時の設

備投資の一部を補助するロボット導入補助金、③ロボット導入を検討している事業者向けのロボット

ユーザー育成講座、④デジタル人材を育成するDX促進支援事業などを実施しています。

　つぎに、新たなロボットビジネスが生み出されるシステム構築に向けた取り組みとして、①ロボッ

トビジネス推進のため展示会や開発案件発掘セミナー等を行う、さがみはらロボットビジネス協議会

の運営委託、②ロボット実証実験の検討・調整を行うサービスロボット実証実験支援事業、③工場

立地・新設をする際の税優遇等を行う、さがみはら産業集積促進方策(STEP50)、④新製品等の研究

開発支援を行う中小企業研究開発補助金、等の取り組みを行っております。

　その他、ロボットを導入しやすい環境の構築支援や、ロボット産業への関心・啓発のための各種イ

ベントや展示会の運営・企画など、総合的・横断的な取り組みを実施しております。

　なかでも、本市が委託し、株式会社さがみはら産業創造センターが運営事務局となり開設した、さ

がみはらロボット導入支援センターでは様々な取り組みを行っており、本市としても重点的な取り組

みの一つに位置付けております。市としましても単なる予算確保や運営委託だけでなく、効果や実績

等についてのフィードバックをはじめ、相談者等からの意見や企業訪問を通じた対話なども踏まえ、

将来的なロボット産業政策の立案に活かすようにしております。

　本市としましては、「ロボットのまち　さがみはら」の実現に向け、引き続き関係機関と連携しな

がら、ロボット産業政策の立案・推進に取り組んでいきます。

相模原市 環境経済局 経済部 産業支援・雇用対策課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任(ロボット・企業支援担当)　平本健悟氏
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現場の視点：支援の鍵

　さがみはらロボット導入支援センターは、自動化やロボット導入に関する公的な支援拠点として平

成27年9月に開設しました。業務内容としましては、ロボットに関する相談・コンサルティングをは

じめ、ロボット人材育成のための研修・セミナー開催等の人材育成事業や、デモロボットの常設展示

等の事業を主に行っております。これまでの相談等実績は、開設以来、来所者約8,000名、相談約

400件、研修・セミナー開催約80回と高い実績となっています。また当センターは、経済産業省が

ロボット導入を推進するための様々な取り組みを行っている先進地域拠点として選定した全国5拠点

ある中の1拠点に指定されております。

　当センターの特徴としては、①中小企業診断士資格を有するスタッフ3名をはじめ総勢6名のコー

ディネーターが相談企業毎の状況に応じた、「技術」と「経営」双方の視点で伴走型支援を実施、②

相模原市という行政地域を超えて、市外企業でも相談可能な体制を整備、③相談企業にマッチする

ロボットシステムインテグレータの紹介・マッチング、④各種研修・セミナーの開催等による人材育成、

という点が挙げられます。

　相談・コンサルティングについては、ロボット導入ありきではなく、相談企業の悩みや課題に合わ

せた最適な提案をするよう心掛けています。例えば、始めからロボット

を導入するのではなく、前段階として試験的に治具や簡易装置の試作・

開発を実施したり、センター内にあるデモ用ロボットの見学や、補助金

など申請書のブラッシュアップ支援など、相談者の課題に寄り添った支

援を心掛けています。

　また人材育成にも力を入れています。ロボット導入の成否は、実際に

ロボットを扱える人材の育成が鍵を握る場合が少なくありません。当セ

ンターでは、自社の生産工程を題材とし、演習中心で実践的かつ効果的

な「自動化スキル養成研修」を実施しています。この研修では、生産工

程や生産設備がどのように機能しているかを分析し、どのような自動化

が可能なのかを把握することで全体最適を検討できる等のメリットがあ

ります。受講生からも「演習では多様な意見が出てきて気づきが多かっ

た」「研修を通して実践することで具体的な活動に踏み込めた」といっ

た声も上がっています。この他、自動化計画の策定や実践を後押しする

「ものづくり企業のための自動化・ロボット活用講座」や、様々なメーカ

ーや商社とタイアップし、相談企業の課題解決につながるデモ演習など

を行う「タイアップセミナー」などにも力を入れてます。

　以上のような取り組みが評価され、相談件数等も増加していると思い

ます。今後とも、相模原市や関係機関と協力しながら相談者に寄り添っ

た伴走型支援を行っていきます。 （デモ用ロボット）

（運営機関）
さがみはらロボット導入支援センター　所長　川下敬之氏

（運営事務局）
株式会社さがみはら産業創造センター　マネージャー　樽川裕紀氏、清水亮祐氏
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当社は航空機部品、半導体装置、産業用ロボット等の精密機械部品を主に取り扱っており、設計か

ら加工・組立まで一貫体制による機械製造を行っております。初代はやぶさプロジェクトに参加した

経緯から、航空宇宙認証JIS Q9100を取得するなど製品管理技術は高いと評価を受けております。ま

た経済産業省の「地域未来牽引企業」や「はばたく中小企業・小規模事業者300社」をはじめ、神

奈川県からも優良工場の認定・表彰を受けております。

　ロボットの導入を進めることになった主な目的は、生産性を向上させることでした。これまでは人

員確保や労働時間等の関係もあり、いかに24時間無人稼働が可能な生産体制を構築できるかが課題

でした。一方で当社のように多品種少量生産では導入してもすぐに受注に直結するとは限りません。

またワークフローが変わる都度、機械の仕様を変更するのも現実的ではありませんので、社員自ら扱

えるような機械が必要でした。

　導入にあたっては、さがみはらロボット導入支援センターに相談しました。同センターでは専門ス

タッフが当社の考えている方向性や課題を把握し、当社にとって何が最善なのか等について一緒に考

えていただきました。また、「自動化スキル養成研修」を活用し、当社にマッチするよう独自のプロ

グラムを作っていただくなど、単にロボット導入だけではなく、現場で機械を操作する人材の育成に

も注力していただきました。導入に際しては、相模原市ロボット導入補助金や、ものづくり補助金等

の制度を活用するなど、導入前に様々な相談ができたと思います。同センターは導入後も定期的な情

報交換や職場リーダー養成塾の受講などで活用しております。

　導入の成果ですが、導入前は最大稼働時間が1日8時間だったのが24時間稼働となり、生産能力

が向上した結果、受注も増加するなど相応の成果につながりました。また自動化により社員の働き方

にも柔軟性を持たせることができた一方で新たな課題にも直面しました。自動化により夜間無人稼働

が可能となったものの、加工後の切粉を溜めるタンクが満杯になったことで切粉がロボットに巻き込

まれるなどのトラブルも発生したことです。あらためてロボットを安定して動かすことの難しさに気

づかされました。

　ロボットは導入して終わりではありません。人が行う作業とロボットが行う作業を適切に切り分け

ながら、安定して稼働させることが重要です。人手不足のなかロボット活用は必須だと思いますし、

さらに生産性が上がれば、より付加価値の高い設計や営業にも注力できますが、様々なトラブルも発

生します。今後とも様々な課題と向き合い、常に改善を進め、ロボットとうまく付き合いながら進化

させていきたいと思います。

株式会社コバヤシ精密工業 (代表取締役　小林 昌純 氏)

所在地：神奈川県相模原市　設立:1980年4月　事業内容：精密機械部品加工等

企業活用事例
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現場の視点：支援の鍵

　少子高齢化の進展により、日本の労働人口は減少が続くと見られており、今後とも労働力不足をは

じめ様々な課題が想定されるなか、中小企業においても生産性向上等のためにロボットを導入するケ

ースが散見されるようになった。一方でロボットを導入するには多額の設備投資やロボットを扱う人

材の育成など、中小企業にとっては、なおハードルが高いのが現状であろう。

　今回取材した、さがみはらロボット導入支援センターでの取り組みは、ロボット特区という政策的

な後押しもあるが、中小企業がロボットを導入することに対する障壁をひとつずつ解決する姿勢に溢

れていると言えよう。また相模原市も、単にロボット政策を立案するだけでなく、関係機関と情報を

共有することで、将来のロボット政策に反映させていることもポイントである。さらに政策効果を発

揮するためには、地域のロボット関連中小企業の意見を従来以上に吸い上げ、中小企業とともに様々

な取り組みをしていくことが重要である。

　一方、取材した企業のように運営機関等からの伴走支援の結果、ロボット導入による効果が出現し

ている反面、導入にかかる課題も指摘されている。ロボットは導入して終わりではなく、障害時への

対応や自社に合わせたライン設定の変更など、円滑に運用するためには乗り越えるべき課題も多い。

また、中小企業同士が互いの強みを活かし協働していくことも重要である。こうした課題を企業とと

もに考えながら支援する同センターへの期待は今後ますます高まっていくであろう。

　ロボット導入にかかる成功の鍵は、支援機関と運営機関が「ロボットのまち　さがみはら」の実現

という共通の目標に向かい、ともに緊密に連携しながら、相談企業に寄り添った総合的・横断的な伴

走支援を実施したことに加え、相談企業側も常に課題解決に向けて努力するなど、まさに三位一体と

なって取り組んだことが鍵といえる。

　神奈川県においては、相模原市だけでなく近隣地域を含めたエリアで特区を設定していることから

集積効果も見込まれる。今後ともロボットの実用化・普及促進といった課題解決に向けて、地域の中

小企業が連携しながら、地域の発展に向けて活躍することを期待したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （商工総合研究所主任研究員　中野敏幸）

現場の視点
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中খ企業にも役立つओ要な経済指標や、マクロ経済のಈき
（トϐックス౳）を毎月お఻えしていきます。
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消費者態度指数（2人以上の世帯・季節調整値）

景気後退期 消費者態度指数

　�月の景ؾಈ޲指数（一க指数）は「下げࢭまり」という基調൑அの௨り、2Χ月ৼりの上昇となり、3Χ月・�
Χ月のޙ方Ҡಈฏۉそれͧれも上昇となっている。಺༰としては、༌出数ྔや生࢈、౤ࡒࢿ出ՙの֤指数のد与が

大きかった。
一方、景ؾにઌ行してಈくઌ行指数は前月比1�3ϙイント上昇し、2Χ月連続で࣋ち௚している。ただし、3Χ月・�Χ月のޙ方Ҡ

ಈฏۉはμ΢ントレンドが続いている。৽ઃॅ୐ண工চ໘ੵ、消費者ଶ度指数、マωーストックがϓϥスد与した要Ҽになっている。
　トϥンϓ関੫にΑるӨڹが৺配されたが、�月࣌఺ではԿとか「౿Μுっている」といったҹ৅である。しかしながら、Կとݴっ
ても消費ಈ޲がΧΪをѲっており、まだまだ༧அをڐさない状況といっていいだろう。

　�月の消費者ଶ度指数は、前月比0��ϙイント低下して33��となった。4月のٸམをडけて5・�月はճ෮の兆しが見え
ていたが、再びμ΢ントレンドに入る可能性がある。

　಺༁をみると、消費者ଶ度指数をߏ成する4指標す΂てが前月比で低下となった。ಛに「฻らし޲き」は˛1�0ϙイントで5ஈ֊ධ価
のうち「ѱくなる」が前月Αりも0��ϙイント増加している。付ਵする「消費者が༧૝する1年ޙの物価の見௨し（ೋ人以上の世ଳ・ݪ
数値）」をみると「上昇する」が�2�4ˋを઎め、「5ˋ以上」は51�3ˋに上る。「ऩ入の増え方」の問୊だけでなく、物価上昇にΑるࢧ෷
増加、そしてそのܧ続性が消費者のηンνϝントにӨڹを与えているとߟえられる。物価抑੍は日ۜの໋࢖ではあるが、トϥンϓ2�0関
੫にΑるෆಁ明性が続くなかで利上げがし೉いڥ؀になっており、౰໘消費者のマインドηットが変わる可能性はগないとߟえられる。

ؾܠ

ফඅ

出య：内閣府ɹ経済社会総合研究所「ؾܠಈࢦ޲਺」（2025年6月͸速報஋）

出య：内閣府ɹ経済社会総合研究所「ফඅಈ޲調査」

೔ຊͷࡁܦల๬���ʢ����೥�݄ʣ
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　�月（଎報値）の実質賃金はଟগվળしたものの、引き続きマイナス水準にとどまった。य़ಆのӨڹが֓Ͷ൓
өされるなかで、現金給与総額は2�5ˋの伸びとなったが、実質賃金は˛1�3ˋと実質的な所得վળにつながらな

かったといえΑう。要Ҽは物価上昇（3��ˋ）に現金給与総額の伸びが௥いついていないことにある。消費者マインドのվળ
には、実質賃金の力強いճ෮とともに、適度な物価上昇に抑੍を行うことがෆ可ܽである。੓෎・日ۜの対策とともに、企業
αイドの労働分配についても高いࢹ఺から対策しないと、日本の国಺消費は負の॥؀を୤することはできないだろう。

　製଄業の׆ಈ状況は「一ਐ一ୀ」の状況が続いている。生࢈は3Χ月Ϳりに前月比2�1ˋ上昇したも
のの、長期トレンドでみれば増ݮを܁りฦしている。前月比上昇した業छとしては、ϝϞϦやコンデンαー

などのిࢠ෦品・デバイス工業、ػۭߤ関連の༌ૹػց工業があげられる。低下した業छは、ϓϥスνック、Խহ品関連の
Խֶ工業になる。なお、出ՙ・ݿࡏともに前月比は低下している。
　ඇ製଄業の׆ಈは、3Χ月連続で上昇している。対個人、対ࣄ業所の֤αーϏスともに上昇。޷調であった業छは、物流
がൃ׆Խしたಓ࿏՟物ӡૹや、ؾԹ上昇にΑってྫྷ๪ध要が増したిؾ業、そしてقઅ商品のൢചが޷調なখച業などが
あげられる。
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景気後退期 実質賃金(左軸） 現金給与総額（前年同月比）

出య：ްੜ労働省「ຖ月ۈ労統計調査」（2025年6月͸速報஋）
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　4月以降、ݐங物のண工状況は低໎している。とりわけॅډ用の低໎が目立つ。4月に実ࢪされ
たվਖ਼ݐங物লエω๏のࢪ工前にۦけࠐみध要があったӨڹがあるとはいえ、前年ಉ期比で見た৔

合には4ʙ�月ともにマイナスが続いている。実際にண工চ໘ੵは41౎ಓ෎ݝで前年を下ճる状況にある。ඇ޲ॅډけも
�月は大きくམちࠐΜでおり、牽引役がいない状況となっている。

　̒月のػցड஫（ຽधɿધഫ・ి力আき）は前月比3�0ˋ増加、前年ಉ月比��5ˋとݎ調な状況
にある。基調൑அ（࣋ち௚しのಈきがみられる）はਾえஔきとなっているが、ඇ製଄業中৺にݎ

調でड஫࢒高も伸びている。ただし、̓ʵ̕月期の見௨しは˛4�0ˋ、製଄業˛2�0ˋ、ඇ製଄業（ધഫ・ి力আき）
˛5��ˋとൃදされており、まだまだ҆৺できる状況にはないΑうだ。
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消費者物価指数/国内企業物価指数（前年比）

景気後退期 消費者物価指数（生鮮食品及びエネルギーを除く総合） 国内企業物価指数

　̓月の実質༌出は、前月比5�3ϙイントの低下となった。トϥンϓ関੫のӨڹで、関੫率の高いࣗಈं・మ
߯のถ国޲け༌出が大きくམちࠐΜでいる。ΞδΞ・&U・中国と֤国޲けの༌出もమ߯・ࣗಈं関連を中৺

にݮগしている。ถ国の関੫は世界֤国に՝されており、๵қશମがӨڹをडけている可能性がある。日ถ関੫ަবは̓
月ޙ半にܾணしたが、ܙ࠷国଴۰をडけていた水準からみれば、大幅な上昇であることはؒҧいなく、αϓϥイνェーンの
見௚しやถ国生࢈の強Խなども૝ఆされ、ถ国޲けの༌出はޙࠓともॖখ޲܏をたどる可能性がある。

　　̓月の消費者物価指数（生઱৯品ٴびエωϧΪーをআく総合）は、ࢢ৔の༧૝௨り、前年ಉ月比3�4ˋとなった。
　2024年̔月以降、2�0ˋ以上の水準が続いており、ࠓ年̐月以降は3�0ˋ୆の高い水準になっている。ԡ上げのओ

役は৯ྉ品、とりわけถなどのྨࠄ、νϣコレートやコーώー౾が大きく上がっている。また、ܞଳి࿩の௨৴ྉも上がってお
り、消費者が਎近にײじるҹ৅は強いものがあると૝ఆされる。日ۜがࢹ໺に入れる2�0ˋ୆を、コΞコΞϕースでطに１年近
く上ճっており、੓策౰ہの対Ԡが஫目される。
　̓月の企業物価指数（଎報）は、前年比2��ˋと̐Χ月連続で低下しており、ややམちணきを見ͤている。༌入物価指数の
下མが続いているӨڹが大きいとߟえており、前年ಉ月比でੴ༉ྨは˛20��ˋ（ԁϕース）、Խֶ˛12�1̀ 、金ଐ˛5��ˋとなっ
ている。国಺企業物価指数では、ੴ༉ྨ˛0��ˋ、Խֶ˛3��ˋ、మ߯˛��2ˋといった状況にある。企業物価のམちணきは҆
৺ࡐྉのͻとつではあるが、世界経済はまだまだෆ҆ఆ要ૉを಺ࡏしており、価֨・ҝସなどのݒ೦ࡐྉはਚきない。
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　2025第̎四半期の実質GDPは、前期比0�3ˋの増加（名目は1�3ˋ増加）となっ
た。トϥンϓ2�0関੫などのӨڹにΑる世界経済のෆಁ明ײが増すなかでݒ೦され

た景ޙؾୀはͻとまずޙୀしたとみていいだろう。७༌出、ઃඋ౤ࢿのد与度が大きく、それͧれ0�3ˋ、0�2ˋとなっている。もっ
とも、༌出に関しては、名目ϕースでは˛0��ˋとなっており、༌出デフレーλʕ˛3��ˋのӨڹが大きい。ઃඋ౤ࢿに関しては、
名目でも1��ˋの伸びとなっており、引き続き景ؾの牽引役になる。
ओٛ的なಈきにޢるトϥンϓ関੫やอ࢒がײそして、なおෆಁ明、޲ऴ消費のಈ࠷ܭऴ消費とりわけՈ࠷のয఺は、ຽؒޙࠓ　
Αる७༌出のಈ޲である。ถ国においては金༥੓策のԡし引きがൃ׆Խしており、࣍期'0.Cのٞ長人ࣄも૬ေって目が離ͤ
ない状況である。日ถ金利ࠩがॖখする方޲でಈけばԁ高要Ҽになり、ਖ਼負྆໘の経済Өڹが出る。ถ国޲けࣗಈं༌出のӨڹ
࣍第では、੄໺の޿いࣗಈं࢈業΁のӨڹもݒ೦されることから、引き続きҝସಈ޲にも஫ࢹしたい。

࢛൒ظ�ᶃɿ(%1଎ใ
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　ถ国経済分ੳہがൃදした第2四半期の実質̜̙̥は、年率3�0ˋとճ෮を
みͤた。前ճൃදの第１四半期の年率は˛0�3ˋから˛0�5ˋに下方मਖ਼された。

が大きい。また、消費ڹগのӨݮをडけた「༌入」（前౗し༌入の൓ಈ）ڹ与度をみると、トϥンϓ2�0関੫のӨد
。は第1四半期に比΂て伸びがॖখしている「ऴൢച࠷実質」けの޲入者ߪであるຽؒ国಺ܭの合ࢿ本౤ࢿఆݻ出とຽؒࢧ
　ถ国経済のಈ޲は、トϥンϓ2�0関੫の଩औり、金༥੓策、ࡒ੓੓策などを௨じて、世界経済に༷々なӨڹを与える
ことから、ޙࠓのಈきに஫目したい。

࢛൒ظ�ᶄɿถࡁܦࠃ

《実質GDP》

ʬ࣮࣭GDPد༩౓ʭ

（出所：ถࠃ঎務省）
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࢛൒ظ�ᶅɿ*.'ɹੈքݟࡁܦ௨͠ʢ੒௕཰༧ଌʣ
　*.'が̓月にൃදした「世界経済見௨し」では、̐月ൃදからશൠに上方मਖ਼が行われた。トϥンϓ2�0関੫にΑるෆಁ
明ײの下で、༌入の前౗しにΑる世界๵қの増加、ถ国のฏۉ実ޮ関੫率が̐月࣌఺Αり低水準になったこと、ドϧ҆に
Αる金༥ڥ؀のվળ、世界の経済׆ಈが༧૝を上ճったこと、౳が൓өされたものである。য఺のͻとつであった中国の
見௨しだが、関੫が大幅に引き下がったこと、経済׆ಈが༧૝を上ճったこと౳もあり、2025年༧測が大幅に上方मਖ਼さ
れている。
　ただし、*.'は「下ৼれ要Ҽ」としてزつかのϦスクをあげている。อޢओٛ的なાஔに൐う世界経済のࠞཚやαϓϥ
イνェーンのੇஅ、中౦や΢クϥイナにおける஍੓ֶ的Ϧスク、一෦の国におけるࡒ੓੺ࣈの֦大にΑる金༥ࢢ৔のࠞཚ
などをあげている。ถ国は引き続き、ҩༀ品や半ಋମ౳の関੫強Խをᨳっており、また、ロγΞ・΢クϥイナのఀઓに޲け
たަবのෆಁ明性など、まだまだࠞཚ要Ҽはなくなっていないため、世界経済のෆಁ明性は続くものとみられる。

2024
3.3 3.0 0.2 3.1 0.1
1.8 1.5 0.1 1.6 0.1
0.2 0.7 0.1 0.5 ▲ 0.1
2.8 1.9 0.1 2.0 0.3
0.9 1.0 0.2 1.2 0.0

ドイツ ▲ 0.2 0.1 0.1 0.9 0.0
フランス 1.1 0.6 0.0 1.0 0.0

1.1 1.2 0.1 1.4 0.0
カナダ 1.6 1.6 0.2 1.9 0.3
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4.3 4.1 0.4 4.0 0.1

5.3 5.1 0.6 4.7 0.1
中国 5.0 4.8 0.8 4.2 0.2
インド 6.5 6.4 0.2 6.4 0.1

3.5 1.8 ▲ 0.3 2.2 0.1
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2.4 2.2 0.2 2.4 0.0
ブラジル 3.4 2.3 0.3 2.1 0.1
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2.4 3.4 0.4 3.5 0.0
4.0 4.0 0.2 4.3 0.1

前回比 前回比

地域 2025 2026
単位％
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《世界経済見通し（成長率予測）》

（出所：*.'「ੈք経済ݟ௨͠」（վగ൛）2025年�月）
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　ユニット・レーバー・コスト（ULC）は「製品１単位に要する人件費」で、労働コストやインフレ圧力を測るうえで重要な
指標である。コロナ禍明け以降、徐々に上昇してきたが、2025年に入って「変調」の兆しが見える。ULCの上昇幅が低下し
ているのである。名目雇用者報酬額は増加しているものの、実質GDPとの関係では労働コストが「お得」な状況になっている。
　一方、労働分配率は生み出した付加価値のうち労働者にどれだけ配分しているかを示す指標であるが、2025年に入っ
て前年対比の伸び率が2四半期連続でマイナスに転じている。そもそも2022年第4四半期以降、ULCと労働分配率の乖
離が大きくなっていたが、労働分配率の伸びの低さが単位労働費用の低下につながっている可能性がある。現金給与総額
は毎月上昇しているものの、付加価値額の増加に比してその水準は低く、物価上昇に負けない賃上げ、すなわち労働分配
を行う必要があるのではないだろうか。実際に、実質賃金はマイナスの状況が続いており、その一方で、ULCが下がって
いるとすれば賃上げの水準が「まだ十分ではない」という仮説が成り立つ。企業の利益は基本的には上昇トレンドにあり、
適切な労働分配を行うことが、日本の経済再生に役立つはずだ。
　日本が世界有数の経済大国となった背景には、高度経済成長期の「1億総中流」と称される強い消費者を作り、GDPを
牽引する個人消費というパワーを得たことがある。30年近いデフレ経済下において、ULCの伸びも抑えられた。あらため
て労働分配率のあり方が問われているのではないだろうか。強い消費者を作ることは国益に適う。強い消費者を作るため
の一つの方策として、さらなる「労働分配率の引き上げ」が必要ではないだろうか。

（商工総合研究所エグゼクティブ・フェロー　青木　剛）
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（出所：内閣府経済社会総合研究所GDP統計「2025年4-6月期・1次速報」より筆者作成）

（出所：財務省財務総合政策研究所「法人企業統計調査」より筆者作成）
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Θが国ではߴ度ࡁܦ੒௕ظ（1950年代൒ばかΒ1973年ࠒまで）に橋・トϯωϧ・্下ਫಓなどが集
中తに੔උされた。ͦれΏ͑に、ߴ度੒௕ظかΒ50年をܦた今、ٸ଎に࿝ٺ化がਐΜでいる（図表）。
。いߴをもたΒす可能性が֐ࡂ・ނࣄ化はେ͖なٺのಓ࿏ؕ຅などに代表されるよ͏に、࿝ࢢീைݝۄ࡛

国౔ަ通লのௐ΂によれば、2040年には、全国で໿73ສある橋の͏ち໿75�（໿55ສ橋）が、ਫಓ
؅࿏は໿74ສkNの͏ち໿41ˋ（໿30ສkN）、下ਫಓڎ؅は໿49ສkNの͏ち໿34ˋ（໿17ສkN）
がݐઃ50ޙ年をܦաする。地1ٿपが4ສkNとすれば、্ࢉܭはਫಓ؅࿏ͩけで地7.5ٿप分に֘当す
る。また、2018年に国౔ަ通লが行ͬたࢉࢼでは、2019年かΒ2048年の30年ؒにかかるҡ࣋؅ཧ・ߋ
新අのਪܭは176.5ஹԁかΒ194.6ஹԁ

1

（年ؒ໿6ஹԁ）となͬた。年ؒ6ஹԁとい͏අ༻は2024年度の
日本の໊໨(%1໿609ஹԁのおよͦ1ˋに֘当する。

では、どのよ͏なର策が༗ޮͩΖ͏か。ྫ͑ば、ิमの要൱を൑அするのに際して、ಓ࿏΍トϯωϧ
内の点ݕにυϩーϯ΍ϩϘοトを࢖༻し、現地での໨ࢹに代͑てԕִૢ࡞でΧϝϥը૾֬ೝを行͏、また、
ը૾֬ೝにA*をಋೖし、աڈのσーλとのൺֱでิमがඞ要なݸ所をࣔすなど、新技術のಋೖで現場
のෛ୲をܰݮするର策がとΒれている。ಓ࿏΍ਫಓ౳のҡ࣋؅ཧに関Θる需要は当分のؒݮることはな
い。社会ࢿ本の࿝ٺ化とい͏՝୊ղܾに取り૊Ή中小企業は、このେ͖なϏδωスνϟϯスにੵۃతに
かかΘͬている

2

。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （঎޻૯߹研究所 ओ೚研究һ　中୩京ࢠ）

1　国౔ަ通ল所؅ 12 分野（ಓ࿏、Տ઒・μϜ、࠭๷、海؛、下ਫಓ、ߓ࿷、ۭߤ、ߓ࿏ඪࣝ、ެԂ、ެӦॅ୐、׭ி施ઃ、؍ଌ施ઃ）の国、都ಓ෎ݝ、　　　　　
。ܭが؅ཧऀのものをର৅にਪ（࿷ߓ、؛海）ہ຿ߓ、（࿷ߓ、下ਫಓ、؛海）߹຿૊ࣄ構、一෦ػݯࢿ体、地ํಓ࿏ެ社、（ಠ）ਫஂڞ町ଜ、地ํެࢢ　　
　　మಓ、ࣗಈंಓはؚまれていない。この΄かに、ߴ଎ಓ࿏ 6 会社は、ҡ࣋؅ཧ・ߋ新අとして໿ 19.4 ஹԁ（2019 ʙ 2048 年度）を༧ఆ
2　東京都中小企業ஂ体中央会発行のʮ明日にνϟレϯδ � 中小企業基盤ڧ化ࣄ業੒Ռྫࣄ集 �ʯ（https://www.tokZoDhVokBJ.or.jp/JNBHes
　　/toDhV/R06/BsVDhBrejJreJ.pEG）では、中小企業によるʮトϯωϧ内のϩϘοトを活༻したଌྔʯʮυϩーϯ΍地্型レーβースΩϟφーによる　
　　3% ଌྔʯʮઢ࿏্のҟৗをࣗಈでݕ஌するγスςϜʯなど、ෳ数のྫࣄが঺հされている

老朽化する日本vs新たなテクノロジーを駆使した対策

建設後50年以上経過する社会資本の割合（2023年3月時点）（図表）
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஫̍）　 ݐઃ50ޙ年Ҏ্ܦաする施ઃのׂ߹については、ݐઃ年度ෆ明の施ઃ数をআいてࢉग़。
஫̎）　 国ɿԃ、চࢭめ、ᮙ໳、ਫ໳、༲ਫػ場、ഉਫػ場、ඉ໳・ඉ؅、཮ᮙ、؅ཧ橋、ড়化施ઃ、ͦのଞ（ཱ

。ఆするಛఆ施ઃをؚΉن構法にػݯࢿ༡ਫ஑）、μϜ。ಠཱ行政法ਓਫ、޵　　　　　
　　　　都ಓ෎ݝ・政ྩࢢɿԃ（ήート༗り）、ᮙ໳、ਫ໳、ඉ໳・ඉ؅、཮ᮙ౳ήートを༗する施ઃٴͼ༲ਫػ

　　　　　場、ഉਫػ場、μϜ。
஫̏）　 一෦ࣄ຿૊߹、ߓ຿ہをؚΉ。
஫̐）　 ૯数には、ݐઃ年度ෆ明の施ઃをؚΉ。
ྉ）　国౔ަ通লࢿ
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▶米国による関税政策、国内では5月に改
正された取適法（旧下請法）の施行が年
明けに迫る中、今月号では、ものづくり企
業の海外展開に焦点を当てた論考を掲載
しました。
▶田中・張論文では、かつては日本に技術
優位があるとされていた金型製造などの
基盤技術分野において、近年中国産業が
変容している可能性を指摘しています。ま
た近藤論文では、単なるコスト移転策でな
く現地需要に基づく新たな国際分業体制

の再構築を提唱しています。いずれもこれ
までの中小企業における国際戦略の再考
を迫るものです。ものづくり企業の海外展
開を見直す一助になれば幸いです。
▶なお今年度の中小企業研究奨励賞の締
め切りは9月30日、懸賞論文・活性化レポ
ートは10月15日、提言募集は10月31日で
す。多数のご応募・ご参加をお待ちしてい
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（Ｊ小林）

編集後記

次号
予告
2025年
10月号

特 集 論 文

中小企業の目

特 集 論 文

「地方創生」と自治体中小企業政策
大阪経済大学経済学部教授　桑原武志

日本的経営の本質、人間中心性
　　　　　　　					 　株式会社やさしいビジネスラボ代表取締役　中川功一

釧路公立大学経済学部准教授　岸田泰則
中小企業における組織文化形成

九州情報大学中小企業経営センター客員研究員　相原君俊

『秋田の朝はナガハマコーヒーから…』を目指した会社の歩み
ナガハマコーヒー株式会社代表取締役　長濱浩一

女性への事業承継の現状と課題
　　　　　　　　　　　　		　拓殖大学商学部教授　黒澤佳子

「川崎モデル」に学ぶ伴走支援
商工総合研究所主任研究員　小林順一

女性経営者の事業承継と経営（第10回商工総研セミナー後記）
商工総合研究所常務理事　浅黄久隆

日本の経済展望（2025年10月）	
商工総合研究所エグゼクティブフェロー　青木　剛

中小企業の自己資本比率上昇と配当コストへの影響	
商工総合研究所調査研究室長　江口政宏

巻 頭 言

STREAM

論 壇

経 済

現場の視点

開 催 報 告
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日本の経済展望（2025年9月）／青木　剛経 済

老朽化する日本vs新たなテクノロジーを駆使した対策／中谷京子ＳＴＲＥＡＭ

最低賃金と中小企業／鹿住倫世巻 頭 言

論 文 中国金型産業の変容と日中技術格差／田中幹大・張穎琪

論 文 VUCA時代におけるものづくり中小企業の国際戦略の再構築／近藤信一

中小企業の目 2025年 夏 創立125周年／太宰榮一
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